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寄 A 規 = 


1) 寄稿 者 は 会 員 に か ぎる が , 共同 執筆 者 に は 非 会 員 を 含む と と が で きる 。 非 会 員 の も の に つい て は 会 員 の 紹介 
が あっ た 場合 に か ぎり 受理 する と こと が ある 。 

2) 原稿 は 未 発表 の も の と し , 内 容 は 応用 動物 学 , 応用 と ん 虫 学 , 農薬 害 よ び 防 除 器具 な ど に 関す る 原著 論 六 
( 短 報 を 含む ), 新刊 紹介 , 抄録 , 会 報 お よび 時 報 と する 。 

3) 原稿 の 登載 は 編集 委員 会 で きめ る が , 原稿 に は 必要 に 応じ 編集 委員 会 で 手 を 加え る と こと が ある 。 

4) 登載 順序 は 支障 の な いか ぎり 受付 順序 に 従う 。 た だ し 同一 号 内 で の 順序 は 前 後 す る こと が ある 。 

5) BRAS SKILL, 横書き に する 。 和文 原稿 は 照 和 34 年 7 月 11 日 内 閣 訓 令 に よる 送り が な を 用 
い , 漢字 は 固有 名 詞 を 除き 当 用 漢字 を 用 いる 。 ま た 学術 用 語 は , 文部 省 学術 用 語 分 科 審 議会 な らち びに 日 本 植物 
防 癌 協会 学術 用 語 審 蘭 委員 会 で 定め た る の は こと れ を 用 いる 。 欧文 原稿 は タイ プラ イタ ー で 打つ と と 。 

6) 生物 名 , 外来 語 , 外国 の 地名 な ど は 片 か な と し , 数 字 は 算 用 数 字 を 用 いる 。 上 日 本 語 の a ロー マ 字 つづ り は 慣用 
の 姓名 を 除き 訓令 式 て に よる こと 。 

7) 原著 論 菊 の 長 さ は 和文 , 欧文 と る 刷り 上 り 6 ペー ジ ( 図 や 表 を 含ま な い 和 和文 の 場合 に は , 400 FOO RMA 
紙 で 30 枚 前 後 ) 以内 と し , と の 制限 ペー ジラ を と える 部 分 に 対し て は 著者 は 実費 を 負担 する 。 

8) 短 報 は 出 り 上 り 2 ペ ー ジ ( 図 や 表 る 含ま な い 場 合 に は 400 字 づ め 原 稿 用 紙 で 10 枚 前 後 ) 以内 と する 。 

9) 和文 原著 の 記述 順序 は 次 に よる と と 。 

( 順 序 ) イ . 表題 ロロ 著者 名 1. 所属 名 お よび 所 在 地名 
10) Brac ee ASCO FARR kIT KAT Lo 
( 順 序 ) 4. 表題 0. 著者 名 ハ . 所 属 名 お よび 所 在 地名 =. BA ok. 和文 摘要 

11) 和文 短 報 の 場合 に は 欧文 表題 , コロ ー マ 字 つづ り の 著者 名 , 欧文 所 属 名 お よび 所 在 地 名 を , また 欧文 短 報 の 場 
PCIE, 和文 著者 名 , 和文 所 属 名 を 脚 話 に 入れ る と と 。 な お 和文 の 場合 の 欧文 摘要 お よび 欧文 の 場合 
の 和文 摘要 は つけ な いこ と と 。 

12) 図 お よび 表 の 説明 は 本 文 が 和 六 の 場合 に は 和文 と する 。 

13) 凛 献 の 引用 は 本 文中 に お いて は , 著者 名 (年 号 ) ある い は (著者 名 , 年 峡 ) と する 。 な お 引用 文献 の 配列 は 
著者 名 の ABC 順 と し , 表題 は つけ な い 。 

14) 雑誌 名 の 略 名 は 邦文 誌 に つい て は 学術 会 議 の 定め た も の に よる (農学 進歩 年 報 に 収録 )。 欧 文 誌 に つい て は 
Biological Abstracts よび Chemical Abstracts の 規定 に 従 Jo 

15) Summary は それ だ け で 本 文 の 概要 を 十分 理解 で きる よう な も の と する て こと と 。 

16) さ し 図 の 差し 入れ 箇所 は 原稿 用 紙 の 欄外 に 泉 記 する と と 。 

17) さ し 図 は 著者 に お いて あら か し じ る め 1/2 程度 に 縮 少 で きる よう に 黒 汁 で 描き , 必ず 白色 の 厚紙 に は る と と 。 不 
完全 な 図 は 下図 料 を 申し 受け る 。 

18) アー ト 紙 印刷 を 希望 の 場合 は 実費 を 申し 受け る 。 

19) 原則 と し て 初 校 は 著者 校 と する 。 

20) 既 載 原稿 は 返却 し な い 。 写真 お よび さき し 図 は 返却 希望 の 旨 を 記し て ある も の に か ぎり 返却 する 。 

21) 原著 論 区 に 対し て は 別刷 50 部 (表紙 付 ) を 贈 量 する 。 そ れ 以 上 の 別 出 を 希望 する 場合 は 50 部 を 単位 と し 
て 実費 を 申し 受け て 作製 する か ら , 別 刷 所 要 部 数 ( 贈 量 分 を 含む ) を 原稿 の 頭 初 に 朱 記 する と と 。 ぁ 。 

22) 別刷 代 は 表紙 2 円, 本文 2 ペー ジ に つき 3 円 (2 ページ 単 位 ) くら いで ある 。 

23) 短 報 に 対し て は 別刷 50 部 (表紙 な し ) を 贈 星 する 。 そ れ 以 上 の 別刷 の 希望 に つい て は 原著 論 及 の 場合 と 同じ し 。 

24) 文部 省 科 学研 究 費 な ら び に と れ に 準ずる も の に よ る 研究 諭 芝 は 必ず その 皿 を 脚 詩 に 明記 する と と 。 

25) 原稿 用 紙 は 400 字 づ め (な る べく BB5 判 縦 型 横 書 用 ) の も の を 使用 する と と 。 タ イプ 用 紙 は A4 判 記 手 
の も の を 使用 し , 1 枚 26 行 と し , 左右 を 2.5cm ずつ あけ る と と 。 

26) 原稿 は 書留 便 で 下記 へ 送付 する と と 。 
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AFRO FT 4 PRIDE UTOSLEW GBD icovw ct, 土壌 
JERE, 植物 病理 学 な どの 面 か ら 広く 各地 で 研究 が 行 な 
| や れ て いる 。 そ の 結果 は 水稲 の 発育 を 良好 に し , 収量 を 
増加 し , イモ チ 病 その 他 病 害 に 対す る 抵抗 性 を 増大 する 
点 に お いて 一 致し , 久 さ きい の 効果 が 高く 評価 され て いる 。 
| SRN + HRS (1940) (SDA ECHD CHA VHGA L, 
水稲 の 表皮 細胞 の ケイ 質 化 が 高まり , イモ チ 病 に 対す る 
抜 抗 性 を 大 に する こと と を 知り , 鉱 さ い の イ モチ 病 内 科 的 
防除 剤 と し て の 効果 を 発表 し た 。 

筆者 は 1953 年 以来 鉄 さ い 施 用 水稲 に 対す る ニカ メイ チ 
sIBLOCO SHARE BO BKK AL. HS 
| い 中 に は ケイ 酸 の ほか に 数 種 の 養分 が 含ま れ て いる 。 す 
7k DHERAWTCGRE VY (GM 4 HV) OMA, SiOz 
37.75%, MgO 3.62%, MnO 0.46%, FeO 4.71%, 
Al,O3 6.52%, CaO 3.07%, 有効 SiO, 37.75%, 有 
効 MgO+ CaO =48.79% と な っ て いる の で , 鉱 さ い 施 用 
水 衛 と 害虫 と の 関係 に つい て は , と これ ら ケ イ 酸 以外 の 養 
分 と の 関係 も 明らか に する 必要 が ある と 考え て いた 。 そ を 
と で 今回 は ケイ 酸 給 源 と し て , 水 ガラ ス NasSiO。 を 処理 
LEED SiO. (シリ カゲ ル ) KG LTA HER L, = 
AAAF = ウ の 加害 , 摂 食 行 動 な ど を 調査 し た と こる, 
PERGEV HAAR E 供 試し た 場合 と 一 致し た 結果 を 
得 , 水 衝 ケ イ 酸 と ニ = ニカ メイ チュ ウ と の 関係 を 再 認識 する 
BU BCSEOCOUC CREST So 

本 研究 を 行なう に あたり ご 支援 ご 教示 を 賜 わ つ た 農業 
我 術 研究 所 石井 象 二郎 博士 , 平野 千里 氏 , 名 古屋 大 学 農 
学部 斎藤 哲夫 氏 , 宗像 桂 氏 に 対し 深謝 の 意 を 表す る 。 


実験 方 法 お よび 結果 


1. 水 ガ ラス の 処理 水 ガ ラス NaszSiOs に HCl を 加 
A, AAU? NaCl を 水洗 除去 し , 凍結 乾燥 し た シリ カ 
Fw (50°C で SiO。 含量 86.42%) を 施用 し た (この 
資料 は 本 大 学 小林 均 氏 の ご 好意 に よる )。 


(1959 年 2 月 4 日 受領 ) 


Dh 


2. 供 試 水稲 栽培 と その ケイ 酸 含有 量 WRITER 
秋 落 ち 田 土壌 を 37 ポ ッ ト に 3.8kg 入れ , 3 要素 ど 選 で 
硫 安 , 過 燃 酸 石灰 , 硫 酸 加 里 を それ ぞ れ 0.5g ずつ 補い , 
FECORRICLT 4 REMAMEVWL1 ポッ ト あ た り 
10g(SiO。 GAH 3.8 g) 施 し た の で , これ と 同 晶 の SiOz 
と する た め に シリ カゲ ル 施 用 量 を 4.5g と し , その ほか 
に 上 下 の 2 段階 6g KE 1.5 eK, MEV Kicds 3g 医 を 
作っ た 。 上 農林 8 号 を 5 月 15 日 に まき , 6 月 25 日 移植 ) 水 
道 水 を 瀧 水 栽培 し た 。 本 実験 の 各区 シリ カゲ ル と 鉱 さ い 
施用 量 と 稲 体 合 有 ケイ 酸 量 と は 第 1 表 の ご と く で ある 。 


canes ケイ 酸 施 用 量 と 7 A Bane 


ah OBR pees 施用 量 SiO。 量 稲 体 含 有 SiO» 量 


(g) (g) ( 風 乾 %) 

1.5 1.30 1.71 

シリ カケ ゲル 区 4.5 3.87 2.02 
) S650 5.19 29% 

Gal e380 tis 1.87 

wm = Kl 0.0 3.78 4.02 
FB 区 | == — 1.35 


稲 体 含有 ケイ 酸 は 1958 年 10 月 25 日 採集 し た わら 
を 分 析 し た (大 久保 幸彦 氏 分 析 )。 

3. 供 試 虫 第 1 化 期 は 本 大 学 苦 代 で 6 月 下旬 採卵 , 
第 2 化 期 は 8 月 下旬 捕 ガ 産卵 させ た も の お よび 9 月 上 旬 
さき や ゃ が れ 茎 内 の 発育 均等 の 幼虫 を 供 試し , 供 試 前 12~ 
24 時 間 絶食 状態 に お き , その 行動 は 暗 所 で 調査 し た 。 

4. 葉 に 対す る 加害 9 月 18 日 シリ カゲ ル 4.5g 区 
と 対照 区 の 止 葉 を 試験 管 に 入れ , 下部 に 水 に 上 ぬら し た 綿 
を 巻い て いと を ちょう Bld) を 防ぎ , 3 15 頭 接 種 , 
24 時 間 後 の 加害 状態 を みる と (図版 エ ,1) Sis wt 
昭 区 葉 を 加害 し , シリ カゲ ル 区 に は ほとんど 害 が み ら れ 
な い 。 

5. KS CRBRHR MSV 
の 大 あご ど ご は 各 令 と も 対照 区 に 比 し 
生 し た が , シリ カゲ ル 4・5g 区 


施用 水 稀 で 飼育 し た 幼虫 
て 麻 滅 の 多い こと を 報 
x 水稲 で 第 2 (CHAS % fil 


(153 ) 


154 


BLEETS, 鉱 さ きい 区 と 同様 に 対照 区 に 比 し て 摩 減 が 
多い 。 人 工 飼 料 (齋藤 哲夫 氏 提供 ) で 発育 し た 幼虫 の 大 
あぁ ご は 魔 減 が ほな どん ど 見 られ な いこ と と か ら , KS CRM 
は ケイ 酸 施 用 に ょ る ケイ 質 化 強 剛性 増大 に よる も の と 老 
えら れる (図版 1 ,5~8)。 

6. 茸 に 対す る 幼虫 の 行動 シリカ ゲル 6g,4.5g 区 . 
お よび 対照 区 菜 の 発 育 同 等 の 大 さ の も の 6 本 ずつ を , 長 
さき 7cm に 切り 取り , シャ ー レ 内 に 交互 に 並べ て お き , 
20 時 間 絶 食 さ せ た 3 令 虫 を その 中 央 に 放置 し , 24 時 間 
者 所 に お いて , 食 入 虫 数 を 調べ て 第 2 表 の 結果 を 得 た 。 


第 2 表 =HAAFLVIOYIAT VHGAKBS 
食 入 虫 数 (1958 年 9 月 14 日 調査 ) 
pe | 45g 区 SRK |6g 区 対照 区 + 
第 1 3 11 OUs33 55 2 
ee 2 i* 2 8 10; — ーー = 
= 3 Bl i 6 9; — ーー = 
3} 6 25 1914 33 55 2 
HE: 圭 は 調査 時 茎 の 外 に いた 貝 数 , * は 9 月 2 日 に 


2 令 虫 を 供 試 し た 。 

害 量 を 知る た め に 第 1 回 試験 の 両 区 の ぁ ん 量 を 測定 
L, 4.5g 区 で 16 mg, 対照 区 で は 46mg で 3 億 に な 
っ で いた (図版 53,4)。 

WRICY Y WP Wii eA AT 3 KORE HK E 
を 十字 形 に 並べ て お き , すす 紙上 で 1 DROME 
お よび シャ ー レ 内 の 48 時 間 後 の 食 入 虫 数 と ふぁん 量 と は 
の 


PBK =HAAFLVOYI AT VIHPBRSBG, 
食 入 虫 数 お よび ふん 量 (1958 年 9 月 14 日 調査 
令 虫 ) 
和室 | 、 シャ ー レ 内 の 調査 
| ey ae 
RB 7 HB | A Ht Be esse) 
6.0g 区 | 1 2 9 
45¢ f 8 4 29 
1.5¢ K 11 Wl 11 
対照 区 9 22 139 
土 5 5 


鉱 さ きい 施用 量 を 異 に し た 場合 の DRO 行動 を みな る た 
め に , 各区 の 発育 の 等 し い 茎 を 各 8 本 ずつ と り , 6 cm 
の 長く さと し シャ ー レ 内 に 交互 に 並べ , シャ ー レ 内 24 時 
間 後 の 食 入 虫 数 と ふん 量 お よび すす 紙上 の 15 分 後 移行 
RAMA ECA, 策 4 表 の ご ど ぐ に な つっ だ 6 


ハ い > 


に 多い の は , MOICHMRICS (HE CRE LOD 
に 他 に 移行 し た も の と 思わ れる 。 
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WAG = カメ イチ ュ ウ の 鉱 き さい 施用 芋 移行 , BAR 
His ko RAR (1958 年 9 月 22 上 日 調査 , 4 令 虫 ) 
i シャ ー レ 内 の 調査 

a ふん 量 

* Brahe | BARR BAER (agi 

10 xX 2 20 5 4 

36 = 9 38 8 97 

Ha 10 = 7. 128 
fe ay 下 21 58 20 


7. SORBMWRICNT SAM 幼虫 は シリ カゲ ル 区 よ 
り も 対照 区 に 多く 集まり 加 電 も 多い の は , MSW TAA 


稲 で 実験 し た 前 報 の 結果 と 一 致す る 。 こ と これ ら の 結果 は ケ 
イ 酸 施用 に よる 条 体 の = カメ イチ ュ ウ 誘引 物質 生成 G7 
8 月 28 8 ee ih tS 
lem DETHACTHIRY, COEM 35g fou, 7 


関連 が ある よう に 思わ れる の で , 


ルコ ー ル , エー テル 各 4cc ずつ 加え て 乳鉢 で 磨 砕 5 
その 浸出 液 を 同 面 積 の ろ紙 (2.2X7.0 cm) に 吸収 せ し 


め , 溶媒 揮 散 後に すす 紙上 に お いて , HRI Ae 
ち , その 行動 を 調べ て 第 5 ROKR (MRI, 10, 


11)。 
第 5 表 = カメ イチ ュ ウ の 鉱 き さい 施用 水 稀 
浸出 液 に 対す る 行動 
| アル コー ル 浸 出 液 | テー テル 浸出 液 
|e Ge eR | BH mh 
0@ [pe 3 2 4 3 6 
3g °K 10 = "712 — 16 
XD RS ro Os 8 ne 
主 20 i 0 0 9 


温 出 液 の 場合 も 鉱 きい 施用 量 の 少な い ほ う 
し , 茎 の 場合 と 同様 で ある 。 
8. 幼虫 野外 飼育 試験 9 月 4 


4 上 量 に 体重 を 測定 し た 結果 は 第 6 表 の ご と く で ある 8 


第 6 表 鉱 き い 施 用 水 衛 で 野外 飼育 し た 
= カメ イチ テ チョ ウツ の 体重 (19587 年 ) 


a 、 重 平均 体重 
区 | em eee BO PE 
10g 区 60 15(1) 752 50.13 
BNR IER 60 35 (1) 1921 54.89 
対照 区 . 60 2 1233 58.71 


か っ こと 内 虫 数 は 茎 を さい て 取り 出す と き 傷 が つい た の 


で 測 直 でき な か っ た 。 KEE BOBBY AOD I 


く , 対照 区 が 最も 重かっ た 8 
a5 we 


鉱 き い 中 に は ケイ ィ イィ RRO NED» (CAO AKA REBBS E 


Sb bs 


oe = ae ¢ ~~ _ rome tal o 
— ed hams mm mm 


kc 


旧 綱 室内 の 水稲 に 1 
ポッ ト あ た り 2 令 虫 を 20 WHORL 1 AA 10 Ae 


dA a 


~~ 


WP 


f 1959 年 9 月 
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れれ て いる の で , その 影響 を 除外 する た め , 水 ガラ ス を HCI 
で 処理 し た シリ カゲ ル を 施し た 水稲 で = 0 の 
RAT MEMA LEE TA, MIME OES ICH 
Bi Lics KKM BNOMBKICH MTS 2, @r 
| 中 数 と 加害 量 と は 対照 区 の ほう に 多く , 幼虫 は 選好 性 を 
示し た 。 シ リカ ゲル 区 水稲 で 飼育 し た 幼 中 の 大 あ ど は 対 
URES > UBHAS<, こと これら の 結果 は すでに 行なっ た 
讐 さい 施用 水稲 供 試 の 場合 と 一 致し て いる 。 
放 鍼 さ い お よ び シ リカ ゲル の 施用 量 を 変え て 栽培 し た 水 
AREAS SL, 施用 量 の 多い も の ほど 移行 中 数 , RA 
(BG MAL, SAEs Labtec eae BD ot, 7k 
| HEED TF VA, T—F VIB MA F MIC MIL S eve 
PA LEBASERAWIEICHTSBALEREC, EO 
化学 成分 に 反応 する こと が 認め られ た 。 
I Ker  DVEREVSAIA 4 AE ic Kk SHAMIM KITES 
AOL Bb, 摂 食 行動 に 差異 が ある の は , ケイ WEDS AR 
| 体 誘引 物質 の 生成 と な ん ら か の 関連 が ある の で は な いか 
半 才 えら れる 。 

| 近 時 害虫 の 誘引 , Salk, AME, AW ere COU 
TE tS = 
Be 247 2 ッ ウ に 対す る 水稲 誘引 物質 と 発育 に 関係 ある 化 
謗 成分 な ど に っ いて 研究 が 行なわ れ て いる が , 今後 ケイ 
計 施 還 と の 関連 に つい て 調査 を 進め , 更に 他 の 水稲 害虫 
に っ いて も 考え て ゆき た い 。 


4 摘 x 

有 水 税 ケ イィ 酸 と = カメ イチ ュ ウ と の 関係 を 知る た め シ リ 
過 ゲ ル を 用 いた が , 鉄 さい 施用 の 場合 と 次 の 点 で 一 致し 
Reber, 


1) YY AF VIA COReATSLEKSTO 
pers 


ORE 


3 wie 


“fi 


穫 本 : 水 OM ケイ wm と 害 mh 155 


2) 接種 し た 功 虫 は シリ カゲ ル 区 水稲 より も 対照 区 に 
多く 集まり , 加害 量 , RAG, BAMLS<, 74 
施用 量 が 多い も の ほど 少な いと と が 認め られ た 。 

シリ カゲ ル 施 用 は 鉱 さ い 施 用 と 同様 に 稲 体 を 強 剛 と し 
また 幼虫 誘引 物質 生成 に 関係 が ある よう に 思わ れる 。 
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図 版 説 AB 

1: 正 葉 の 加害 状態 , G: 
対照 区 の 食害 が 多い 4 

22 鉱 き さい 施 用 量 の 多少 と よる 食 入 虫 の 排出 する ふん 
Olt, C: 対照 区 , 3: 3g 区 , 10: 10g 区 

3: YU AT VHS oC MIRKICRAL Ie ROPE 
UAB, C: SHAK, G: YU Ae 

4: 同上 の ふん を 茎 を さい て 取り 出し 比較 し た も の 

5 へ ~8: 4 令 幼 虫 脱皮 頭 が い 中 の 大 あぁ ど 魔 衝 程 度 比 較 , 
Sieh K, 6: 鉱 さ い 区 ,7: シリ カゲ ル 区 , 各 メ X50, 8: 
人 工 飼 料 摂取 の 大 あど , X130 

9: シリ カゲ ル 施 用 量 に よる RABRORARO #R, 
Ce wits TI. eb, 4: 4:5 2 6s be pe 

10: 10g 鉱 き さい 施 用 水稲 茎 の 浸出 液 を ろ紙 た 吸収 させ 
て すす 紙上 に 描か せ た 行 動 足跡 ,C: 対照 区 ,10: 10g 区 
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Summary 


Studies on the Relation between the Silica Content 


in the Rice Plant and Insect Pests 
VII. Effects of Water Glass and Slag on the Damage of 
Rice Plant Caused by the Rice Stem Borer 


By Kaoru SasamMotTo 
Laboratory of Applied Entomology, Faculty of Liberal Arts and Education, 


Yamanashi University, Kéfu, Yamanashi Pref. 


In the previous papers I have reported that 
the injury of the rice plant caused by the rice 
stem borer (Chiro suppressalis WALKER) was 
reduced when the slag was supplied in the soil. 
However, the slag used contained several available 
elements such as Ca, Fe, Mg, Al and Na in 
addition to Si. 

-In the present experiment, the silica gel 
prepared from NazSiO; by the treatment with HCl 
was used as a silica source to check the effects 
of the elements included in the slag on the rice 
plant. The results obtained were as follows, 


and almost agreed with the previous studies. 


1. The silica content in the rice plant was: 
increased by supplying the silica gel. 

2. The mandibles of the larvae fed on the 
silicated rice plant remarkably diminished. It 
seems that the rice plant stem hardened by 
absorption of the silica. 

3. The larvae prefered the rice plant stem. 
cultured in the control plot to that in the soil 
supplied silica. 

The remarkable preference was also observed 
for alcohol or ether extract of the rice plant 


stems cultured in control plot. 
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witn Periplaneia. J. Exp. Zool. 136(3) :595-613. 

ョ ー ド 化合 物 の ワウ ワ モ ン ゴ キ ブ リ に お ける 代謝 を アイ フッ 
h—-7 CHAMUICHAYCH’Ico 

ョ ー ド の in vitro の 吸収 速度 は 角 皮 マル ピギー 氏 
管 > 筋 肉 > 脂 肪 体 の 順に 減少 する 。 角 皮 よ り の 吸収 は チ 
オウ ラフ ラ シ ル , チオ 硫酸 塩 な ど に よっ つて 影響 され な い 6 

角度 は 血液 より ヨード を 吸収 する 。 と の と と は 消化 管 
その 他 の 組織 で る 認め られ る 。 角 皮 に よる 吸収 は チオ ウ 
ラ シ ル , レゾ ル シ ン に より 変化 し な い が , 他 の 組織 で は 
ョ ー ド の 吸収 を 増大 させ る 。 

モン ゴキ フリ に お ける ヨー ド の 生物 的 半減 期 は 27 目 


IX 


CHS. : 

EI A-FEAF UY VeERSEURMERDe XK 
Pav bee CRHT SL, SH MACS 7 a- FEAR 
2 U4, その 他 5 HO 
不明 化合 物 を 認め た 。 こ と の 外 モ ノ ョ ー ド チロ キシ ン が 生 
BM SAU S DSPEM SAVE 

チロ キシ ン を 投与 する と 遊離 の チロ キシ マン お さま び 2 種 ! 
の 換 谷 型 の チョ キシ ン と し じ 交 排出 され る 5 

ンー 


チン NE 


Ya-kFues YY, Paes 
YVIEEDRAPSAZLETH HEAVY VES -KRA, 
腸 な ど よ り 急 速 に 排出 され る も の と 推定 され る 

ーー ョ ウッ 化 メチ ル は 角 皮 に 濃縮 され , 後 腸 よ り 急 速 排 曲 
SN So AMX Fv} MME DAR, A, MER, マ 


Wee — RAS CIC RSS CDF 小池 久義 ) 
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| タマ ナギ ン ウ ワ バ Plusia nigrisigna Waker 幼虫 
| は ョ トゥ ガ 幼 虫 や モン ショ ロ チ ョ ウゥ 幼虫 と 同様 の 生息 環境 
| に み ら れ る 最も 普通 の 茜 菜 害虫 で ある が , その 生態 や 生 
[5 理 的 性 質 に は か な り 特 異な 点 が み ら れ る よう で ある 。 本 
種 の 生態 に つい て は , 筆者 の 一 人 一 瀬 (1956) が 寄主 植 
| 物 選 択 に つい て 報じ た が , また 前 報 (1959) に お いて を 
| の 概要 を 述べ た 。 本 報 で は 筆者 ら が 数 年 来 調査 し て きた 
| 東京 都 下 府中 産 の 本 種 の 生態 に 関す る 資料 の 中 か ら , 本 
| 箱 の 発育 に 及ぼ す 温 度 の 影響 を と りあ ば げ て 本 種 の 発生 経 
| 適 を 考察 し よう と 思う 。 本 研究 を 行なう に あたり ど 指 導 

を いた だ いた BEIT 深謝 の 意 を 表す る 次 第 で あ 
る 。 ま た 長野 地方 の 本 種 に つい て 知見 を 寄 盛 られ た 長野 
応 農業 試験 場 柳 武 技師 に お 礼 申 し 上 げ る 。 

: 材料 な お よび 実験 方 法 

野外 ほ場 か ら タ マナ ギン ウ ワ バ の 幼虫 お よび さなぎ を 
FRE LCE L, 羽化 せしめ た の ち 交 配 を 行なっ て 多数 
の 卵 を 得 た 。 こ と これら の 卵 を 産卵 日 ご と に 選別 し て 恒温 器 
よび 実 険 室温 下 で 飼育 を 行なっ た 。 
| OR, Shits KOSS ICOW CAE FORE, 発育 
を 観察 し , St, hie, よう GD 化 お よび 羽化 の 時 日 , 
性 別 , 体重 , 死亡 個体 数 を 記録 し , 各 生 育 期 の 発育 所 要 
目 数 を 求め た 。 

温 庶 は 25°C お よび 30°C を 恒温 器 だ より , 他 を 室温 
よっ た 。 恒温 器 内 の 温度 変異 は 12C 以内 で ある 。 室 
WMiL6A, 9A, 10 月 お よび 11~2 月 の 間 用 いた が , 
NE 22°C, 28°C, 20°C, お よび 15°C 付近 の 平均 
温度 を 得 た 。 和 実験 室 は 南 向 き で 密閉 で きる の で , 戸外 に 
比べ て は る か に 較差 が 小さ く , また 冬期 は 暖房 に よっ て 
dele SC EeKRoK. 

供 試 個体 は 卵 期 で は 紙片 に 多数 産卵 させ た も の を 一 緒 
菩 取 り 扱 い , 幼虫 期 お よび よう ( 幅 ) 期 で は 集合 飼育 と 単 
| 独 飼育 の 双 者 を 平行 し て 行なっ た 。 和 集合 飼育 は 1 区 20 
| 頭 前 後 と し , 2 区 以上 を 設け , ある い は 実験 を 反復 し た 。 


Th 


i タマ ナギ ン ウ ワ バ お よび その 近似 種 ( ャ が ガ が 科 ) の 生態 に 関す る 研究 
3 WT. タマ ナギ ン ウ ワ バ の 発育 に 及ぼす 温度 の 影 


一 BARRA mM 
PR SUE LAF MMP NM SE PEE 


単独 飼 育 は 同一 条件 に つき 20~30 MBH. 

飼育 器 は 卵 , 集合 飼育 区 の 1 へ ~2 令 お よび 単独 飼育 区 
全 発 育 期間 に は 直径 9 cm, 高 さ 2cm の ペトリ シャ ー 
レ を 用 い , 集合 飼育 区 3 令 以 後に は 直径 12cm, HS 
18 cm, 金網 を ふた の 飼育 びん を 用 いた 。25°C お よび 30°C 
の 恒温 で は 器 内 の 湿度 を 約 80% に 調節 し た 。 幼 虫 期 は 飼 
BHI) DF ZED 7 IT HT BS PID BBE 3 DF IT 
SFOEUMBSS,. Thibrzvy, -VELOMAOCAOR 
部 に 紙 を 敷き , 飼育 びん 中 に は 更に 適当 量 の 紙 を 折り 入 
れ て 過剰 の 水分 を 除い た 。 敷 紙 が 排出 物 で 著しく 汚染 し 


ERS, これ を 取り 替え た 。 と この よう に し て 幼虫 期 の 関 
係 湿 度 は 大 体 90~100% に 保 た れ た よう に 考え られ る 。 
飼料 植物 は 種々 用 いた が , 各 実 験 区 ご と に 一 定 し , 同 


ーー の 忠 に は 同じ 畑 の 同一 種 の 植物 を 与え た 。 お も に ゴ ボ 
Y, 4S), TIFF, =voUvORPRRLCe, 
と れ ら 飼料 植物 の 影響 と に つい て は 後 報 に 論じ た いと 思 
う 。. 本 報 で は 主として 発育 良好 で あぁ っ た ゴ ボ > See 
の 場合 を 述べ る こと こと と する 。 

観察 は 毎日 2 回, 午前 9 時 お よび 午後 5 時 前 後に 行 な 
い , 2 回 目 の 記録 後 を 日 付 の 境界 と し た 。 発育 期間 の 長 
Std, すべ て 日 数 を 単位 と し て 計算 し た 。 


実 験 ~ 結 果 


1. 発育 速度 

GRE Fics S58, 幼虫 , さなぎ の 発育 旦 数 を 第 1 表 
に 示す 。 こ と これ ら の 幼虫 と さなぎ は 集合 飼育 条件 で 雌雄 混 
合 の まま 取り 扱っ た も の で , 飼料 植物 は ゴボウ の 葉 で あ 
So 温度 と 比較 発育 速度 と の 間 に は , 卵 , MHASH, 
全 幼 虫 期 , よう 期 に わた り , BEB 直線 関係 を 認め る 
と と が で きる 。 た だ 3 今 幼 虫 で は 25~30°C (CW CH 
し く 発 育 率 が 低下 し て 各 温 度 に 対し 直線 関係 を 認め が た 
い 。 し か し 発育 良好 な ある アブ ラナ 給 飾 区 に 
令 虫 の 著しく 短い 発育 期間 1.4 日 (22 頭 の 平均 ) を 得 て 
BY, 30°C は 本 3 令 虫 に 対し 通常 発育 の 範囲 (limits 


に ある は せ 


of normal development) 内 に ある も の と 考え られ る 。 


こ お い in Fe 3 


| 現在 庵原 農薬 株 式 会 社 研究 所 (1959 年 3 月 20 日 受領) 
C157.) 


158 日 本 応用 動物 昆虫 学会 
第 1 表 温度 と 発育 目 数 お よび 比較 発育 速度 


と の 関係 (集合 飼育 ) 


co fa KR FeRAM 比較 発育 速度 
hoe 264 7.0+0.0 0.14286 
5p 25.0 278 4.0+0.0 0.25000 
30.0 267 3.0+0.0 0.33333 
j | 16.3 40 6.6-40.1 0.15152 
POH 24 4.1+0.1 0.24390 
Hs 25.0 38 2.7+0.1 0.37037 
es 30.0 40 2.3 土 0.1 0.43478 
2 14.8 40 5.9+0.1 0.16949 
PAU A 24 2.9+0.1 0.34483 
Ts PAB AG) 38 2.6+40.1 0.38462 
a 30.0 40 1.8+0.1 0.55556 
3 14.4 33 6.5-+0.1 0.15385 
22.0 24 2.2+0.1 0.45455 
Us 25.20 38 2.0+0.1 0.50000 
ats 30.0 AO 1.9+0.1 0.52632 
in 12.5 33 8.7+0.2 0.11494 
| 2250) 20 2.5+0.1 0.40000 
yrs 25.0 38 2.2+0.1 0.45455 
Es 30.0 AO 1.7+0.1 0.58824 
5 12.8 Pail 18.0+0.0 0.05556 
18.6 20 7.0+0.1 0.14286 
pe 25.0 35) 3.7+40.1 0.27027 
ae) 30.0 39 2.9+0.1 0.34483 
を Sf PAN 45.1+0.1 OO 22 ie 
% 20.4 20 18.5+0.1 0.05405 
it 25.0 35 13.2+0.1 0.07576 
30.0 39 10.6+0.1 0.09434 
き 15.6 13} 33.4+0.2 0.02994 
tr 19.0 19 14.6+0.1 0.06849 
= 25.0 32 7.6+0.1 0.13158 
30.0 31 5.9+0.1 0.16949 


ここ で は 25°C 以下 の 3 温度 点 を も っ て 一 応 直 線 関 係 を 
想定 し た 。 

以上 か ら Krocrg (1914) の 直線 函数 説 を 適用 し , « 
BR, 各 令 の 温度 - 理 論 発 育 速 度 直 線 を 算出 し て 温度 あぁ た 
り の 発育 率 を 比較 し た (第 1 図 )。 すなわち 1 Sempre 
四 的 発育 目 数 が 多く て 発育 率 は 小さ い が , 24, 342 
BAL SBCA, 446, 5 令 と 尊 次 低下 し て いる 。 
本 例 は 集合 飼育 の 発育 良好 で あぁ っ た 場合 で あっ て , TH 
ら の 条件 が 異な れ ば 順位 に も 多少 の 相違 が 生ずる 可能 性 
が ある 。 こ の よう に し て 求め た 理論 発育 速度 と 実験 値 と 
の 比較 を 第 2 表 に 示し た 。 各 発育 期 の 有効 積算 温度 と 理 


論 発 育 零 点 を 求め る と 第 3 表 の と お り で ある 。 理 論 発育 
零 点 は 卵 で 8.0°C, 幼虫 各 令 で 8.0~9.8°C が 得 ら れ た 
が 放さ な ぎざぎざ が 12°C と 高く な っ て お り AA (1957) が 
例示 し た 卵 期 か ら よ う 期 へ と 次 第 に 発育 零 点 の 高く な る 


型 に 近い 。 


発育 率 x/7000 


第 1 図 タマ ナギ ン ウ ワ バ 各 令 幼虫 の 温度 
(10~30°C あぁ あたり の 発育 率 の 比較 ) 


第 2 表 直線 説 に よる 理論 発育 速度 
(AIA, + HE x 100, 000) 


at 


332 BIR 


期 | ogy) MARIA RE 。 実験 値 と の 差 
17.4 14085 —201 
gf 25.0 25510 +510 
30.0 33026 —307 
j 16.3 15676 +524 
20.7 25092 +702 
ee 25.0 34294 —2743 
i | 80.0 44994 +1516 
14.8 16473 —476 
21.7 33469 —1014 
a 25.0 41597 +3135 
や 30.0 53913 —1643 
4 14.4 16318 +933 
22.0 42160 —3295 
my! 25.0 52361 42361 
7” 30.0 (69362) (+ 16730) 
i 12.5 12276 +782 
22.0 37931 — 2069 
me 25.0 46032 +577 
2 30.0 59535 soma 
3 12.8 5186 —370 
18.6 15167 +881 
x 25.0 26181 —846 
= 30.0 34785 +302 
8 13.7 2328 4111 
i 20.4 5321 —84 
2 25.0 7375 —201 
30.0 9608 +171 
: 15.6 3351 
J 19.0 6669 
& 25.0 12525 
30.0 17404 


1959 年 9 月 


| 第 3 表 有効 積算 温度 と 理論 発育 雰 点 (集合 飼育 ) 


期 有効 積算 温度 理論 発育 零 点 
(AE) (°C) 
5 66.7 8.0 
1 3 OB 46.6 9.0 
2 3 Oo wk 40.6 8.1 
3. 幼虫 | 29.4 (9.6) 
人 BY 36.9 8.0 
Party 0 « B 58.0 9.8 
2S 幼 虫 223.6 8.5 
= な x 101.8 12.2 


雌雄 の 発育 速度 の 比較 : 25°C お よび 30°C の 温度 打 
件 で 雌雄 の 発育 を 比較 し た と と ろ 次 の よう な 結果 を 得 た 
BAR). すなわち 発育 の 良好 な ゴボウ 薬 供 試 区 で は 1 
1 令 に お いて わずか に 雄 の ほう が 発育 が 速い 傾向 が ある 
が 2 令 ま た は 3 令 に お いて 逆 に 雌 の ほう が 速く な っ ぞ 
お り , 結局 全 幼 虫 期 あ る い は 更に 全 幼 虫 期 と よう 期 と を 
通じ て は 雌雄 間 に 有 意 差 を 認め る こと が で き な い 。 


—MA UG: FIFE VY OINBEVUEORUMO A 
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VLG (COS 1 Cas THED FER DEN J iyi, 2 
令 ま た は その 後 の 令 期 に お いて 奴 は と の 差 を 一 応 回 復 す 
る が , よう 期 に 至っ て HUE 経過 日 数 が 大 きく な る 
傾向 が ぁ っ た 。 し た が っ て 羽化 も 雄 の ほう が 遅れ が ちと 
な る 傾向 が 宏 ち られ た 。 以 上 に よう り 人 和 飼料 植物 の 好適 な と き 
ーー ょ 差 を 認め が た く , 飼料 植物 の 相違 
より や を ゃ 発育 が 遅れ る 場合 に は , その 影響 は 雄 の ほう 
Ng ARS gE ote ee 
し た 場合 ) 1 化 性 品種 の 多く の も の で は 幼虫 初期 に 雌 の 
ほう が 発育 が 速く , 幼虫 後期 で は 雄 が 雌 よ り 速 い 場合 が 
er ee 
は , 諸星 の 述べ た カイ コ の 場合 と 一 致す る と と ろ が ある 
が , 卵 期 を 除く 雌雄 の 全 発 育 期間 に お いて 雄 が 雌 よ り 短 
縮 さ れ な い 点 が 注目 され る 。 

発育 速度 と 飼育 密度 と の 関係 : 集合 飼育 お よび 単独 飼 
育 の 発育 期間 の 平均 値 を 25°C お よび 30°C の 両 条件 下 


これ に 反し , や や 発育 速度 の 劣っ た キャ ペッツ 供 試 区 で 。 で 比較 する と 次 の ご と く で ある (第 5 表 )。 
第 4 表 雌雄 の 発育 日 数 の 比較 (ATRIA) 
食分 温 BE | 個体 発 a 期 fed (A) 
5 性 x ee RET, : ae 
| 植物 | で C) 数 Tags 2) as 3 4-3 5 4 6S 4298 幼虫 二 さ な ぎ 
"a ile ba 3.3 9 1.9 2.2 4.2 = 13.7 20.8 土 0.2 
ap 25.0, R18 る 3.1 2.0 2.0 が 2 4.2 = 13.5 20.7 土 0.1 
# | +0.2 401 —-0.1 0 0 — +0.2 
Tepes 3.0 1.3 1.9 1.9 3.3 — 11.4 17.340.4 
BON, boat. te 2.8 1.5 1.8 1.8 3.3 = 6 
Sl ea ees ee 0 — +0.2 
Toke 3.3 3.0 2.6 3.0 4.6 — 16.5  24.2+0.2 
25.0 900 gett 3.7 2.6 2.9 3.0 4.7 — 16.9  24.640.4 
キ a) 086 E003 0 —0.1 — —0.4 
* Gr} <9 2.8 2:2 1.8 2.3 3.7 — 12.8 18.4+0.2 
30.0 me: 3.3 1.3 2.5 2.5 3.3 12.9 19.340.5 
3 oe) 0551 -4-0.9. 0.7  —0.2-.—+0.4 —0.1 
a 4 2 3.0 2.0 1.8 2.3 2.0 3.5 14.6 20.0+0.0 
30.0 5 ie sein e-em 1.8 52 1.8 4.0 15.2) 21,6200 
= | —0.4 0 0 “on 40:2 | —0.5 —0.6 
= 
第 5 表 飼育 密度 に よる 発育 日 数 の 比較 (FFI BER) 
“Ut =| 発 a 期 間 (A) 
個体 数 | 飼育 条件 
~ (°C) ; 14 25 3s 44 5 令 Sih 幼虫 + さなぎ 
32 7 2.6 2.0 2.2 su, 13.2 20.8+0.1 
25.0 29 BM ff) 3.1 2.0 2.0 Be 4.2 13.5 20.740.1 
x —0.4 +0.6 0 0 —0.5 —0.3 
| 
? Sf Mae Fa. 48.3 1.3 1.9 Lat 2.9 10.6 16.5+0.1 
30.0 20 Bt B| 258 1.5 1.9 1.8 3:3 11.3 17.240.2 
差 —0.5 +0.3 0 —0.1 —0.4 —0.7 
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第 6 表 5 今 型 幼虫 と 6 令 型 幼虫 の 発育 日 数 の 比較 (ゴボウ 工 供 試 。 単独 飼育 ) 
fm & 発 育 期 間 (A) 
型 | 個体 数 = 
(°C) = ae 14 25 3 4 4 令 5 令 64 498 さき さなぎ ii 計 
03 交 2.0 2.0 2.2 4.2 fi, B78. 5 7.2 20.7 
core ge eb eT 1. 3.0 3.0 2.0 2.0 2.0 5.0 17.0 7.0 24.0 
Spee le 202908278 1.5 1.9 1.8 3.3 UE 14 3 ge. Gives 
30-0 16 4 2 3.0 2.0 1.0 1.5 2.0 3.0 12.5) 6.5 19.0 


と れ に よる と 1 令 で は いずれ の 温度 区 と も 集合 飼育 し 


た る も の が を の 発育 


上 明 間 を 短縮 し て いる が , 2 令 に お いて 


導 に 集合 飼育 区 の 発育 が 遅れ で て おり, また 5 令 で 逆転 じ 
て 集合 飼育 の 発育 が 速く な っ て いる 。 し か Lao BIAS 


た は 全 幼 虫 期 と よう 期 と を 通 計 し て みれ は , HBA . 


FORMICA EE ESRD SNE 
2. 温度 と 脱皮 回 数 と の 関係 


ABH S 令 期 を 普通 と する が , し ば し ば 6 今 幼 虫 


を 生じ これ に っ つい て は すでに 述べ た こと こと が ある (一 敵 , 
1958), 6 令 型 幼虫 は 5 令 型 幼虫 に 比べ て 2 令 の 期間 が 
Eé, 3, 4,5 令 期 を より 短縮 し て 6 令 を 追加 する こと 
が 多い (第 6 HB). CORDAMITT OLD AMINE 9 令 
Mk YdSMET SD, よう 期間 に は 両者 の 間 に 差 
が みみ られ な い 。 2 種 の 飼料 条件 で , 温度 と 密度 を 変え た 
FIG IC OWT 6 令 型 幼虫 の 出現 率 を 比較 し た の が 第 7 表 
で ある 。 こ と れ に よる と 両 飼料 区 と も 概して で 高温 の ほう が 


低温 より る も 6 令 型 幼虫 の 出現 率 が 増加 する 傾向 が ある 。 


Lal, 含 料 植 物 に よる 違い に 比べ 温度 に よる 影響 は き 
わ め ゐ て わずか で ある か ら , 温度 は 脱 度 回 数 を 支配 する の 
に あま り 有 力 な 因子 で は な いと 結論 され よう 。 


7 MAAR O 6 SMO HB 


Hae ¢ ORK 

& Oh fi | BCC) 集合 飼育 (②) 単独 飼育 (%) 
Ue 0 ond 
Gee 25.0 0 3.3 
30.0 0 9.1 
13.7 13.0 eas 
de XY 25.0 35.0 34.6 
30.0 33.0 44.4 


Wye LK & fal SARE LE DBR: Lone (1953) は 本 種 に 
きわ め て 近似 の 別種 Plusia gamma Le owt, # 
虫 の 発育 が 集合 飼育 と 単独 飼育 と に よっ て 異な り , 後者 


S 


に お いて 発育 が 遅れ 腕 上 区 回 数 が 増加 する 傾向 の ある こと 
を 述べ て いる 。 本 種 の 場合 第 7 表 に 示す よう に 飼育 密 


一 瀬 の 前 報 (1959) を 参照 


NO 


BEL WARE LO & DPM EAE BI PANS 28 SAVIEVS 
3. MROA 


成虫 の 寿命 に つい て は 6 月 お よび 9 ACB PCH i 


た わずか の 資料 が あぁ る の みな で ある が , 少な く と も この 資 


料 に 関す る 限り , 未 交尾 成虫 の 寿命 に は 雌雄 の 間 に 有 意 | 


差 が 認め られ な い 。 第 8 表 は 10~20% し ょ 糖 溶液 を 生 
ぁ を て 1 頭 ず つ 個 育 し た 場合 の 結果 で ある が , 個体 に よる 
奏 異 ば が か なり 大 きい ee 生ま た の 2 つの 温度 区 を 比較 し て 


BSE, QC OMEERB LX AMORMICAST | 


る こと が わか る 。 


第 8 表 雌雄 成虫 の 寿命 と 温度 と の 関係 


74598 | 
Tene ve | 個体 平均 寿命 LIAISE ESR ORR 
o | Bo. 18.142. ebtds bade eto eee 
22.2003;| , | 'G  16.3453.6 44.677 anes 098 
| 3 8349.8. 41.519uene.ee2 
27.7£003\|. 5 | 9 g~ 9.042.5° £1/000m atid 


IKE DRGOK OME: EB F=0.84, P>0.05; 
下段 F=0.45, P>0.05 


考 aS 


上 記 の 実験 結果 で は , 各 項 ご と に 多少 の 論議 を 加須 で 


きた が , こと に 節 を 改め 主として 温度 影響 の 観点 か ら 相 || 


種 の 発生 経過 を 考察 し て みる 。 
1. 発生 と 世代 数 に つい て 


穫 者 ら が 計算 し た 本 種 の 有効 積算 温度 は 集合 飼育 に 其 || 
づつ づい た も の で ある が , 野外 較 場 に お いて は 本 種 は 決 じ で 
格 居 し て いな い 。- し か し 本 種 で は 集合 飼育 と 単独 飼育 
| 


の 問 に 発育 速 鹿 の 大 差 が 認め られ な いか ら , BESO 
果 を も っ て 野外 の 世代 数 を 推定 する こと が で きよ う 。 柄 
邊 温度 の 法則 より , 東京 都 下 府中 付近 で は 年 5 回 発生 も 


ぅ る と と が 推定 され , と これ は 園 場 に お ける 観 府 結果 ご る | 
_ 大体 一 致す る 。 


ほ場 の 観察 だ よれ ば , 


5 月 2 日 に キッ ベツ か ら 卵 を 採 


| 


| 


| ates 
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第 9 表 東 京都 下 府 中 付近 に お ける タマ ナギ ン ウ ワ パ の 周年 経過 


£ 月 Ramee ees sk abc ee ty ol Sa ad eee 
に 平均 気温 | | | 
nO 48 | 8-2] 7-8 | 18.3 | 1 21.7 | 24.6 | 25.7 | 22.5 | 15.1 | 10.4 | 6.9 
=) | | 
I ? ? ? AA\A | 
I E|ELL|PAA| | | 
I EL|PAA | 
W | irik eae Abe | 
VY (1) | | |ELP|PAA|A ? 
| | EL|LLP|A- ? 
C1) | 3 oa eee 
| | BE 


】 月別 平均 気温 は 1958 年 度 の 観測 値 を 示す 。 
mE: 58, L: gy, P: さき な, A: 成虫 


| 集 し た の が 早い ほう の 記録 で ある 。 ふ 化し た 個体 は 6 月 。 2. 適温 範囲 と 個体 数 の 消長 
B 中 に 装 化し , これ は 第 2 世代 目 の 成 虫 と 考え られ る 。 こ 一 般 に 真 の 発育 限界 低温 度 は 理論 発育 雰 点 よ り 更 に 低 
| の ころ の 平均 気温 は 21~24°C で あっ て 次 第 に 上 昇 し て 温 部 に ある と いう と と が いわ れ て いる 。 本 種 が 冬季 8~ 
43 <b, 当然 虫 の 発 育 も 促進 され , 7 月 上 旬 よ り 羽 化 15°C の 室温 下 に お いて よく 発育 を 続け うる 事実 は , OP 
が み ら れ る 。 7 へ 8 月 は 高温 で ある が , 個体 数 は 激減 し , と 幼虫 が と も に や を 低い 理論 発育 雰 点 を も っ て いる こと と 
| 従来 あわ あず か の 採集 記録 が ある に 過ぎ な い 。 1955 年 8 月 9 か ら も 説明 され る 。 一 方 本 種 が 盛夏 の 候 激減 する 事実 か 
‘ eal aaa Ee り 本 種 の 卵 と 幼虫 を 少数 採集 し た 。 ら , 本 種 の 適温 範囲 の 高温 限界 が 比較 的 低い の で は な い 
ゴボウ 畑 に は 本 種 よ り む し ろ 同 属 の P. confusa キク ギ か と いう こと が 考え られ , これ は 高温 条件 下 の 死 亡 率 か 
委 DWN, P. erzosoma イチ ジ ク キ ン ウ ワ バ な ど が 多い ら も うか が うこ と が で きる が , 後 報 に 述べ る 。 上 関谷 ・ 柳 
“Db, ee te tack ae (1957) の 報告 を みて も わか る と お り , 本 種 は 暖地 より 
| 承 多 数 採集 され る 。9 へ ~10 月 に は 各 態 の 個 休 数 が 多 も むし ろ 冷涼 な 地方 に より 優勢 な 種 で るる らし いな 
et te お 本 種 が 東京 府中 地方 に お いて 感 夏 個体 数 の 少な く な る 
| 代 を 追加 する も の と 考え られ る 。 気温 の 低下 に 伴っ て 発 と と に 関し て は , 同属 の P. gamma に 報告 され て で いる 
“BRE L CX, 遅れ た 個体 は 年 内 に 羽化 で き な い 場 ts 1930; Rosert, 1934) よう な 集団 移住 の 
| 倫 ふ 少な く な いよ う で ある 。 以 上 の 観察 結果 か ら 周 年 経 能 性 も 考え うる 。 し か し 現在 の と ころ この 考え を 支持 
喝 表 を 作っ た (第 9 表 )。 渋谷 は 1955 年 4 月 6 日 に 和歌 RS 
県 御坊 市 付近 の アブ ラナ 畑 か ら 本 種 の 卵 と 1 令 幼 虫 を 3. 越冬 に つい て 
BED, この よう な 曖 地 で は 年 間 の 世代 数 が 更に 増す こ 本 種 が 冬季 野外 に お いて どの よう な 態 で 越冬 する か に 
が 考え られ る 。 長 野 県 藻 平 地方 (標高 1300m) で は 関し て は , 1~3 月 の 採集 記録 が な く て 現在 不明 と いう 
林 種 の 世代 数 が 2 回 また は 1 回 で ある と 考え られ て いる _ 他 は な い 。 晩秋 ほ 場 に 本 種 の 幼虫 や さなぎ を 見 い だ す こ 
( 園 谷 ・ 柳 1957) 。 こ の よう な 寒冷 地産 の 本 種 が 東京 産 の 。 と は まれ で な く , これ ら を 実験 室内 に 持ち 込む と 例外 な 
対 の と 全く 同じ 生理 的 性 質 を も っ て いる と は 言え な いと | SEND, お そく と も 1 へ ~2 月 の 間 に 羽 化 さ せる こと が 
“LOS, この 地方 の 6 へ 9 月 の 平均 気温 の 総和 が 約 770° “で きる 。 筆者 ちら は 本 種 の ほか に な お 数 種 の 別種 を 取り 扱 
C6 で ぁ る こと を みる と ( 柳 , 1959), この 世代 数 は 積算 温 っ て いる が , い ずれ る も 載 年 前 , 同 様 に 幼虫 , さなぎ , 成虫 の 
慶 か ら よ く 説 明 す る こと が で きる 。 各 態 を 採集 し て いる 。Rosrrr (1935) に よる と , フ ラン 
な お 以上 の 考 究 は 発育 に 好適 な 条件 を 前 提 と し て 世代 ス で は P. gamma の 成虫 は 10~12 月 ご ろ ちろ まで み ら れ , 
敷 を 推定 し た の で あっ て , 条件 に よっ て 本 種 の 発育 が 閉 。 早春 2~3 月 ご ろか ら 現 われ る と いう 。 長野 県 管 平 に お 
p 交わ りう る こと と は 容易 に 想像 され る 。 た と えば 飼料 = ける タマ ナギ ン ウ ワウ バ の 観察 報告 で は , 10 月 2 Bich 
植物 の 影響 を 考慮 に いれ て みて も , 野外 の 世代 数 が 上 記 集 し た さなぎ が 野外 設置 の 飼育 箱 内 で 11 月 6 日 に 羽化 
の 4 ~5 世代 を 最大 の 例 と し て , より 少な く な る こと と も NE RS 
当然 考え られ る わけ で ある 。 と 考察 され て いる ER, 1957). 


PS 


162 日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 


SR OEOME CS, 本 種 の 発育 は 他 の 数 種 の 近似 種 と 
同様 に , 各 態 と る 目 長 の 長短 に は 無関係 で , 発育 適温 男 
囲 内 に お いて は 決し て 発育 を 停止 する ご と が な い 。 そ し 
で こと の ょ よう な 不 休 有 過 性 は 上 記 の 観察 記録 か ら も ゃ も うかがう 
と と が で きよ う 。 そ れ ゆ え 本 種 で は 越冬 に 際 し , 特定 の 
BARS SRR KSICBDSN, それ ぞ れ の 態 が 低温 に 
よっ て 発育 を 阻止 され , あぁ あるいは 死滅 する が , この 場合 
低温 その 他 の 環境 抵抗 た 対し 一 番 強 い 態 の み が 生 き 残 る 
も の と 考え られ る 。 以 上 の 諸事 実 か ら , 東京 都 下 府中 地 
方 に お ける 越冬 態 の 第 一 と し て は , 筆者 ら も 成虫 を 考え 
て いる が , 上 明 地 で は さなぎ や ゃ 幼虫 態 越 冬 の 可能 性 も 考え 
られ る 6 この 問題 に つい て は 今後 観察 と と も に 実験 に よ 
っ て も 確か め た いと 考え て いる 。 


摘 = 


BRE LY FLY I NOWIBR 26°C お よび 30°C 
の 恒温 と 種々 の 室温 下 で 飼育 し て , ON, 幼虫 お よび さ な 
ぎの 発育 と 成虫 の 寿命 に 及ぼ す 温 度 の 影響 を 調べ , あわ 
せ て 東京 都 府 中 付近 に お ける 発生 経過 を 考 祭 し た 。 HB 
法 は 20 頭 前 後 の 集 合 飼 育 と 単独 飼育 と を 併用 し た 。 

1) ゴボウ 薬 供 試 。 集 合 飼育 の 場合 , 本 種 の 有効 積算 
MmMEVSCIVT HG 66.7 ABE, 全 幼 虫 期 223.6 ABE, 
£5 if 101.8 日 度 で あっ て , 理論 発育 零 点 は 卵 8.09C, 
Sh 8.0~9.6°C, Sie¥ 12.2°C CHS, KK, 4S 
の 発育 期間 と 温度 と の 関係 を 第 1。 2 表 に 示し た 。 

2) ゴボウ 工 供 試 区 は 発育 が 良好 で あぁ っ て 雌雄 の 発育 
速度 に は 差 が 認め られ な か っ た (第 4 表 )。 ま た この 区 で 
は 集合 , 単独 両 飼育 条件 の 間 に お いて 令 の 発育 速度 に 若 
千 の 相違 が み ら れ た が , 全 幼 虫 期 , ある い は 幼虫 と さき な 
ぎの 全 生 育 期 を 通じ る と 両 飼育 条件 間 に 有 意 差 を 認め る 
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CEBCHEPoK ED : 
3) 本 幼虫 の 令 数 は 普通 5 令 で ある が , LIFLIZO 47 | 
型 幼虫 を 生ずる 。 高温 に お いて 6 令 型 幼虫 の 増加 する 傾 | 
向 が み ら れ た が , 温度 が この 現象 を 支配 する 有力 な 因子 | 
で ある と は 考え られ な い 。 | 
4) 飼育 に よる 成虫 の 寿命 は 22°C 付近 で 17 目前 後 , 
28°C 付近 で 9 日 前 後 で あり , 雌雄 間 に 差 を 認め えな か 
SKIS 

5) 本 種 は 通常 各 態 と る 決し て 休眠 する と こと が な なく 
積算 温度 の 法則 より , 東京 府中 地方 で は 年 間 最 大 5 回 発 
FELD BES ICHESIVG © 
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Summary 


Studies on the Bionomics of the Asiatic Common Looper, Plusia nigrisigna 


WALKER and Its Several Allied Species (Noctuidae) 
Il. Effects of Temperatures on the Development of the 


Asiatic Common Looper, Plusia nigrisigna WALKER 


By Taira Icutnose and Shigeyoshi Sursuya' 


Laboratory of Agricultural Entomology, Faculty of Agriculture, Tokyo 


University of Agriculture and Technology, Fuchit, Tokyo 


In the present paper, the authors wish to 
_ discuss the effects of various temperatures on 
| the development of the Asiatic common looper, 
| Plusia nigrisigna WALKER. The eggs were obtained 
| from laboratory breedings. They were reared 
| in incubators regulated at 25°C and 30°C. Some 
of the materials were bred in rooms with various 
| temperatures, i. e. about 14°C, 22°C and 28°C. 
Observations were made on the developmental 
velocities of all the stages and on the longevities 
of adults. 


(20 individuals per container) or solitary con- 


The larvae were bred under crowded 


dition. 

1. The developmental zero points in the crowd- 
ed culture supplied with burdock leaves as diet, 
were 8.0°C for the eggs, 8.0~9.6°C for the larvae 
and 12.4°C for the pupae, and the total effective 
temperatures were calculated as 66.7, 223.6 and 
101.8 day degrees respectively. The effects of 
various temperatures upon the duration of develop- 
mental stages are given in Tables 1 and 2. 


2. The males and females showed no signifi- 


cant difference in their developmental velocity 
under a moderate condition. Different from the 
case of Plusia gamma (Lone, 1953), no crowding 
effects were observed in this species (Tables 4 
and 5). 

3. The ordinary moulting numbers of the 
larvae were four, but five moultings frequently 
occurred. However, it seems that temperatures 
do not play a decisive rdle in the induction of 
the increase of moulting numbers (Tables 6 and 
7 

4. Thelongevities of adults supplied with sugar 
solution as a diet were 17 days in an average at 
about 22°C and 9 days at about 28°C. 


difference was not observed (Table 8). 


Sexual 


5. The development of this species belongs 
to multivoltine type, showing no sign of diapause 
at any stage. It is supposed from the law of 
total effective temperature that there can be five 
generations a year at Fucht district in Tokyo 


(Table 9). 


Present address: Laboratory of Ihara Agricultural Chemicals Co., Lid., Shimizu, Shizuoka Pref. 
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IV. 不適 な 食 草 に 対す る 幼虫 の 耐性 は 相 に ょ つて 違う か ! 


sa 俊 7 
GAP BPE 


i pe Bie ey 


アワ ョ トウ Leucania unipuncta Hawortu Opis 
通常 ホモ メ フ 科 の 草本 類 を 食べ る が , 天 発 生 の と き に は そ を 
れ 以 外 の きま ざま の 植物 を も る 加害 する と こと が 知ら ん れ て い 
る 。 こ の よう な 現象 は , 従来 一 般 に 好適 食 草 の 不足 に よ 
DTEKSENSHWHROMMOKYE LTHMITH DIT 
られ て いる (た と そば BRues, 1946; Detuier, 1954). 
届 ち る ん その と お り と 思わ れる が 所 更に 所 gc り 下げ て 考え 
Ok, MBBA CER LOCOS SM RICA 
に 対す る 耐性 の 増加 と いっ た 生理 的 適応 が み ら れ る の で 
VEHOHWD, EVD MSH <K So 

PCUCHELELS, アッ マッ ョ ドッ ウッ に は 蓋 し じい 密度 依 
存 的 変異 一 ーー いわ ゆる 相 変 異 一 一 が 見 られ る (i, 1956, 
1958, 1959b), この 座 異 は 密度 条件 の 幅広 い 座 動 に 対す 
る 適応 的 な 多 型 現象 で あろ うと 考え られ る が (i, 1959 
a), bLOCO4ABIELWETHW, 7 食物 耐性 (food 
torelance) Oia: (RARE Mh a & REA oh Lc 
達 う と いう 可能 人 性 も 考え られ る わけ で ある 。 

こと この よう な 観点 か ら , SSECEHORE CHE Sh 
で きた 高密 度 型 | (黒色) SRL RRM GU) Dic 
導 令 期間 中 数 種 の あま り 好 適 で な いと 思わ れる 食 草 を 与 
A, WEB, まう WH) 化 ま で の 日 数 , 体重 な ど を 調べ 


FATI Ve “VERY LEP ORDHEL, hth 
ウツ モロ コジ シ ジ ササ イコ ツチ を 写 え た 。 SRA 
各 15 頭 で あ る 。 | 
SRI 有 化 より イヌ ムギ で 飼 育 し た 1 お よび 20 
区 の 幼虫 を や は り 5 令 末期 に 1 頭 ず つっ に 分け て , TRA 
ギ の ほか Alevatr, 47 4aYF, YIAVORCHM 
Ble 47 2DYF RUS 20 BE, fle 16 GAT Spat 
eee 

FR 1 で は 死亡 率 , 終 令 期 間 , さなぎ の 期間 , さなぎ 
体重 お よび 排 ふ ん 数 を , 1 で は その ほか に 5 令 眠 か ら さ 


な ぎ に な る まで 各 目 の 体重 を 計測 し じ た 。 飼育 だ は すべ で 


径 9cm, 深き 3cm の シャ ー レ を 用 いた 。 実験 中 の 温 
庶 は 1 で は 24 マ や 26°C 放 1T で は | 20~23°C で あぁ っ 7 

な お 1 頭 飼育 の 幼虫 は 淡色 (type 1, 2) で ある が 5 
令 末 期 ま で 集合 飼育 され た 個体 は 黒色 (type 4, 5) と な 
る こと は すでに 報告 し た と お り で ある 。 同じ 飼育 窓 慶 の 
場合 に は , 各 食 草 区 に 分 けた 個体 の 6 令 体 色 の 間 に 差 は 


ー な か っ た の で , 密度 別に まとめ た 体 色 の 変異 を 第 1 奏 だ 


mit se 


第 1 表 各 密 度 に お ける 終 令 幼 虫 の 体 色 


5 令 ま で 


体 色 黒 化 程 度 (%) 
の iE 1 Z 3 4 5 


も 


T, 相 に よる 食物 耐性 の 差 の 有無 を 検討 し て みた 。 以下 
その 結果 に っ ろ い て 報告 する 。 

な お , 種々 ご 指導 下さ っ た 内 田 俊 郎 敷 授 は じ め 研 究 室 
NN EE ES L EWS 

2. MB CB EH 

実験 は 1958 年 10 月 か ら 12 月 に か け て で 2 回 行なっ 
た 。 用 いた アワ ョ トウ は 1958 年 8 月 京都 大 学内 の トゥ 
モロ ョ コシ 畑 で 採集 し , 以後 282C の 採光 恒温 室 で 飼育 し 
RABOFERCHS 6 

実験 1 飼育 密度 を 1 シャ ー レ あたり 1,10 お よび 20 
BC LChKVERIVOR CMA LEME, 5 会 眠 ご 


"京都 大 学 農学 部 昆虫 学研 究 室 業 績 第 326 号 
(1959 年 4 月 4 日 受領 ) 


OR gaa 

実験 I 10 = = ee ORS Val. 
| 20 — = = 7 oe eno 
TRd ok 

AR I 20 | == tg eens 


3.. mR BR 


よう 化 ま で の 日 数 と 死亡 率 LR] | に お ける 各 食 草 区 
の よう 化 お よび 死亡 の Ri th Me Bl Mic, HERE 
験 T の 幼 是 期 間 と よう 化 ・ 羽 化 率 は 第 2 表 に 示し な た 。 
トウ モロ コシ ゃ イヌ ムギ な と ど 妊 適 な 食 草 で は 半 幼 下 は 脱 
Bite O~ TAC AEVICK SILL EFS COWS 


(164 ) 


| 


0 4 8 12 16 20 24 28 


令 脱 皮 後 の 日 数 
第 エ 図 種々 の 食 草 に お ける よう 化 六 よび 
FELD AHR (実験 エ ) 
ika 


7 ——: トウモロコシ, ーーーー: 
moe AP ASF 
図 中 の 数 字 は 5 SRE COMA EH, 斜線 部 は 


死亡 を 示す 。 


P P2H よう 化 ま で の 日 数 と よう 化 ・ 羽 化 率 (実験 1) 


4 = = ーー 
oy | Sees 標準 ESE 
eR) |e eae 
Ss (%) 
-| 1 |16| 100.0] 93.7| 7.19 0.10 5.56 
4%4*! 99 | 16+ 100.0| 87.5| 7.13 0.09 4.91 
» a +| 1 | 16 100.0| 93.710.00 0.59 23.70 
20 | 16 | 100.0 100.0 9.00 0.10 4.11 

— | 
hi » =| 1 20 75.0] 60.013.56 0.60 17.04 
¥ | 20 | 20| 100.0 85.0112.65 0.51 17.94 
im |) i li6| 0 | —|G.63 0.30 17.95) 
” Oe 0 — (6.25 0.38 24.48) 


* 75H YCREMBCUCOCHHEARMITON 


TRUE 


Bey, ササ や シロ ョ ロナ で る も 死亡 中 は ほとん ど な い が , 発育 


目 数 が 前 2 者 より 1~3 日 くら い 長 く な る 。 特 に ショ ロナ 


| 区 の 低 密 度 型 に は , よう 化 の 非常 に お そい 個体 が 現われ 
| 2 結果 , 発育 日 数 の 変異 も 増加 する 。 


Mii 77 Ah UV OMB R 
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イノ コ ヅ ゾ チ 区 に な る と 更に 発育 が 遅延 し 死亡 率 も 増し 
て くる が , と の 傾向 な 特に 低 密 度 型 幼虫 に 著しい 。 す な 
わ ち ょ よう 化 まで の 死亡 率 は , 実験 1! で は 1 頭 区 67% に 
WL, 10 お よび 20」 頭 区 で は 27%, また 1 で は 1 頭 
区 25% し 20 頭 区 0% kALKE 
で の 日 数 も 好適 な 食 草 で は 低 密度 型 の ほう が や や 短い か 


Iz $4 


oe 3 
eS) TED TVDo 


(1), ほとん ど 差 が な い (1) OK, ショ ロナ や イノ コザ 
チ で 飼育 し た 場合 に は 高密 度 型 の ほう が 明らか に 短い 。 


な お アラ カシ を 与え た 区 で は いずれ の 密度 型 の も の も 6 
日 前 後 で 死滅 し , 生存 日 数 に も 差 は な み ら れ な か っ た 。 

不適 な 食 草 で 終 令 期 を 過ごし た 場合 こ に は , よう 化 後 の : 
死亡 率 る 低 密 度 型 の ほう が や や 高い よう で ある 。 実 険 I 
の 羽化 率 は 第 2 表 に 示し て ある が , I の それ は トウ モロ 
コシ 区 で は どの 密度 の も の も 100%, ササ 区 で は 密 度 1 
が 87% で 他 は 100%, また イノ コ ゾ ヅ サチ 区 で は 密度 1 が 
33%, 10 が 47%, 20 が 67% と な っ て いる 。 さ な ぎ 
の 期間 は 食 草 が 悪い と や や 長く な る 傾向 が ある が , 各区 
の 差 は 平均 1 日 以内 で それ ほど 大 きい 影 響 な ば み られ な か 
Sa 

幼虫 お よび さなぎ の 体重 実験! に お ける さなぎ 体重 
は 第 2 図 に , 『 に お ける 5 PARAM, 6 令 最 高 体 重 お よび 
さなぎ 体重 は 第 3 表 に 示し た 。 1 で は トウ モロ コシ ーー つっ サ 
サー ライ ポジ ニコ サチ TT で は イズ ペギラ ショ ナラ イアン ココ ゾ チ 
の 順に さなぎ の 平均 体重 は 減少 し , また シロ ナ や イノ ユエ 
ヅ チ で は 変異 係数 が 増加 する 。 一般 に 高密 度 下 で 育つ と 
5 令 眠 体重 は 低 密 度 の 場合 より 軽く な り , た と え ぇ 6 今期 
に 1 頭 に 分 離し て も さなぎ 体重 も 軽い が ( 歳 ,1958) , それ . 
は ご どの 実験 で も 同様 で ある 。 し か し イノ コ ゾ ヅ チ 区 で は , 
1 頭 飼 育 の 個体 と 5 令 ま で 集合 飼 育 の も の の さなぎ 体重 : 


400 


300 


変異 係数 (%) 
第 2 図 各 食 草 に お ける さ な き 体重 の 変化 (実験 I》 


NAT EE RB ER OS VT RE 
O: 5 令 ま で の 密度 1, O: ME 10, @: 密度 20 


図 中 の 縦 線 は 標準 誤差 を 示す 。 
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第 3 表 SARAH, CSMAKBLUSEEKE (RR) 


5 令 | yo Se) IR ee シ ロ x Ae Ries 

まで の yy ese URE 平 均 BUR SURE 平 均 標準 誤差 RRR 

S| (mg) (%) (mg) (%) (mg) (%) 

Rey | i aitso90% 6h) Stas 20.58 | 243.8 13.6 22.31 | 232.0 10.1 16.90 
aa i KH] 99 || 180.0 6.9 15.22 | 178.4 7.0 15.58 | 204.0. 40.1 22.06 
sale is i 013mm Téa? 7.08 | 752.6 33.5 i | 504-60 oom 14.41 

6 BRAM 20 | 727.6 15.8 $69 | 662.6. 1569 9.97 | 574.2 16.1 11.53 
sol: SAR Ee ee 7.77 | 320-0 12.4 15.47 | 197.4 9.9 19.50 
SAB) of | 381.4 5.3 7.79 302.6 9.2 11.80 | 207.0 8.3 16.57 


に 有意 の 差 が み ら れ な く な る 。 RICE OMABR 4, な ぎ 体 重 の 変異 係数 を 比較 する こと こと に より , 普通 後者 で 
トウ モロ コシ ・ イ ヌ ム ギ ・ サ サ の 各区 で は 高密 度 型 の ほう 減少 する 変異 度 が イフ ノコ ゾ ヅ チ 区 低 密 度 型 の 場合 ぱ む じ ろ 
が や や 大 きい 傾向 が ある が , シロ ョ ロナ や イノ コ ゾ ヅ チ 飼育 の 増加 し て いる こと が わか る 。 
場合 は 落 に 低 密 度 型 の 変異 係数 の ほう が 大 きく な る 。 実 体重 増加 率 実験 『 で は 各 時 期 の 体重 が 計測 され て い 
験 『T に お いて は , 5 令 眠 体重 ある い は 6 令 最 高 体 重 と さ DOC, 5 令 眠 体重 に 対す る 6 令 最 高 体 重 あ る い は さき な 
ぎ 体 重 の 比 ( 以 下 そ を それぞれ W/V P/V 
と 略す ), お よび 6 令 最 高 体 重 に 対す る 1 
SHEABO! (P/W) HHL 
CHEOPe tte ST LICK IT, 
SER, 密 慶 型 別 の 成長 の パタ ー ン が 
—/Elio & UT CA So 
HIT 5 REO BV AVE 6 4 
MAA b CLAS VMS SAH 
者 の 相関 は それ ほど 明瞭 で は な いい se こ 
mis 5 令 体 重 の 軽い 個体 の 体重 増加 率 
eect ne 
ARfAg & WV の 間 に は ほぼ 直線 的 な 
FLD [BVA DED DHS qe 
ANGVORRK, 密度 型 に お いて 求 
め た 回 帰 直線 の 統計 量 は 第 4 表 に 示し 
た 。 な お シロ ョ ロナ 区 低 密 度 型 に は 5 令 眠 
体重 350 mg 以上 の も の が 2 個体 あっ 
た が , CHOURS<K TPHRMRLeEs 
られ る の で 除外 つた 8 
好適 な 食 草 (イヌ ムギ ) で は , W/V 
の 平均 値 は 低 密 慶 型 の ほう が や や 大 き 
C (VHC KASH AIET 4 LB 
間 の 差 は 統計 的 に も 有意 と な る 9d We 


5 4% I /& (mg) 
第 3 図 5 令 眠 体重 と 体重 増加 率 の 関係 (実験 T) 
BRAM N/V の 関係 , 右 : P/V と の 関係 
Sed A srs Bs eee Cad Pease Ou eee as OR 2 ae aes 
@: Hern ‘ 内 で は 交わ ら ず , ほとん ど 平 行 的 に な 


1 2 Yom = % ’ 

6 し 5 令 眠 の 体重 の 大 小 に か か わら ず 一 定 の 6 令 最 高 体 重 に 達する 傾向 が ある と 考え れ ば , Y=aX-) ws 

SS で ある が , 必ず し も と れ に よく 適合 し な か つた の で , ど と で は 直線 回 帰 と じ で 
+o 
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RAR 体重 増加 率 の 5 令 眠 体 重 に 対す る 回 帰 の 統計 量 


5 令 ま で の 4 a A ギ シ au t+ | 4 Ff | > > a 
回 帰 か ちの" _ 3 . BPSD ) 回 帰 か ら の 

密 i PED paging se SU RB fy BO peg fae ay Bg 回 帰 係 数 
| i! 4.20 0.30 ~0.133 | 3.21 0.47 —0.122 | 2.71 0.34 —0.062 
W/V) 20 3.95 0.40 —0.145 | 3.62 0.38 —0.198 2.89 0.32 —0.120 
EOARYE |P<0.05 P>0.05 P<0.05 P<0.01 |P>0.05 P <0.05 
—0.067 | 1.41 0.20 —0.056 0.91 0.19 —0.014 
E —0.096 | 1.71 0.22 —0.123 | 1.06 0.22 —0.043 
BOB IE P~0. 05 P>0.05 |P<0.01 P<0.01 |P <0.05 P >0.05 


* 令 有 眠 重 10mg あたり 


THE TCEPSRAICDPOLII, 共 分 散 分 析 に よ る 方 向 に 条件 づ げ られ て いる と いう 事実 と 考え 合わ せ て 
OPO 5 令 眠 体重 に 対す る 修正 平均 増加 率 を 比較 すれ 興味 深い 。 


Wi, その 差 は きわ め て 高い 有意 性 を 示す 。 す な わ ち , 5 次 に P/U で ある が , これ は 同じ 食 草 区 同じ 密度 型 内 
傘 か ら 6 令 へ の 体重 増加 率 に お いて , 高密 度 型 と 低 密 度 i Ne 2 
型 は 明らか に ちがっ た パタ ー ン を も っ て いる 。 Mo Thbdd, Sim RE Le See RRL OFC 
APG ED FSvay e472 aYF CMA LIBS It A dpi crenata 


は , 増加 率 は 低下 する が , そ の 度合 は 低 密 度 型 の ほう が は っ て 異な り 。 イヌ ムギ 区 で は 高密 度 型 の 55% に 対し 低 
BML, イヌ ムギ 区 と は 有 反対 に 高密 度 型 の 平均 増加 密度 型 は 48.5% で , 両者 の 差 は 1% の 危険 率 で 有意 
際 の ほう っ が 大 きき な る 。 W/V の 低下 が 5 今 眠 体 重 の 大 で ある 。 シ ロナ や イノ コ ヅ チ で は P/V は 減少 し , 個体 
小 に 関係 な く 一 定 の 比率 で 起こ る と すれ ば , 回 帰 係 数 の 変異 も 増す の で 密度 型 間 の 差 の 有意 性 は 低く な る が , や 
誰 対 値 も それ に 応じ て 低下 する は ず で ある が , ショ ロナ 区 は り 高 密度 型 の ほう が 体重 減少 歩合 の 少な い 傾向 が 認め 
で は 両 密度 型 と る 回帰 係 数 の ほう は 減少 し て いな い (第 られ る 6 #), 

5H). この と と は , 不適 な 食 草 で は 5 令 体 重 の 重い も 

の に ほど 成長 率 の 低下 度 が は な ば だ し いこ と と を 示唆 する 。 1000 


6 

RE NS BE KO AURORA 3 

特に イノ コ ズ チ 区 に な る と 平均 増加 率 の 減少 度 以 上 に に 

回 帰 係数 の 絶対 値 が 小さ く な る 。 し た が っ て シロ ナ や イィ イ iS 

J ASF CVS EW © AALS L, 5 PARA ae 

の 軽い も の で は 高 蜜 度 型 の ほう が 不適 食 草 に お ける 成長 

能力 に お いて まさ り , 箇 い も の で は むし ろ 低 密度 型 の ほ 

思 が 増加 率 が 高い と いう 傾向 を 示す わけ で ある 。 こ れ ら さ な き 体重 mg) 

の 事 が ら は , 高密 度 下 で 育っ た 幼虫 が 体 の 大 き さ を 減 ず SAM さき なき 体重 と 6 令 最 高 体 重 の 関係 

(イヌ ぇ ムギ 飼育 ) 
SK 不適 食 章 に お ける 体重 増加 率 お よび 回 帰 係 O: (ESR, @: 高密 度 型 
数 の 減少 度 の 比較 (イヌ ムギ 区 の 値 に 対す 
る 百分率 と し て 示す ) 策 6 表 6 令 最 高 体 重 に 対す る さなぎ 体重 の 
= 比 ( 実 験 T) (%) 
Bid SC コチ ルイ スギ aoa Pa idee Thee Se ee 
iS っ wes 4 A 
ee ek CRA! Bia 
M/¥| 3) | S16 1366 | 73.2 32:8 Spey fel + REE 
By | Ra yes tes 83.6 44.6 20.9 20 SRE ES SO Ge East 
3 20 | 80-3 81 0 EE ERS ARR L CAORREAT A, その 値 は 
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後者 より 低く な る か ら 当 然 回 帰 係 数 の 絶対 値 も 小さ く な 
怒 ( 第 3 図 右 第 4 表 ) 特に イフ クコ ヅ チ 区 低 密度 型 の 場 
谷 は 平均 増加 率 が 1.0 以下 まで 低下 し , 同時 に 回 帰 係数 
% -0.14 と な っ て も は や 有意 の 回 帰 関 係 は み ら れ なく 
な る 。 し か し ょ よう 化 ま で の 死亡 下 は 5 今 眠 体重 の 重かっ 
だ 個体 を 多い よう で , お そら く 体 重 増 加 率 が 一 定 値 以下 
な る と 死人 記す る も の と ど 思 われ る まう 化 後 死 記 じ た 個 
体 る P/V の 小さ いも の に 多い 。 

どの 食 草 区 で も 高密 鹿 型 の ほう が P/T が 大 きい CK 
BRORADDION) Pb, イヌ ムギ 区 で は 両 密度 型 の 
回 帰 直線 の 間 の 距離 が 縮まり , ショ ナ ・ イ ノコ ゾ ヅ ゾ チ 区 で 
は 直線 の 変 点 が 更に 右 ま より に な る 。 し た が っ て 平均 増加 


SV ERMC 


ua 


ta) 


G3 B35 


Ls 


いよ まう で ある か し 密度 型 間 だ は 明瞭 な 差 が あり 
ヌ ム ギ 区 6 令 4 上 日 目 の を ん 1 個 あ た り 平 均 重 は 低 密 慶 型 
17.1mg に 対し 高密 度 型 は 8.4mg に すき ない 。 る ん の 
大 きき さ は 5 今 体重 と は それ ほど 関係 な く , 同じ 5 令 体 重 
の も の を 比べ て も 高密 鹿 型 の ほう が ふん 形 が 小さ い (第 
5 図 )。 し た が っ て ふん 数 に より うり 両 密度 型 の 排出 量 を 比 
PETS CLCERWD, (RABBI SATAILK EWS 
を ん 数 が 少な く , 高密 慶 型 は 小さ い が 数 が 多い と いう 傾 
向 は , 両 密 度 型 の 生理 状態 の 違い を 示す も の と し で 興味 
BHS5, £PRNMREe (EF 47477 
FEI ASE) FEPSARORMLD BE LR BEM OIE 
う が 少 な い が , 体重 増加 率 の 減り 方 は 高密 度 型 より も ゃ は 
な は だ し い 。 こ と の こと と か ら , | 不適 な 食 草 だ お いて で は 高密 


密度 型 の ほう が 大 きく な り , 他 の 2 つの 食 草 区 で は 密度 
型 間 の 差 が 増大 し , 成長 率 の 点 か ら み た 高密 度 型 の 優位 
生 が 人 層 ば うき り 現 われ る 5。 
排 ふ ん 数 重量 成長 の パタ ー ン は 援 食 量 と 同化 の 効率 
(SNS COMIC NE 
BCERP OK, KECHICMETS4OL UTHSA 
数 の 変化 に つい て 簡単 に 触れ て お きた い 。 
6 今期 中 の 1 頭 あ た り 総 排 ぶ ん 数 は , 実験 『 の ササ 区 
CHbhVERAYRICHARMEL WSR, コジ 
EClap2 3 CHIL, Eee I CuUAROMICoN 
ほど 大 きい 差 は みなみ られ な い 。 LULA KE 5 GH) ZR < 6 
令 期 目 数 ( 三 摂 食 目 数 ) で 総 ふ ん 数 を 割っ て 1 日 1 頭 あ た 
り の 平均 排 避 ん 数 を 出す と , いずれ の 密度 型 で も 食 草 悪 
化 に 伴い (すなわち さなぎ 体重 の 軽い 区 ほど ) 平均 排 ふ 
ん 数 は 少な く な っ て いる (第 7 表 ) Chis, 不適 な 食 草 
で は 何ら か の 原因 で 摂 食 が 抑制 され て いる こと を 示唆 す 
So RICUMSKPORD, FINVECKIAFHS 
ん 数 約 4 個 で , 体重 も 5 令 眠 体重 より 増加 世 ず 数 日 中 に 
全部 死 記 じじ た この 場合 に は 葉 の 硬 さ が 援 食 抑 制 に 大 き 
< く 影響 し て いる と 老 を られ る が , 他 の 食 草 で は それ 以外 
の 味 因 に ょ よる も の で あろ 3 う 。 


第 7 Ze 


6 SHAD 1a te ) BER A Beis 
ょ び 1 旧 平均 排 ふ ん 数 (実験 T) 


ol ot ee Re 2 alee Aa) Fe 
22 CD 
蜜 BE | 総数 1 日 平 均 総数 1 上 日 平均 総数 1 目 平 均 


2 I 191-38 ee <7 


20 | 223.3 44.7 | 204.0 27.7 | 189.7 18.5 


ゃ ん の 大 きき さ に は 相当 個体 変異 が ある が , 同じ 密 慶 型 
に お いて は 食 草 に よる ふん 形 の 変化 は それ ほど 見 られ な 


慶 型 幼 虫 の ほう が 同化 効率 が 高く な る の で は な いか と も 
BRDU D 6 


ES 
ん 
Ki 
の 
ois 
ES 
さき 
mg 
5 令 眠 体重 (mg) 
第 5 図 低 密 度 型 と 高密 度 型 の ふん 粒 の 大 
RS) 
O: (RP, @: 高密 度 型 
成長 の パタ ー ン さき に TT/Y, P/W, P/V な この | 


比 に よっ て , 各 食 草 , 各 密 度 型 に お ける 体重 変化 の 有 様 I 
を 分 析 し た が , 6 今 最高 体重 に 達する 時 期 あ る い は よう 
化 の 時 期 は それ ぞ れ 異な っ て お り , それ ら が か み 合 わ さ 7 
っ て 具体 的 な 成長 の パタ ー ン が 形成 され て いる 。 よう 化 | 
まで の 日 数 に つい て は 前 述 し た が , 6 令 最 高 体 重 に 達し 
て か ら 前 よう と な る まで の 目 数 や 食 草 や 密度 型 計っ で 
違う (第 8 表 ) 。 すなわち , イヌ ムギ で は 両 窓 度 型 と る 約 
LABiCH ES LRSER, vax ez rvays CZ 
の 期間 が 長く な り , 同時 に BABE AVA IC 差 が 現われ で さく 
る 


ie} 


5 令 か ら 6 令 最 高 体 重 に 達する まで の 体重 増加 期間 半 
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第 8 表 体 軍 が 最高 に 遅し て か ら よ う 化 


する まで の 日 数 
5 」 令 | イヌ ムギ a A 7-3 Sf F 
ee RPL eRe) BoB A) 2 8. 4.58 


1 | 8l 19 —9% 0 81 199%) 13 20 20 34 13% 


Oe 2 8 


20 35 25 10 10 


20 Eee — — 


BOER RED o 


令 脱 皮 後 の 日 数 
第 6 図 各 食 草 に お ける 佐 密 度 型 , AMMO 
成長 の パタ ー ン (KR) 


イヌ ムギ , る 
O: (RRM, @: 高密 度 型 


=ー== ii = 


| は びそ れ か ら ょ う 化 まで の 減少 期間 に CHU SR BAIS 
WHR L CHECK, 時 間 と と も に 変わ っ て 行く が , 
ざこ で は 簡単 に W/V BLO P/V を 時 間 軸 に 対し て 
| プ ョ ッ ト し , 各 食 草 各 密 度 型 の 成長 の パタ ー ン を 模式 的 
に 示す と 第 6 図 の よう に な る 。 

MRAM CH, 高密 度 型 は 低 密 度 型 より 5 令 か ら 6 
| 令 へ の 体重 増加 率 は 低い が , よう 化 の 際 の 体重 減少 歩合 
DVRS, さなぎ に な る まで の 重量 成長 率 に は 両者 
VLA LBB CUT 6 令 最 高 体 重 に 達する まで の 
時 期 や よう 化 ま で の 日 数 も 眉 わ な い 。 不 適当 な 食 草 で は 
CHRBABCARSAKEDRYL, か つ そ れ ら の 時 期 
に 達する まで の 期間 が 延長 する が , て これ ら 悪 影響 の 受け 
訪 は すべ て 低 密 度 型 の ほう が は な は だ し い の で , 体重 増 
加 率 に お いて も よう 化 ま で の 日 数 に お いて も 高密 度 型 導 
( 由 の ほう が 優位 を 占め る よう に な る 。 イ ノコ ヅ ゾ チ の よう 
に 不適 度 の 高い 食 草 で の 死亡 率 が 低 密 度 型 に 高い こと 
%, COLDS RBRMICE ORES 2 -—VORZMIRL 
FtLOLBbNS. 


i je EN 


デ ワ ョ ドウ に お いて は , 幼虫 期 を 通じ 
¥ 80% は 終 令 期 の 摂 食 活 動 に よる も 
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も の で あり (hk, 
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1958), 野外 の 大 発生 で 好適 な 食 草 が 欠乏 する の も 主 に 
と の 時 期 と 考え られ る の で , この 実験 で は 終 令 期 の みな の 
食物 耐性 を 調べ た 。 そ の 結果 は 上 記 の よう に , 不適 な 食 
草 に お いて 発育 を 完了 する 能力 は , 5 令 ま で 隔離 飼育 さ 
れ た 低 密度 型 "(淡色 ) 幼虫 より も 集合 条件 下 で 育っ た 高 
密度 型 (黒色 ) 幼虫 の ほう が 高い と と が わか っ た 。 
HoRSTEINSON (1953) は , 一 般 に 老 令 幼 虫 の 食性 範 
囲 が 若 令 六 忠 の それ より いく どん 広い と い うぅ 事実 に つい 
て , 通常 の 食 草 が な く な っ て 催 人 鐘 に 遭遇 し た 高密 度 の 個 
体 群 に お いて は , これ は か な り の 生態 学 的 重要 性 を も つろ 
で あろ うと 述べ て いる が , 少な く と も アワ ヨ ト ウ で は 老 
令 幼 虫 の 食性 範囲 自体 も 生育 中 の 密度 条件 に よっ て 変化 
する こと と が 明らか に な っ た わけ で ある 。 

アワ ヨ ト ウ の 高密 度 型 幼虫 は 活動 性 が 高く , 過剰 密度 
に お いて 起こ る 和 群 移 動 に 適し た 性 質 を も つと 考え られ る 
3 (i, 1956), この よう な 個体 に お いて 不適 食 草 に 対 
する 耐性 も 高い と いう こと は , 相 変 異 を 密度 の 激しい 変 
動 に 対す る 適応 と し て 考え る と き , 非常 に 興味 深い 現象 
と いわ な けれ ば な ら な い 。 

Kennevy (1956) は , バッ タ の 相 変 異 に 関す る 総説 の 
で ;」 群生 相 の 個体 は 人 お そら く 腐 食 者 (scavenger) Off 
向 を も ち , 六 独 相 の 個体 こ に と っ て は 非常 に 環境 抵抗 の 高 
いよ うな 条件 の 下 で も , し ば らく は 生き 残り うる の で は 
な いか と 推測 し て いる が , 実験 的 な 根拠 は な か っ た 。 し 
か し アワ ョ トウ に お ける 上 の 結果 か ら 老 えて , お そら そく 
バッ タタ 類 に も その よう な 食性 に 関す る 適応 的 変化 が み ら 
れる も の と 想像 され る 。 


5. 約 


1) アワ ヨ ト ウ 幼 虫 の 相 に よる 食物 耐性 の 差 を 調べ る 
た だ ため, 5 令 ま で すす シ ャ ー レ あたり 1,10" あ あるいは 206 頭 
の 各 密 度 で 飼育 し た 幼虫 を , 終 令 期 に すべ て 密度 に 分 
離し て , 好適 な 食 草 (トウ モロ コシ ある い は イヌ ムギ ) 
0 は か ササ ロコ ツチ お まま よび スラ A ie 
不適 と 思わ れる 食 草 に よっ て 飼育 し た 。 

2) 一般 に 不適 当 な 食 草 で は , 終 令 期 の 日 数 が 長く 
な り , さなぎ 体重 は 減少 し , 死亡 率 も 増加 する 。 ササ 
や シロ ナ で は この よう な 悪影響 は 比較 的 少な く , 前 者 で 
PREM の 差 る は っ き り し な い が , 後者 で は 低 密 度 型 
(淡色 ) 幼虫 の ほう が 高密 度 型 (BE) より 終 令 期間 の 延 
長 , さなぎ 体重 の 減少 , お よび それ ら の 個体 変異 の 増大 
が 著しい 。 更 に 不適 度 の 高い イノ コ ヅ チ で 飼育 し た 場合 
に は , 上 記 の 点 の ほか 死亡 率 の 増加 も 低 密 度 型 に 顕著 に 
現われ る 。 アラ カシ を 与え た 場合 は すべ て 数 日 中 に 死亡 
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3) 好適 な 食 草 に お ける 両 密度 型 の 重量 成長 の パタ ー 
ン を みる と , 高密 慶 型 は 低 密 度 型 より 5 令 か ら 6 令 へ か 
け て の 体重 増加 比 が 小さ い が , よう 化 の 際 の 体重 減少 歩 
合 も 少な く , 結局 5 令 眠 体重 に 対す る さなぎ 体重 の 比 は 
両者 で ほとん ど 違 わな い 。 不適 な 食 草 で は 6 SKA 
は 減少 する が , その 程度 は 高密 慶 型 の ほう が 少な く , 一 
方 よう 化 時 の 重量 損失 率 の 差 は 変わ ら な い の で , さなぎ 
に な る まで の 成長 率 は 高密 度 型 の ほう が 大 きく な る 。 不 
適 な 食 草 に お ける 幼虫 期 の 延長 は 低 密 度 型 の ほう が は な 
は だ し いか ら , これ ら の 重量 比 を 時 間 軸 に 対し て と れ ば , 
両 密 慶 型 の 成長 パタ ー ン の 違い は 一 層 は っ きり する 。 
4) 幼 忠 1 頭 の 1 日 あたり 平均 排 ふ ん 数 は 食 草 が 不適 
に な る に つれ 減少 する が , と の 減少 度 は 低 密 鹿 型 の ほう 
が 少な い 。 こ の 事実 と 体重 増加 率 の 低下 席 が 逆 に 低 密 度 
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型 に お いて は な は だ し いこ と を 老 を 合わ せる と 生 PER 


草 に お ける 同化 の 効率 は 高密 慶 型 の ほう が 高い の で は な 
いか と sev る 0 
Gap oe ian 
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Summary 


Phase Variation in the Armyworm, Leucania unipuncta HawortTu 
IV. Phase Difference in the Range of Food Tolerance of 
the Final Instar Larvae 


By Syun’iti Iwao 
Entomological Laboratory, College of Agriculture, Kyoto University, Kyoto 


It is well known that under epidemic condition 
the caterpillar of Leucania unipuncta known as a 
grass-feeder often feeds on a wide variety of 
plants owing to the shortage of its suitable food 
plant. 

Experiments were done to analyse whether 
the larvae found in dense population are more 
tolerant to unpalatable food than the individuals 
in low density. The larvae which had been 
reared in isolation and in crowds on normal diet 
(i. e. maize or Bromus unioloides) were separated 
individually into containers at the end of their 
Sth instar, and were forced to feed on the leaves 
of unusual food plants such as Sasa albo-marginata 
(Gramineae), Brassica chinensis (Cruciferae), 
Achyranthes japonica (Amaranthaceae) or Quercus 


glauca (Fagaceae), except those reared on grasses. 


& 


The similar experiments were repeated twice 
under temperatures of 20~26°C. 

All of the individuals reared on grass pupated 
within a week from the final moult, regardless 
of their previous condition of rearing density. 
The body weight at pupal stage was consistently 
heavier in low-density type (pale larvae) than 
in high-density type (dark larvae), but there 
was no significant difference in the ratios of the 
pupal weight to the final weight of 5th instar 
(P/V) between both types. 

When the larvae were transferred to Sasa or 
Brassica, their pupation retarded for 1~3 days 
and pupal weight decreased, as compared with 
those of grass-eating insects. In the latter case 
these harmful effects were more marked in pale 


larvae than in dark ones. Some of the larvae reared 
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| on Achyranthes failed to reach their maturity. 
| Again, the mortality was much higher in low- 
‘density type; 67 per cent of pale larvae and 27 
| per cent of dark ones died in one experiment, 
; and 25 and 0 per cent respectively in another. 
| Survived pale larvae also required longer period 
| than the dark ones to complete the development, 
| and the pupal weights of both types were not 
| different from one another. The larvae fed on 
| Quercus died out within few days and no differnce 
| was found in the mortality curves between both 
) types of larvae. 

| Mean number of faecal pellets per day decreas- 
The 
| degree of such reduction was marked in high- 


| ed as increasing the unsuitability of food. 


| density type while the lowering of growth ratio 
| was small in it. This may suggest that dark 


| larvae have better ability to utilize unpalatable 
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food than pale ones. 
Some of the numerical data in the 2nd experi- 


ment are summarized in the following table: 


Duration 


Type No. of 
Food of pe Le sy faeces 
larvae ane per day 
pale 7219 2.04 25.5 
Bromus treat 7.13 2.13 44.7 
’ {pale 10.00 1.41 18.6 
Brassica \ dark 9.00 1.71 27.7 
pale 13.56 0.91 16.7 
Achyranthes one 12.65 1.06 18.5 


The results mentioned above apparently indicate 
that the larvae grown under crowded condition 
have wider range of food tolerance than the 
larvae in isolation. It is interesting to under- 
stand the ecological meaning of phases observed 


in this insect. 
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| EETAPTIIALEATORSBL : BSRI 1 ILA 
の 増殖 
Srecwee, D. and M. B. Ponsen (1958) Multi- 
plication of potato leaf roll virus in the aphid 
Myzus persicae (SuLz.). Ent. exp & appl. 1: 291 
‘4 ~300. 

1 A ARI AV AIA ARIS Ch, 媒介 こん 貝 
| 和 株 内 で も 増殖 する 事実 が 最初 に 認め られ て 以来 Gat, 
11935, 1939), 多く の 研究 者 に より 種々 の 植物 ウィ ルス 
が その 堪 介 こん 虫 体内 で 増殖 する こと が 示さ れ た 。 
モモ アカ アブ ラム シ 体 内 で の 馬 鈴 し ょ 葉巻 筑 ウ ィ ル ス 
の 増殖 は Day (1955) と より 示 吹 され た が , 彼 の 注射 
湊 に よる アブ ラム シ か ら ア ブラ ムシ へ の ウィ ルス 感染 実 
『 半 論 は 必ず し も うまく ゆか な か っ た 。 

: Mee 4 VAR TIT AV ORORMIH SEI 
Meme TTI AR VARHT SHRICK OT, と この ウィ 


ルス の アブ ラム シカ から アブ ラム シン へ の 感染 に 成功 じ , 7 
ブラ ムシ 体内 で の ウィ ルス の 増殖 を 証明 し た 。 無 毒虫 へ 
保 毒 アプ ブラ ムシ の 搾 汁 を 注射 す 高 濃度 の 搾 汁 を 注 
HSC, 短 時 間 で 保 毒 性 を 示す が , 低 濃 度 の 搾 汗 
を 注射 され た 虫 は 直ちに は 保 毒 性 を 示さ きず , 長 時 間 後 保 
毒性 を 示す よう に な る 。 こ と これ は アブ ラム シ 体 内 で の ウィ 
ルス の 増殖 を 意味 し て いる 。 

また 体液 の 注射 を 行なっ て , 植物 を 通す こと な く , ウ 
ル スス あか 3 ブフ ラム ジ が か 5 15 工人 他 感 測 き 守る 

。 FIAWAMBRD SBA T, 15 世代 の 連続 感染 を A 
な うと ウィ ルス の 濃度 は 出発 時 の 10-4 に な っ て し まう 
は ず で ある 。 一 方 体液 を 10-* CPR ER TSS 
10 日 た っ て $ 保 毒性 は 認め らち られ な い 。 し た が っ て アブ ラ 
ムシ 体内 で ウィ ルス が 増殖 し た と 考え な けれ ば , 15 世 


es 
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リン ゴゴ 園 に お ける 害虫 類 の 発生 予 寮 
I 2 フッ コナ カイ ガラ ムン シン 越冬 卵 の ぶ 化 初発 目 の 矛 穴 で つい で 


eB IU 


7j-i) He i 


ARID A CARY 


lll 


4 


クワ コナ カイ ガラ ムシ (Pseudococcus comstocki Ku- 
wana) は 古来 果樹 の 害虫 と し て 知ら れ て いる が , 最近 
各地 に し ば し ば 発生 し て 大 害 を 与 を て いる こと は 周知 の 
と : お り で ある 。 青 森 県 の リン ゴ 園 に は 1948 年 ころ から 
大 発生 し , これ に よっ て 果実 の 着色 阻害 を 招来 し , ERT 
す 病 の 誘発 に 伴う 品質 低下 な ど 深 刻 な 問題 が 起こ っ て い 
So CEM) VIDOR RARE ICBU SRL EL 
慢性 化 の 傾向 に ちる が , 次 の 理由 に よっ て 簡単 に は 防除 
で き な い 状態 で ある 。 す すなわち, 効果 的 な 殺 卵 剤 の な い 
Ck, 果実 を 被覆 し た 貸 内 に 侵入 する 強力 な 習性 の あぁ る 
Ck, 発生 初期 を 除く 幼虫 お よび 成虫 の 背面 が ろう 質物 
CHI, また 載 冬 卵 が 浅い 地 中 の 根部 ある い は 地上 部 
DEES, 枝 幹 の うつ ろ 部 な ど に 産 下 され る た め , 薬剤 
散 布 が 効果 的 に 行 な ち あれ な いこ と こと な ど が あげ られ る 。 こ 
れ に 加え て 寄主 植物 が 多く , リン ゴ 樹 の 下草 に 寄生 する 
も の も か な りあ っ て , 一 層 防 除 を 困難 に し て いる 。 

な お 本 躍 の ふ化 直後 の まだ ろう 質物 が 形成 され な い 若 
令 幼 虫 期 に お ける 接触 殺虫 剤 の 散布 は 比較 的 防除 効果 を 
現 わ す が , 一 方 強力 薬剤 の 散布 は 間接 的 に 本 忠 の 発生 を 
誘発 する 例 も 知ら れ て お り (カキ へ ヘタ ムシ に エン ドリ ン 
を 散布 じ た 結 果 , ク ワウ コナ カイ ガラ ムシ が 増加 し た 例 ( 福 
田 凌 1958) 症 天 評 び カ ジジ 園 に お ける クッ ワッ ワ コ ナ カイ カラ ムシ 
が パラ チオ ン 剤 の 散布 に よっ て 増殖 し た 例 (ORE, 1955) 
KE), 薬剤 散布 の 適期 と 天敵 の 殺 滅 回 避 と いう 三面 の 
間 題 を な お 将来 に 残し て いる 現状 で ある 。 し た が っ て 
と ここ に 本 躍 の 防除 適期 を 的 確 に 判定 する と と が 重要 な 
間 題 と し て 浮か びあ が る わけ で ある が , その 期間 は 従来 
の 調査 結果 に よる と , きわ め て 狭い 範囲 と と ど ま っ て い 
る 。 本 虫 の 防除 法 の 一 つ で あぁ る 粘着 剤 の 塗布 は 幼 皿 の 移 
動 を さえ ぎる た め の も の で ある が , 塗布 が 早 過ぎ た り , 
お そ き に 失 し た いく た の 事例 は いずれ る も 防除 適期 の 誤認 
に よる も の と いわ ざる を えな い 。 

さて 稲作 に お ける 電 虫 類 の 発生 予察 の 研究 は ニ = カメ ヌイ 


(1959 年 4 月 6 日 受領 ) 


ガ を 始め 多数 に 上 る が , 果樹 害虫 に つい て は , Blick | 
る ナシ ヒメ シン クイ ガ お よび 誘 が 肉 に よる ハマ キ ガ が 類 な 
EX, 三 の 業 績 が ある に 過ぎ な い 。 ERIIAFAAN | 
ラム シ に 関す る 研究 に は 新潟 県 に お ける 高橋 (1936) D 9 


総合 的 な 報告 や , 防 除法 を 主体 と し て 論じ た Hoen etal. I} 


(1945) ぉ お よび 津川 (1958) の 報告 な ど を ぁ げ る こと が で 
きる が , 地域 的 に 本 虫 の 発生 を 予 府 する た め の 資 料 と 世 
て は 十分 と は いえ な い 。 こ の よう な 現状 か ら , 筆者 ら は 本 
下 の 第 2 化 期 の 発生 が を ぞろい で ある の に 反し レ 記 第 和 ユ 化 
期 の ふ化 期 が 比較 的 個体 差 の 少な い 点 に 着目 し て ます 
第 1 化 期 に お ける 予察 式 の 案 出 を 試み た の で 報告 する 
本 稿 を 草 す る に あたり ご ど 校 閣 を 賜 わ っ た 青森 県 りん ざ 
試験 場 木村 甚 弥 場 長 な ら び に 岐阜 大 学 福島 正三 博士 ,) ま 
ERs LOMAS CBA RRR fe YELLE REL 
の 種 市 賢 蔵 技師 , RSE ROA MICE SMRER 
する 。 


. 材料 お よび 方 法 
有効 積算 温度 の 算出 に 関す る 実験 と れ に は 19587 4E 7 
8~9 Ail) Vp THORMICRD EN RICBRH OR | 
AGN, 1959421 26 a4 1 号 園 より 採集 tH 
の 中 の 10 卵 塊 を 供 試し た 。 すなわち , WE 180m, | 
高き 5.0 cm の 管 び ん に 1 卵 塊 ずつ 入れ て 軽く 綿 栓 し , 
計 5 管 びん を 1 組 に し て 75% に 温度 を 調節 GRSERED | 
トリ ウム ) し た 内 径 5.7 cm, 高き 16.0 cm の 標本 〇 | 
ん に 入れ , 更に と れ を 22 寺 12°C お よび 27 填 12C awe | 
し た 恒温 器 に 収容 し た 。 と の よう に し て 毎日 8 マ 10 RICE 


ふ化 数 を 調べ , 調査 後 は と れ を 除い た 。 || 


越冬 卵 に よる 幼虫 の ふ化 な ら び に 移動 期 の 調査 4 


第 1 号 園 か ら 採集 し た 越冬 卵 を 用 い , L ONS OA 2.2 1 


cm, 高き さ 18.0 cm の 試験 管 に 入れ , 管 品 は 障子 紙 で 交 
お い , 輪ゴム で 止め て 逃亡 を 防ぎ , これ を 通風 の 和朗 好 問 


‘室内 に お いて ふ化 後 の 移動 期 を 観察 し た 。 と の were 


1957 年 : に 行なっ た が , と れ に は 10 INBEA BEL Fe, teas 
調査 は 毎 目 8~10 時 に 行なっ た 。 
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1959 年 9 月 津川 ・ 山 田 : 


予察 式 の 算出 に 用 いた その 他 の 資料 以上 の 調査 結果 
以外 に , 1949~1958 年 に わた る 10 ヵ年 間 の ほ場 に お け 
る クワ コナ カイ ガラ ムシ の ふ化 初 発 日 を 参考 に し た 。 こ と 
と に ふ化 初発 日 と は , 越冬 卵 よ り ふ 化し た 幼虫 が 1 1 頭 で 
も 発見 され た 当日 を いい , いずれ る 青森 県 黒石 市 内 の 観 
| 出 結 果 に 基づい て いる 。 ERY YAO 開花 始 ら は 花 の 
— SKvrLEXX, 満開 日 は 70~80% の 開花 を みた 
| を き を 目安 と し て 定め た 。 な お 気象 資料 は 当 場 第 1 号 園 
| に 設置 し た 観測 所 の 結果 に よっ た 。 


実験 結果 お よび 考察 


SORIA OPENING L 7 FRIES % MS TH 
だ 上 る が , その 中 で 小泉 (194la, b) の 報告 は 特に 重要 
ICH So SIsLER & Overnorser (1943) の リ YaIOn 
デリ シャス の 満開 に 対す る 見 解 や , 福島 (1958) oy 
| ジジ ゴ の 花 の 満開 期 の 早晩 と 1~5 月 の 最高 気温 と の 関係 
| の 完 明 な ども 興味 を ひく も の の 一 つ で あろ う 5。 

クワ コナ カイ ガラ ムシ 越冬 卵 の ふ化 に 要する 有効 積算 
温度 22°C BKC 27°C の 恒温 器 中 で 観察 し た 結果 を 
示す と 第 1 表 の どおり で ある 。 


lH クワ コナ カイ ガラ ムシ 越冬 卵 よ 
る 幼虫 の ふ化 と 温度 (CC) 


Bos 6 | a) 1 mk ee 

i 21.76 26.72 

RUROMED Aes 2 2c \ 17.01 12.29 
RAED) BR 494 905 

| COBRA, ふ化 は ほぼ ーー せい に 行なわ れ , ふ化 始 あ よ 


OR まで は わす の 2 日 で あっ た 。 な お こと の 際 ; Riker 
& Riker (1936) は 20°C で 湿度 は 75% を 示す と いっ 
で いる が , 高温 に 伴う 湿度 低下 が 考え られ る の で , この 
と に 関し て 若干 の 予備 実験 を 行なっ た 。 その 結果 は 
23+2°C お よび 2742°C に お ける 湿度 75% 区 と 95% 
蘭 と で は ふ化 率 に 有意 の 差 が 認め られ な か っ た 。= ま た 
24 へ 30°C で 湿度 を 15, 45, 75, 84, 100% と ada 
CHV TC } SERA iS Aline (CHRER 11 AAC, を 化 
の 完了 日 は それ か ら 3 日 月 に 観察 され た 。 こ の こと と か ら 
紅 化 に 対す る 湿度 の 影響 は それ ほど 著しい も の で は な 
NS © CC ERIE Vs 
B.847°C となり; 有効 積 算 温 度 は 次 式 に よっ て 示さ れる 。 
; K=(v—8.847)t 
た だ し KK は 有効 積算 温度 , ? は 温度 (eC), は 日 数) 
CORO t iCH1 HO 21.76°C お よび 26.72°C HH 
VSS, 有効 積算 温度 は それ ぞ れ 219.59 日 度 お よび 
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219.62 日 度 と な る 。 
最高 気温 に よる 有効 積算 温度 と クワ コナ カイ ガラ ムシ 
の ふ化 初発 日 次 に 1949~1958 年 に お ける 最高 気温 に 
基づき , 3 月 1 日 より 起算 し て 5 月 15 日 , 20 日 , 28 
まで の 有効 積算 温度 を 得 , また クワ コナ カイ ガラ ムシ の 
ふ化 初発 日 と の 間 に 相 関係 数 を 求め る と 第 2 表 の と お り 
で ある 。 


第 2 表 有効 積算 温 麻 と クワ コナ カイ ガラ ムシ 
の ふ化 初発 日 と の 関係 


有効 積算 温度 (3 AL 日 より 起算 ) クワ コナ 
年 次 | カ AHTZ 
| 5 月 15 日 5 A208 5 fi25B | ムシ の ふ 
lz で ま で 化 初 発 日 
A ee A ie 日 度 | 
1949 pe a Weal 349.0 421.4 5 4248 
50 409.3 463.8 510.2 | 15 
51 336.9 BY Wee 440.5 / 24 
52 367.9 431.3 496.4 19 
53 318.0 354.7 423.0 21 
54 335.8 397 .5 452.7 22 
55 312.9 364.9 414.2 | 24 
56 342.4 418.4 485.4 15 
57 306.4 372.8 432.6 19 
58 294.3 362.5 430.9 | 20 
MZ - 329.85 388.83 450.73 20.3 
ふ化 初 | 


x 
A & ©| —0.627 —0.765* —0.756** 
相関 係数 


* ik 1% 水準 で 有意 。 株 は 5% 水準 で 有意 。 


第 2 表 か ら 5 月 20 日 まで の 有効 積算 温度 と ふ化 初発 
i TE fae 
最高 気温 に よる より も 平均 気温 て よる ほう が より 適切 で 


あぁ ある と 思わ れる の で , 日 平均 気温 に erate “FAT 10 


時 の 気温 に つい て 資料 の そろ っ て いる 1949~1952 年 に 
つい て みる と , 有 効 積算 温度 が 220 日 度 と な る 日 , あ る い 
は それ を 若干 越え る 日 は 第 3 KROLIDITHS, FHS 
RS ED Ue ee 
は わずか に 3 日 以内 で ある こと が わか っ た 
第 3 表 午前 10 時 の 気温 て よる 3 月 1 日 か ら の 
有効 積算 温度 が 220 日 度 を 越え る 日 
年 次 | 年 次 
1949 | 5A 2248 1951 5 月 22 日 
50 | 12 52 20 


リン ゴ の 開花 始め お よび 満開 期 と クワ コナ カイ ガラ ム 
シ の ふ化 初発 日 と の 関係 青森 県 に お ける リン ゴ の 栽培 
指導 要項 の 一 つと し て , クワ コナ カイ ガラ ムシ の ふ化 初 
発 日 が 国光 品種 の 開花 満開 期 と ほぼ 一 致す る と いう こと 
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第 4 表 リン ゴ の 開花 始め お よび 満開 期 と クウ コナ カイ ガラ ムシ の 初発 日 と の 関係 
ふ化 初発 目 
品 種 開花 状態 1949|. 500.51 9852 53. 954 55e 56 eos. sy と の 相関 係数 
め 5 月 11 日 9 9 8 4 30 5 8 7 8.1 0.618 
9 14 1307 12 ES plein mel) 1 i Ves 9 
* : め 12 CO ighs ko a1@ 6 : : 
= 4 + Par 期 [Se 0 E13 iy (Oe DS 00 6 al 6 14.7 0.709** 
国 3G 開花 始め 16 Cy ivi SIBY aby Tee ae nl ae 13.8 0.812* 
ク 満 開 期 DO 29 A Bs We ee iy amg Bil 20.0 0.776* 


* は 1% KE CHE, ** は 5% 水準 で 有意 。 


が 強く うた われ て いる 。 い まこ の 概念 を 主要 品種 全般 に 
及ぼ す な ら ば , 薬剤 散布 の 適期 を 知る 上 に きわ め て 有効 
で ある と 考え , 両者 の 間 に 相 関係 数 を 求め たと ころ 第 4 品種 


OK SWB Ko 


と の 場合 いずれ に も 高い 相関 が み ら れ る が , 特に 紅玉 “T a 
の 開花 始め , 祝 の 満開 期 , 国光 の 開花 始 あ など と の 間 の 
関係 は 顕著 で あっ た 。 な お 開花 に 先 だ っ リ ン ゴ の 発芽 期 4 
お よび 展 工 期 と の 相関 係数 を 算出 し て みた が , 国光 の 展 
工期 と の 間 に 5% 水準 で 0.723 を 得 た 程度 に 過ぎ な か 
っ た 。 以 上 の 結果 か ら 5% 水準 で 有意 な も の に つい て 予 


察 式 を 計算 し , また 1% 水準 で 有意 な る も 
の を 捨 っ て 図示 する と 第 5 表 お よび 第 1 
MODEBNCHS. 

4 月 下旬 の 最高 気温 と クワ コナ カイ ガ 
ラム シ の ふ化 初発 日 関谷 1957) は 長 
BIC S=aNX AHORA RBH L 
4 月 7 日 より 5 月 31 目 ま で の 平均 最低 
温度 と の 関係 を 調べ , 飯山 市 と 長野 市 で 
それ ぞ れ ア =ー4.36 メ ー48.92, Y=— 
2.92X +46.42 の 予察 式 を 出し て いる 。 
筆者 ら は 4 月 下旬 の 最高 気温 と クワ コ 
ナカ イガ ラム シ の ふ化 初発 日 と の 間 に 
— 0.647 の 相関 係数 を 得 た が , この 場合 
の 予察 式 は 

Y =51.951—2.001X 
と な る 。 こ こ で 注意 を 要する の は 地域 的 
に 予察 式 の 変化 が み ら れ る こと と で , これ 
は 前 記 関 谷 の 結果 に お いて る ゃ も 明らか で あ 
る 。 し た が っ て ある 場所 の 予察 式 の 適用 
範囲 は 限ら れ て いる も の と みな けれ ば な 
ら な いで あろ う 。 ま た 高砂 (1950) る 指 
摘 以 て いる まう に , ある ご ん 中 の 最初 の 
発見 と 実質 的 な 発生 初期 と の 問 に 相当 な 
隔たり の ある 事実 は , クワ コナ カイ ガラ 
ムシ の ほ場 に お ける 初発 日 と か , リン ゴマ 


第 5 表 リン ゴ の 主要 品種 に お ける 開花 状態 より 
計 筑 し た ク ヴ コナ カイ が ガ が ヲ ム ジ 初 発 目 の 予察 式 


開花 状態 i bas 式 
Y =5.662- 1170 


ti iti = 開 期 


開花 始め | Y =7.5324+1.344X 
満 BS 期 | Y =8.119+0.801X 
国 光 「 開 花 始め | Y =4.67341.132X 
満 開 期 | Y =5.720+0.729X 
© 展 葉 始め | Y =—23.702+1.424X 


Y: クワ コナ カイ ガラ ムシ の ふ化 初発 目 , X: SH 
種 の 展 葉 始 め , 開花 始め , また は 満開 期 


25 
7) “A Z 
iy) 17) 
= =| 
2 t 
? 2 
7 20 n 20 
2 を 4 
ム ム 
# # 
B15 Bs 
S y 
LA rh 
5 10 15 20 7.5 20 


/0 (8 
Bt RATE LEH (2) 4 Fl TE Xa. (2) 


D 


BN 


(2) DAS PIS AAS LIN 
き 


7/0 15 20 DS ES V5 ‘Ohm 5 
国光 満月 日 (x) ALE RATE CHS (2) 


BLM リン ゴ の 開花 始め お よび 満開 期 と クワ コナ カイ ガラ ムジ 
越冬 卵 の ふ化 初発 日 と の 関係 


A: 国光 開花 始め , B: 祝 開花 始め , C: 国光 満開 日 , 
D: 紅玉 開花 始め 


1959 年 9 A 


津川 ・ 山 田 : りん ど 園 で お ける 害虫 類 の 発生 予察 175 


第 6 表 クウ コナ カイ ガラ ムシ の 越冬 卵 に 基づく ふ化 幼虫 数 の 消長 (1957 年 ) 


月 日 


a t 幼虫 数 eat Sl 7 49 


BS HEB (%) DOG Oman S 


| の 開花 始 る な どの 場合 に も 当然 考え られ る の で , 手放し 
で 予察 式 に 全幅 の 信頼 を お く と いう と と は で き な い か も 
| し れ な い 。 

| クワ コナ カイ ガラ ムシ の 防除 適期 以上 述べ た と ころ 
か ら , クワ コナ カイ ガラ ムシ の 直 冬 卵 た 基づく ふ化 初発 
| 目 の 予 察 は か な り 適 確 な も の と な っ た が , 実際 の 防除 適 
| 期 は ふ化 の 初期 で は な く て , ふ化 が ある 程度 完了 し て 幼 
| 由 が 移動 する 時 期 で ある 。 1957 年 の 調査 に より と この間 
| の 状況 を 示す と 第 6 表 の と お り で ある 。 

中 すなわち , ふ化 直後 の 移動 は 少な く , 大 体 ふ 化 後 10 
WAC 9% の 移動 が 認め らら れ た 。 こ の 傾向 は 1958 年 に 
| 人 い て も 同様 に 観察 され た と こと ろ で あっ て , これ に 気象 
| 状況 に よる 年 の 差 を 考慮 する と , 予察 式 に よる ふ化 の 初 
| 発 昌 から 約 10~14 日 後 が 薬剤 散布 の 適期 と いえ よう 。 
| また 粘着 剤 の 塗布 時 期 は ふ化 初発 日 の 数 日 前 が 最も 適当 
| 才 えら れる 。 


| , 摘 Be 


Pf FPIAFAAHIFAYOMAMITHOWCH, =OR 
[RES ふ化 初発 日 の 予察 を 吟味 し た 結果 次 の こと が わ 
| 1) SARICKSL, 越冬 犬 の 発育 限界 温度 は 9°C 
| 内外 で あり , ふ化 まで の 有効 積算 温度 は 220 日 度 で ある 。 
| 2) 野外 の 最高 温度 より 有効 積算 温度 を 求め , これ と 
| 員 化 初発 日 と の 相関 係数 を 計算 し た 結果 で は , 3 月 1 日 
| まり 5 月 20 日 まで の も の が 最も 高い 値 を 示し た 。 


81 
1-4 2.3 5.2 8.0 14.2 25.5 45.4 56.9 73.7 98.1 — 


6A 


5 月 
UE 22224207 OF" S29" 030 2 3 4 


95 208 383 672 388 566 824 — 46 17 
99.4 100 


3) リン プ ゴ の 3 主要 品種 の 祝 , 紅玉 お よび 国光 の 開花 
始め お よび 満開 期 と ふ化 初発 日 と の 間 に も か な り 高 い 相 
関 が 認 め ら ちら れ た 。 

4) 4 月 下旬 の 最高 気温 の 平均 と ふ化 初発 日 と の 間 に 
7=—0.647 を 得 , これ より 予察 式 ざ =51.951 一 2.001X 
を 求め た 。 

5) な お クワ コナ カイ ガラ ムシ の 薬剤 に よる 防除 適期 
は ふ化 初発 日 より 10~14 日 後 で , 粘着 剤 の 塗布 期 は 初 
発 日 の 数 日 前 が 適当 と 考え られ た 。 
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Summary 


Forecasting the Outbreak of Destructive Insects in Apple Orchards 
I. Forecasting the Initial Date of Hatch in Respect of the 


Overwintering Comstock Mealy-Bug, Pseudococcus 


comstocki Kuwana, in Aomori Prefecture 


By Chikara Tsucawa and Masateru YAMADA 


Phytopathology and Entomology Section, Aomori Apple 


Experiment Station, Aomori Pref. 


Attempts were made to determine the method 
of forecasting the first appearance of larvae 
from the overwintering eggs of the Comstock 
mealy-bug, based on observations and investi- 
gations carried out in the laboratory as well as 
the field during the period 1949~1958. 

1. The laboratory tests revealed the fact that 
a temperature of about 9°C was the lower limit 
for the development of the overwintering eggs 
and that an accumulated effective temperature 
of 220 day-degrees C was required to complete 
the development of eggs laid in autumn. 

2. The results obtained in the laboratory were 
checked on the field, taking into consideration 
the normal date of hatch, and the accumulated 
temperature above 9°C. It was found that there 
was a high correlation between the date of 
hatch, and the accumulated temperature during 
the period from March Ist to May 20th of the 
said ten years. 

3. Furthermore, the relationship of egg hatch 
to the commencement and peak of bloom in the 
American Summer Pearmain, Jonathan and Ralls 
Janet were traced numerically. 

Since these factors showed a high degree of 
correlation, there was the possibility of forecast- 


ing the first day of hatch by applying the following 


formulae. 
a. American Summer Pearmain: 
V5. 6624. LX 
(Y: Initial date of hatch, X: Peak date of bloom) 
b. Jonathan: 
Y,=7.5382+1.344X, 
(Y,:Initial date of hatch, X,:Initial date of bloom) 
Y2=8.119+0.801X2 
(Ye: Do, X2: Peak date of bloom) 
c. Ralls Janet: 
Y,=4.673+1.132X, 
(Yi:Initial date of hatch, X,:Initial date of bloom) 
Y2=5.570+0.729X5 
(Y2: Do, X2: Peak date of bloom) 

4. The dates of hatch (Y) showed a correlation 
of r= —0.647 with the average maximum temper- 
atures of late April (X). Thus an equation is 
given as follows: i 

Y=51 7951 —2.001X, 

5. The foregoing formulae for forecasting the 
date of hatch, could also be utilized in the 
timing of insecticidal application. Insecticides, — 
if applied, 10~14 days after the initial date of © 
hatch, would be effective and economical. It is 
also advisable to paint the branches of the trees 
with “‘tanglefoot’’ 2~3 days before the date of 
hatch. 
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ニカ メイ ガ 個 体 数 の 長期 変動 に 見 られ る 偶然 性 
害虫 個体 群 の 長期 変動 に つい て の 研究 (第 3 報 ) 


+ 


PMs Rey BB 
BBE PAB LP 


の (で 


こと ん 虫 に 限ら ず ー 般 動物 の 個体 数 の 長期 に わた る 変動 
た 週 期 らし いも の が 見 られ る と と は 古く か らい われ て い 
BreEC, 本 学会 で も 1958 年 度 の シン ポ シ ア の 一 課題 と 
Bp て と りあ ぁ あげ られ , 農 作 害虫 や 森林 害虫 の 例 を 中 心 と し 
記 討論 が 行なわ れ た 。 こ と の 際 , 私 は いわ ゆる 週 期 的 変動 
と 呼ば ん れ て いる も の の 中 に 全く 見 か け の 偶然 変動 に よっ 
て いる 場合 が あぁ あり, この よう な 問題 の 解析 に は 確率 論 的 
鳩 方 法 に も よる べき で あろ うこ と と を 強調 し た (AA, 
1958) 。 こ の よう な 主張 は すでに Core (1951) と よっ て 
野生 毛皮 獣 の 個体 数 変動 の 資料 に つい て 強く 述べ られ て 
| いる 。 し か し , 問題 は この よう な 確率 論 的 な 解析 を どの 
よう に 進め て ゆく か に ある 。 
Core 1951) は 個体 数 変動 曲線 に 現 わ 
れる 反 か ら 肉 まで の 時 間 を 取り あげ ば て, 
に れ に むし ろ 真 の 意味 の 週 期 性 は 認め ら 
MT, GRHOKEWTERHHLKS 
ニカ メイ ガ Chilo suppressalis の 誘 が 
(時 ) 燈 に ょ る 誘 殺 ガ 数 の 長期 変動 に つい 
で 吟味 する と , この よう な 事実 の 認め ら 
れる ご と も あっ た (内 田 , 1956)。 こ と の よ 
うな 研究 の 進め 方 に あたっ て 問題 と な る 
と と は , 変動 曲線 の 牽 か ら 峯 まで の 時 間 
RLAZACTCECHS. COMA, WS 5*E 
の 絶対 値 が 低 ぐ て も , 極大 値 で ある か ぎ 
り 9 り 内 と し て 取り 扱わ れる 。 あ る 場合 に は 
座 動 曲線 の 一 つの 谷 で ある 極小 値 よ り も 
HHA DEV 極大 値 が ある わけ CH 
Do したがって, 実際 に は いわ ゆる 大 発 
年 で な く て も 和 挫 と し て 取り 扱わ れ て し ま 
5 Bb LABCiIE< TC, 有意 
な 大 発生 の 点 だ け を 問題 に と レ て ゆく べき 
TCHAD 

COCUCLOLIRRALHOT, 

「 京都 大 学 農 学部 昆虫 学研 究 室 業績 第 327 5 

(1959 年 4 月 18 日 受領 ) 


20000 


し た も の 。 


期 性 だ け を 問題 と し な いで 次 動 曲線 自身 を 取り あげ て 問 
題 を 追求 し よう と し た 。 

ニカ メイ ガ が ガ の 個体 数 の 世代 か ら 世 代 に わた る 変動 の 赤 
構 に た ついては, ほ場 の 観察 の み で は な く て 実験 的 に も 研 
完 が な され て いる が (深谷 , 1956), = まだ 解決 し た と は い 
い に く い 。 誘 ガ 燈 に よる 誘 殺 ガ 数 の 調査 資料 は 相当 長期 
に わた っ て 各地 に お いて 得 ら れ て お り , 私 は か つて と の 
資料 を 使っ て , と こと で 述 べ る の と 全く 違っ た 方 法 に よっ 
て 間 題 を 解 こ う と 試み た (内 田 , 1954, 1957)。 と ここ と で は 
や は りこ と の 同じ 資料 を 研究 材料 と し て 用 いて , 上述 の よ 
うな 見 地 か ら 解 析 を 行なっ た 。 


変動 の 分 析 1 
第 1 図 に 実線 で 示し た 曲線 は 岡山 県 と 滋賀 県 の 農事 試験 


OKAYAMA 


# R = 


第 1 図 岡山 県 農 試 (EN) CRBARBA (下図 ) 


に お ける 誘 殺 が ガ 数 の 年 次 変動 


-O- は 第 1 化 期 が 数 , -@- は 第 2 化 期 ガ 数 の 補正 値 を 表わす 。 横 還 
に 並行 な 点線 は 観察 年 間 の 平均 値 , -- メ -- AAR TED be 
の 次 世代 へ の 増減 (m—m) を 平均 値 を 0 軸 と し て 上 下 反 転 き させ て 示 
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i Ch RA Ibo CEN READ 44 HOBAIT 
まる 誘 条 ガ 数 の 変動 曲線 で ある 。 人 第 1 化 期 の ガ が 数 は 実数 
で ある が , 第 2 化 期 の ガ が 数 は 実数 で は な く て , 次 の よう 
hat eiChoctel{bWeRbetZA2zScTCLECAS 
よう に し た IEA CHS. 補正 の 方 法 は 前 報 (A, 
1956) だ 全く ぐ 同 必 で あう で (B2(LWORRTHO X (B 
1 化 期 の 誘 殺 ガ 数 の 全 統 計 期 間 中 の 平均 億 / 第 2 化 期 誘 
条 ガ 数 の 全 統 計 期 間 中 の 平均 値 ) と に よっ た 。 す で に 前 報 

(内 田 1956) で 述べ た よう に ご の 井 線 で は 点線 で 示 世 
た 平均 値 を 中 心 と する の こと こぎ り の 歯 状 の 小さ い 変 動 と , 
想 当 世代 数 を 隔て て 起こ っ て いる 著しい 内 を な し た 大 発 
BEbW5AREDHECO2ZOBASNS,. TCTitit, 
山県 と 滋賀 県 の 2 例 を 示し た に すぎ な い が , 他府県 の 資 
料 に も ほぼ 同じ こと が 見 られ る 。 

第 2 図 は 本 邦 の 北 か ら 南 に わた る 各地 の 誘 殺 が ガ 数 の 頻 
慶 分 布 曲線 (第 2 化 期 は 補正 値 ) で ある が , COMPS 
も る 上述 の と と は うな ず か れる 。 すなわち 頻度 分 布 は 誘 殺 
数 の 大 きい ほう に すそ を 長く 引い て ひ ず ん で お り , 左側 
の ほう で は 2 項 分 布 に 近い よう な 形 を 示し て いる 。 た 
だ , 宮城 県 や 富山 県 な ど 東 北 地方 , 北陸 地方 な どの 寒冷 
地区 で は , 形 だ が や や 異な っ て すそ を 長く 引く と と は な い 。 

WE, この 変動 曲線 の 性 質 を 明らか に する た め に , 各 
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HET IC 33 (FS ARE O 8 Fy (1 — Me) ATRL T, TIVE 
各 世 代 の 個体 数 (mi) と を 比較 し て みる と , 興味 深い こと 
に は この 両者 の 間 に 高 い 負 の 相関 が 見 い だ さ れる 。 1 
図 に 点線 で 示し た 曲線 は , この 増分 (m1 一 2) の 変化 曲線 
を 上 下 有 反転 させ て , 正負 を 平均 値 を 中 心 と し て 描い た る も 
の で ある 。 岡山 県 も 滋賀 県 の 場合 も , 一 見 し て 個体 数 変 
Syme KV -RMeRLTWSTEBDPS. RKO 
だ け の 不一致 は , FEAR OBe 7 UT SRA 
の 前 の 世代 に お いて 著しい 増分 曲線 の 下降 が 認め られ る 
TECHS, CD290O# LWSE, thbb Gd) Oc 
SY OMAK OD (ARAB OU RIT TILE O 
BLD HD DAV, (2) KAEATEAR OD BUF ICSF LV AES 
る こと は , これ ら 2 県 の 変動 曲線 の 示す だ け の 特徴 で は 
な く て , 他 の どの 府県 の 変動 曲線 に つい て も 同じ ま よう に 
認め る こと が で きた 。 アズ キ ゾ ウム シ Callosobruchus 
ELOQRAANFOV DRY ABRANF 
Neocatolaccus mamezophagus と が 相互 作用 し て いる 実 


chinensis 


験 個体 辞 で 長期 に わた っ て 両 種 の 個体 数 を 調べ る と , TH 


こ に 述べ た も の に 近い 変動 が 世代 か ら 世 代 に わた っ て 認 
め ら れ , LPC ORM AM X He OAS HRC OFAC 
も 上 述 し た の と 同じ 高い 負 の 相関 が 認め られ た (A, 

1949) 。 
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第 2 図 本 邦 諸 地域 に お け る 各 世 代 ニ カメ イガ 誘導 ガ 数 の 頻度 分 布 曲線 
第 1 他 期 ガ 数 は 実数 で ある が , 第 2 化 期 ガ が 数 は 補正 値 に よっ つた 8 


1959 年 9 月 


と の よう な 両者 の 間 の 高い 負 の 相関 は 全く 偶然 に 基 づ 
て AML CWS 数 列 に お いて 認め られ る 現象 で あっ 
T, ここ に 人 述べ た 個体 数 変動 曲線 の 特徴 と いう わけ で は 
な い 。 全く の 偶然 変動 の と き に は 

ny 

nye nr" 
の 値 が 2 に なり , この 値 が 2 より 小さ い 時 に は 情 性 的 で 
ある と いい 全く 偶然 と よる より は 平均 値 に 近い 範囲 内 で 
数 値 が ぁ れ , 2 より 大 きい 時 に は 反動 的 で ある と 呼ん で , 
確率 で 期待 され ん る より は 大 きく 数 値 が あぁ れる こと と を RK 
や す と いう (福島, 1937) 。 とこ の 値 の と 
と た を 確率 残 効 (Wahrscheinlichkeit- 
Nachwirkung) と よん で お り , 変動 曲 
線 の 解析 の よい 指標 と され る 。 

| 各 県 農事 試験 場 で 得 ら れ た ニカ メイ ガ 
誘 殺 が 数 の 変動 曲線 に つい て , この 値 を 
求め て みる と 第 1 表 に 示す よう に な り , 
2 に 近い 値 を 示し て ほとん ど 偶 然 に と よっ 
で 律 す ら れ て いる と し か 思わ れ な いよ う 
な 場合 も 見 られ た が , 2 より も 小さ い 数 
値 を と っ て 情 性 的 な 確率 残 効 を 示し た 場 
倫 の ほう が むし ろ 多 か っ た 。 す な ね わ ち , 


gin 確率 残 効 OO” の 計算 値 
Ny AL 

観察 場所 | 計 算 ff 

ay RR 2.26 

c= 城 0.49 

秋 FA 1.90 

# 馬 1.46 

KR 城 1.95 

長 iy 1.51 

4 山 1.31 

A 川 1.54 

it 岡 1.18 ® 

& m | 2.26 < 
1 7 1.43 る 
hi 山 0.90 

山 | 183) 

B pt pire 

島 根 1.77 -40o0 

徳 | 1.44 
& 川 | 2.08 

福 ra 0.98 

佐 A 1.38 

ne A | 2.10 

宮 崎 1.65 


AH: ニカ メイ ガ 個 体 数 の 長期 変動 に 見 られ る 偶然 性 179 


全く 確率 的 と 思わ れる の は 青森 , KH, KR, =H, 鳥 
K, 島根 , Bi, 熊本 な ど で , その 他 は 憶 性 的 と すべ き 
で ある 。 反動 的 と いう よう な 場合 は 全く な か っ た 。 
変動 の 分 析 2 
上 に 述べ た 関係 を や や 直っ た 図 に し た の が 第 3, 4 図 
で ある 。 グ ラフ の 横 軸 に それ ぞ れ の 世代 の 誘 殺 が 数 ( 々 ) 
WEY, - 縦 軸 に 次 世代 へ の 増分 (m—m) を と る と き , 


も し が ガ が 数 の 変動 が 全く 偶然 の みな に よっ て 動く と し た な ら 
VE, すべ て の 点 は ガ が 数 (m) の 平均 値 を 45° に 横切る 線 


10000 OKAYAMA 


(71) 


第 3 図 SHeRORRTRE TNOMERAOMME OME 


O 〇 は 第 1 化 期 , @ は 第 2 化 期 ガ 数 。 左 は 滋賀 県 , 右 
は 岡山 県 農 試 の 資料 。 


Aomori IBARAGI 


(nn 

SAM 各 世 代 の 放 殺 が ガ 数 と それ の 次 世代 へ の 増減 と の 関係 
〇 は 第 1 化 期 , は 第 2 化 期 。 左 は 青森 県 , AK 
城 県 農 試 の 資料 に よる 。 
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上 に 落ち る べき で ある 。 

第 3 図 は 滋賀 県 と 岡山 県 の 場合 で ある が , ほとん どの 
点 は な この 線上 に 乗っ て いる と な な じ う る 。 じ か し , KA 
に 2 点 ) 岡山 に 1 点 だ け 非 常に と の 終 線 より 上 方 に か け 
離れ た 点 が あり , これ は それ ぞ れ 大 発生 を ひき 起こ す 前 
年 の 値 に 当たっ て いる 。 第 1 図 の 実線 と 点線 と の 比較 に 
0 っ 0 だ で だ 本 き 
な いい 岡山 の 場合 に , (m1) の 高い 値 で (1-2) が 確率 
で 期待 され る より も より 小さ い 値 を 示 じ て いる が , この 
現象 は 他 の 府県 で は あぁ まり 認 め ら れ な いで 一 般 的 の とこ と 
は 思わ れ な い 8 

滋賀 も 岡山 も と も に 憶 性 的 な 確率 残 効 を 示し た 場合 で 
ある が , ほぼ 2 に 近い よう な 確率 残 効 の 場合 で も や は り 
証 述 じ た の と 同様 の こと が 認め られ る 。 第 4 Mit GR 
(確率 残 効 は 2.26) と 茨城 (確率 残 効 は 1.95) の 場合 で 
ある が , 青森 で 2 点 , FMC] 点 だ け 非 常に 斜線 か ら か 
け 離 れ た 点 を 見 い だ す ご と が で きる 。 和 確率 残 効 の 値 だ け 
か ら で は ほとん ど 姿 動 が 確率 的 と 思わ れる が , その よう 
疹 と き で も グフ ラフ に まっ て 見 れ ば や は り 大 発生 の 前 年 に 
FSV. C es CPN FD ST EBCESS 

Fh EMHS=ANXAHUMNOD, =ORHICOWT 
同様 な 試み を 行なっ た の が 第 5 図 で ある 。 
FEGER (1952) の 得 た シャ クト リガ の 一 種 Pupalus pinia- 
TIUS VGC, Hye Barnes (1941) Oa ye a Sr 
タマ バエ Sitodiplosis mosellana に つい て で ある 。 ムギ 
アカ タマ バエ の 場合 に 少し 違っ た 点 の 分 布 を 示し て いる 
2, BapalusDE KVE=H XA HOBALAS MAC EW 
っ て よい =。 大 発生 の 前 年 の 増分 は 斜線 か ら 著 し く 離 れ た 
高い 所 に 位置 し て いる 。 そ を それ に も か か わら ず 天 発生 年 の 
TEDW ICTILE OCH OB, BBO LICE TVS. K 


SCHWERDT- 


400k " Bupalus 


Piniarius 


Bupalus 
piniarius 


(7; — No) 


200 400 0 


(1)) 
第 5 図 


シャ クト リガ の 一 種 Bupalus piniarius と ムギ ァ カ タマ バニ 
の 人 交 世 代 の 生息 密度 と その 次 世代 へ の 増減 と の 関係 が , 


第 3 巻 8 


iS; 


発生 後 の 個体 数 の 減少 は 平常 年 の 個体 数 の ぁ れ と 同じ ょ | 
うな 機構 と よっ て いる こと が 推察 され る 。 ム ギア カタ マ 
バエ の どき は や や 回 な うっ で いて 大 発生 後 も た だ 2 ご 増 
分 が 負 の 値 を 示し て いな い 。 


考 bss 


私 た ち は よ さく | 常識 的 に REEL HABEE また 
WOR) EW SRB 放す る 8 され は ドイツ の いち ゆる 
Gradation Lehre の 人 た ち で も 同じ で あっ て Grada- 
tion と Latenz E@KEUtCVWS (Escuericnu, 1931), 
私 は 前 報 で も , また こと の 報告 の 初め に も やはり 一 見 じ で 
変動 曲線 が の と ぎり の 趣 状 を し て 小さ く あれ て いる 平常 
年 と 高い 峯 を な し で いる 大 発生 年 と だ ある こと ど を 指摘 0 用 
た (内 田 , 1956), 。 し か し , その 両方 の 区 別に は 明確 な 理 | 
答 的 な 裏づけ が あっ た わけ で は な さて 7 秋 動 曲線 を 一 見 
で と いう の に ず お き 疾 か っ た BAMA IGRBE 
分 布 曲線 を 描く と と に よっ て も この 2 つっ は 区 別 さ れ う る | 
が , 第 3, 4, 5 図 を 見 れ ば , それ は 更に 明 瞭 に 区 別 す る || 
と ど が で きる 9 それ だ げ で な きき で この 2 っ > の 年 度 の 個 還 
体 数 の 調節 は 全く 違う た 機構 に まっ て いる 異質 な も の で | 


= 


は な いか と きえ 推察 され る 。 


の と ぎり の 歯 状 の 世代 は ある 1 つの 数 学 的 の 平均 値 を 
中 心 と し て 上 下 に 偶然 変 動 を し て いる (も ちろ ん , ある 
場合 その を れ は 偶然 で 律 補 られ る まり や ゃ や ゃ 低い 程 席 で あ 
る た が) 
結 諭 の よう に 思 ね れる 。 な ぜ な ら ば , ニカ メイ ガ の 発生 
FReGRBSIEBALTSAKRSE, COED 

LEY OMMKORM LAT UROD BAe CABS 
OMENEZROMS DS ma RHEAIC ED CEBENTW 
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pt (Ok Capes ee aes 
. + 3 x 
Sitodiplosis | 9 た ある 場合 に は それ が 成功 し だ と 


mosellana 


きえ そえ いわ れ て いる か ら で あ る CRE 
j 4 + rR, 1956), 同じ と と は 14 Wf 
SEIT Dies TN I OFEICO S 
スリ ッ プ ス Thrips imaginis DO 


| 個体 数 の 調査 を 続け た Davipson 

& ANDREWARTHA (1948) に よう っ 

で て もい われ て お 0, 最近 ご は さま 

ANDREWARTHA & Bircm (1954) 

イー に よっ て より 一 般 性 を も っ た と 

2. Oth. ob a 
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この Davipson & ANDRE- 
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WARTHA (1948) の 調べ た T. imaginis の 個体 数 の 変動 
曲線 それ 自身 に さえ , 第 3, 4 図 に 示し た = ニカ メイ が の 
場合 と 全く 同じ よう な 結果 を 見 る る こと が で きる の で ある 
DB, 彼ら の 考え た に あっ さり と 従う と いう わけ に は いか 
了 医 い 。 も っ と る も る, 気候 的 な 諸 要 素 が で た ら め に 変動 し て , 
で それに 伴っ て 個体 数 も 同じ ょ うに で た ら め に 変動 し て , 
JO DE DROME ONO CHW DEW SAB HSM 
BLNEV. LAL, 大 発生 直後 の 個体 数 減少 る と の 偶 
准 変 動 を 示し て いる 平均 値 の 上 に 乗る の で ある か ら (第 
條 図 の 青森 県 や 茨木 県 の 場合 で も , 第 5 図 の Bupalus 
の 大 発生 の あと 始末 が いつ で る も AS CRB 
5 に 起こ る 気 修了 的 な 変動 に よる の だ と いう よう な それ こと 
で た ら め な こと を 考え な い 限 り , これ は 一 寸 無理 な 考 
湊 の よう に 思わ れる 。 

| それ で は こと の よう な 変動 を ひき 起こ し て いる 偶然 性 と 
まま 何かと いう 問題 が 起こ っ て くる 。 も ちろ ん 気候 的 要素 
境 大 きく 変動 を 左右 し て いる に 違い な いと 思わ れる が ), 

Buk D7 k 5 7 dD SIR AMV MARILT AS Chev 
EWVWEWo BlLPOTHAN A AA OMAMORE ICA 
RD ARE REOHMEBOKEW CHAD CERURMLE 
B (AR, 1954,1957), THETAMEKOTXIOK‘ 
太 世 代 に つい て は 決定 論 的 に いう べき で な い の は も ちろ 
訪 で ある 。 個体 数 変動 の 週 期 は , 個体 数 が 種々 な 生態 馬 
眉 因 が 複雑 に か ら み 合っ て 作用 する 結果 と し て 定め あら れ 
春の で 7 ご の 場合 ど と 同じ よう に 偶然 性 が 大 きく 表面 に 出 
で < る こと を Core (1951) は 強調 し て いる 。 

細 問 題 を 転じ て , 大 発生 世代 に つい て 老 え る と , これ は 
| 大 ぐ 偶然 の 変動 と 考え る と こと は で き な い 。 非常 と に まれ な 
機会 に は そん な こと と も 起こ る か も し れ な い が 「, むし ろ 別 
の 機構 を 考え る ほう が より 妥当 の よう に 思わ れる 。 こ と これ 
其 対 し て は 決定 論 的 な 立場 で 生態 的 要因 の 探求 を すべ き 
きき あろ う 。 HK, ある 場合 に は た と えば 1 化 期初 期 の 低 
MEW DK DICT Cle 解明 され て いる の か も し れ な い 
(深谷 ・ 中 塚 , 1956), 

大 発生 の ぁ と 始末 は 前 に も 少し 触れ た よう に , 大 発生 
DHE LIZ < HST, か えっ て 平常 年 の 個体 数 を 律 し 
る 機構 と 同じ 機構 と に よっ て いる と し か 思わ れ な い 。 

ドド イツ の 森林 害虫 類 の 洒 進 発生 (Gradation) を 研究 す 
交信 々 は この 後期 すなわち retro-gradation に 大 きい 興 
琴 を 注い で , その 機構 に 平常 年 や 大 発生 の 前 期 に は 見 ら 
較 な い 特 殊 な 要因 の 働き を 考え て いる 。 し か し , シャ ク 
ガ Bupalus に つい て ScHWERDTFEGER (1952) 白身 の 


cL 


1 3M CMMICZTOT, それ ぞ れ の 点 の 起こ る 信頼 限界 を 
ろう 。 そ うす れ ば 大 発生 が は た し て どの くら い の 偶 然 さ 
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得 て い る 結果 も , ニカ メイ ガ と 同じ ょ うに 大 発生 の 後期 
に は な ん ら 平 常 年 と 違っ た 機構 が 考え に くい よう な 結果 
を 第 5 図 は 示し て いる 。 漬 進発 生 の 後期 に つい て 示さ れ 
ee Fe 

, 働い で で いる の か も し れ な い 。 

ke 個体 群 の 平衡 状態 に つい て 一 言 し た い 。 Nr 
cHoLson (1957, 1958) は その よう な 状態 が 自然 界 に 存 
在 す る ご ざ ご と を 強く 主張 し て いる が , こと で 行なっ た 三 カ 
メイ ガ の 個体 群 の 分 析 に 関す る 限り に お いて は 彼 の 考え 
を 強く 支持 で きる 。 私 は アズ キ ゾ ウム シ と その 幼虫 寄生 
バチ の ゾウ ムシ コガ ネコ バチ の 共存 する 実験 個体 群 に 
WT, と こと で 行なっ た と 同じ 分 析 を し て 平衡 状態 の 存在 
を 暗示 し た が Ce 1949), この よう な 実験 条件 下 に お 
ける 個体 群 で な ニカ メイ ガ が ガ の 水田 に お ける 自然 個体 
i Rh aed 
Geaeepivo>s た ただ, BOR TO=7247' a 
と の 平衡 を 形成 し て いる 条件 は 実験 条件 下 【 ee 
キ ゾ ウム シ の 場合 の よう に 単純 きわ まる も の で な い の は 
も ちろ ん で ある 。 し か し 大 発生 の 後期 に お そら く 働 いた 
で あろ る う よ う な 密度 依存 的 な 作用 が , この 平衡 密度 の 維 
持た 対し て る 働い て いる の で は な いか と いう こと が 推論 
され る 。 


摘 Be 


AHS ACE DNC S =H 24 HORROR 
変動 を 統計 的 に 分 析 し た 。 個 体 数 の 多かっ た 世代 の 次 に 
は 減少 し , 低 密 度 の 世代 の 次 に は 増加 する 傾向 が 認め ら 
れ た が , それ は 偶然 性 に よっ て も 期待 され る 。 し か し , 
大 発生 の 起こ る 世代 に は 全く 偶然 変動 に よら な い 特 殊 な 
機構 が 働い て いる こと こと が 推察 され た 。 同 様 な こと は ドイ 
ッ の シャ ク ガ の 個体 数 変動 の 記録 に も 認め られ た 。 以 上 

結果 か ら , 大 発生 以外 の 世代 に お ける 個体 数 変動 は 気 
ave な ょ 要素 が 決定 論 的 な 作用 を 及ぼ すこ と こと に よる と は 考 
えら れず , むし ろ 種 々 な 環境 要素 が 複雑 に 働い て 生じ た 
偶然 変動 に よる と し か 解釈 され な い 。 その 結果 と し て 
NicrgoLsox の 説く よう な 平衡 状態 を 形 造 っ て いる よう 
に 思わ れる 。 


S| Fa 3c mR 


ANDREWARTHA, H. G. & L. C. Bircw (1954) The 
Distribution and Abundance of Animals. 
Chicago. 


何 パ ー セ ント か の 人 危険 率 に お いて 定め る べき で あぁ 
で 起こ と る か が 計算 され よう 。 


182 HAD AD DB BS Se 


Barnes, H. F. (1941) J. Anim. Ecol. 10: 94~120. 

Core, L. C. (1951) J. Wildl. Manag. 15: 233~252. 

Davipson, J. & H. G. ANDREWARTHA (1948) J. 
Anim. Ecol. 17: 200~222. 

Escuericu, K. (1931) Die Forstinsekten Mitteleur- 
opas III. Berlin. 

REAM (1956) HS RAMA 2 Bluey tov ARES 
1~4. 

深谷 昌 次 ・ 中 塚 憲次 (1956) ニカ メイ チュ ウツ の 発生 予察 
東京 . 

福島 浩 (1937) 統計 的 現象 東京. 

A. J. (1957) Cold Spring Harbor 


NICHOLSON, 


Summary 


Randomness in the Fluctuation of Population Density 
of the Rice Stem Borer, Chilo suppressalis 


Studes on the Fluctuation of Population Density Observed 
in Several Insect Pests (3rd Report) 


By Syunro UrTipa 
Entomological Laboratory, College of Agriculture, Kyoto University, Kyoto 


Statistical analysis was made on the annual 
fluctuation of population density of the rice stem 
Chilo 


generation using the records of number of moth 


borer, suppressalis, from generation to 
captured by light trap at several different points 
in Japan. In Fig. 1, two examples of it obtained 
Figs. 3 and 4 


show the relation between the population density 


at Okayama and Siga are shown. 


in a certain generation (ni) and the increase 
(or decrease) of the density from this generation 
to that of the next generation (m,—m2). If the 
fluctuation of population density is governed 
perfectly by chance, the points in the figure 
representing the relation between (ni) and (n,— 
m2) in each generation should be expected to fall 
on or near the diagonal line passing through 
abscissa at the point of mean density. As seen 
in these four examples on the rice stem borer, 


almost all of the points fall on or near the 


B38 3 


Symposia 22: 153~173. 
Nicuotson, A. J. (1958) Ann. Rev. Ent. 3: 107~ 
136. ; 
ScuWERDTFEGER, F. (1952) Zeit. ang. Ent. 34: 216 © 
~ 283. 
PUFA EBB (1949) 生理 生態 3: 89~96. 
内 田 俊郎 1954) 応 尾 10: 3~10. 
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12~17. 
内 田 俊 郎 1957) 防虫 科学 22: 57~63. 
内 田 俊 郎 1958) 応 動 尾 策 2 回 シン ポジ ウム 要 皿 6 マ 8' 


diagonal line excepting the some points represent- 2 
ing the outbreak generation. The same is — 
observed in the population fluctuation of a pine 
forest pest in Germany, Bupalus piniarius, and 
that of the wheat blossom midge, Sitodiplosis 
mosellana, in England. From this departure of 
the point, we can conceive that the population 
density at the retro-gradation stage of outbreak 
may increase without any restriction working 
in the normal year. It is further noteworthy 
that the point of post-outbreak generation falls 
on the line and thus it can be assumed that the 
outbreak comes to an end by the same mechanism 
regulating the population density in the normal 
year. In the normal year, the population fluct- 
uates with certain width of departure of random 
source having a definite mean density of the 
equilibrium, being regulated by many compe- 


nsating factors. 


I[. i 


虫害 に よる 作物 の 不 稔 は , お も に 吸収 性 害 中 の 加害 に 
まっ て 生ずる 場合 が 多い 。 さ き に 著者 (1954) は 大 豆 品 
種 に 対す る マメ シン クイ ィ イガ (Grapholitha glycinivorella 
Matsumura) の 卵 の 接種 試験 を 行なっ た 結果 , 接種 贅 
「 の 増加 に 伴い , その 幼虫 に よっ て ひき 起こ され た と 判定 
きれ る 不 稔 粒 炒 も また 増加 する 事実 を 認め た 。 し か し , 

| 本 種 の 加害 に よっ て 不 稔 粒 が 生ずる と いう こと と は , 当時 
IES AMEBRCH OC, と の よう な 不 稔 粒 が 自然 条件 
|P に お いて は た し て 生じ て いる か どう か , も し そう で あ 
Besnig, それ が 大 豆 品 種 の 被害 量 構成 の 上 に どの 程 
慶 の 重要 性 が あり , LOLIGEN CK TET S MIs 
BSBNENT S25 chk. Th SOMEONE 
, 上 品種 間 の 被害 量 を 正確 に 評価 する こと が 耐 虫 性 品種 
の 検定 に お ける 一 つの 重要 な 課題 で ある の で , 特に 必要 
で あぁ る と 才 え られ る 。 

| 上述 の 諸点 に つい て , 著者 は 1955, 1956 お よび 1958 
特に お ぉ いて 実 険 お よび 調査 を 行なっ た 結果 , 若干 の 新知 
虹 を 得 た の で こと こと に 報告 する 。 


1. 実 sR 


“BER (1954) の 接種 試験 に お いて , マメ シン クイ ガ に 
江 る 不 稔 と 推定 され た 種子 は , COMBE KIT OF 
CME GCA CDRS oho CHIE SYP 
商 に 洪 入 する 際 , EKISBARMFICEA DILL ES 
き 美 室内 を さま ょ よう 際 に つけ た も の で ある 。 こ の よう な 
[ 孫 本 部 の 傷害 に よっ て 種子 が 不 稔 に な る か どう か を 確か 
BOI, 下記 の 実験 を 行なっ た 。 

・ 材 料 お よび 方 法 

供 試 品種 は 1955 年 北大 農学 部 の 較 場 に お いて , 他 の 
SAMS & Gi 3 区 制 の 乱 塊 法 に よっ て 栽培 し た 中 生 品 
1G THEE | CHS. MAA, HIRT OmOR 
管理 法 は 既報 (1954a ) に 準ずる 。 上 記 の 品種 は 7 月 下 
人 旬 か ら 8 月 下旬 に わた っ て 開花 する が , この 間 に 任 意 の 
B08 個体 に つい て 途 次 に 開花 場所 を 標識 し た 。 この よう 
Ea て 落花 落 茨 せ ず に 順調 に 生育 し , 病虫害 の 被害 も な 


nk 


(1959 年 5 月 11 日 受領 ) 
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北海 道 大 学 農 学部 昆虫 学 教室 


い 甘 を 実験 に 用 いた 。 

実験 は 開花 後 そ れ ぞ れ 15, 20 お よび 25 AA ORIC 
対し て , BLE CAS (2 5) CHOSRMEDHAR 
CA CA D> SRA POT SHIBAS ALOE, 
与え な いも の と に つい て 不 稔 粒 の 発生 状況 を 比較 し た 。 
処理 し た 蒸 お よび 無 処理 の 茨 に 産卵 され た マメ シン クイ 
が ガ の 卵 は すべ て 除去 し た 。 実験 結果 の 判定 に お いて , 不 
稔 粒 と は 種子 が し いな 状 に な っ て いる も の と 著しく 発育 
不良 な る の ( 軍 量 0.08g 以下 ) を 総称 し た 。 

実験 結果 

結果 は 実数 お よび 不 稔 粒 率 (AER + HES HX 100) 
を も っ て 第 1 表 に 示し た 。 


第 1 表 刺傷 に よる 不 稔 粒 の 発生 


pHAE BEB) 15 HOR | 2 HOR 


区 ys [ 処理 無 処理 | 処理 無 処理 ps LEB 


25 HOR 


健全 粒 数 0 NTT 114 | 59 94 
不 稔 粒 数 | 104 。 32 95° 26 "eye, ae 
ARBRE | 93.7 23.9) 89.6 18.6 53.2 20.3 


| 

| 
AC KAS, 刺傷 を 与え た 次 の 不 稔 粒 率 は 無 処理 の 
も ぁ もの に 比べ て 著しく 高い こと が 明らか で ある 。 す な わ 
開花 後 15 日 お よび 20 HA ORICMGLS ALY 
90% 前 後 , RE 70% Oe 


に は 


に は 
が ones TAVITHT L TC HEME ORE CIS, EOREIT 
ay nee Oe 


Hryst [BSE | で は ご く 普 通 で あっ て , 少な く と も 病 
害虫 の 直接 的 な 加害 に よる も の で は な く , BESSKE 

の 生理 お よび 生態 的 な 諸 条 件 に よっ て 生ずる も の で あろ 
う 。 し た が っ て 刺傷 を 与え た 場合 に 生じ た 不 稔 粒 の な か 
に は , た だ と え ぇ 刺傷 を 受け な く て も 不 総 粒 に な っ た も の も 
含ま ん て いる で あろ う が , その 大 部 分 は 珠 柄 部 の 僅か な 

刺傷 に よっ て 生じ た こと こと が 明らか で ある 。 


I. 調 査 


上 記 の 実験 は , KE ORHDSEO (PRD 5 MFO 
肥大 初期 に 珠 柄 部 の 傷害 A ee Be “Cee! り や すい こ ee と を 示 
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Lito PCCHMOTE<, VAYUUIAHOMBOK 
ID IED TY ALMICIB CHE IO, CCPORAICHE 
KALt So Lito CHAO PT ICBET OR, B 
HAE AICHAT SPIT BEY ZT CTV ODO CLHSE 
Wo VAUUIAHICK SHAMOGE, KEOF 
通 の 栽 堪 条 件 下 に お いて どの くら い 認 め る られ , THER 
稔 粒 の 発生 お よび 潜入 こん 数 と の 間 に ど の よう な 関係 が 
ある か を 確か め ある た め , 下記 の 調査 を 行なっ た 。 
材料 お よび 方 法 
と の 調査 は 1956 お よび 1958 年 北大 農学 部 の ほ場 か 
ら 採 取 し た 材料 に ま よっ て 行なっ た 。 試験 ほ場 の 設計 法 お 
KOKBORH SM, すべ て 既報 (1954a) に 準 ず 
So 供 試 品種 は いずれ も 中 生 種 に 属す る , [BHI 
PARSE, PER] お よび 「 長 葉 裸 1 号 」 で ある 。 こ 
れ ら の 品種 は 10 月 上 旬 ~ 中 旬 に お いて , 1 品種 に つき 
30 個体 10 個体 メ 3 連 ) 採取 し , 1 蒸 ご と に 被害 調査 
を 行なっ た 。 こ と の 調査 に お いて は , 通常 の 調査 事項 の ほ 
Dic, RUC PROM AICIERL Cale Lo すなわち ぢ , 
(1) VeAVYVV IA HOMROBACADBER EO 
A OWE. 
(2) VAVVAALHOPRICE SHAMS ECTO 
付近 の 傷 こ ん の 有無 


(3) 上 記 の 傷 こ ん が 認め られ た 場合 。 そ の 種子 の 発 


育 程度 
(4) 上 記 の 傷 こ ん が あり , か つ そ の 種子 が 不 稔 粒 と 
な っ て いる 場合 CORBOME 
(5) 生理 的 不 総 粒 が 生じ て いる 半 室 の 位置 
(6) 吸収 性 害虫 に よる 種子 お よび 珠 柄 部 の 傷 こ ん の 
有無 
な お , 本 章 以 下 に お ける [Ph] と は , 種子 の 重量 
が 正常 笠 の お よそ 半分 以下 の も の を 総称 し た 。 ま た [4 
理 的 不 稔 粒 ]| と は , た と を 蒸 に た マメ シン クイ ガ が ガ の 洪 入 こ 
ん が あっ て も, 珠 柄 部 お よび その 付近 に 傷 こ ん が 認め ら 
nT, 他 の 病害 虫 に よる 害 徴 る も る な い に も か か わら ず 不 稔 
粒 に な っ た も の を 仮称 し た 。 


第 2 表 マメ シン クイ ガ の 幼虫 に よる 珠 柄 部 の 傷害 を 受け た 種子 の 不 稔 粒 数 の 比較 


第 3 巻 第 3 号 


調査 結果 

吸収 性 害虫 , 特に カメ ムシ 類 に ょ る 不 稔 粒 の 発生 は 用 
本 州 , 四 国 お よび 九州 に お いて し ば し ば 報告 さむ で い る 0 
北海 道 に お いて は 3 種 の カメ ムシ が 大 豆 害虫 と し て 記録 
され で いる の で , それ ら の 害虫 に よる 被害 に つい て で 特別 
の 注意 を 払っ た 。 し か し 本 調査 ほ場 に お いて は , KEO © 
開花 期 前 に 新 本 を 吸 害 する 場合 を 認め た が , ROWS 
に は カメ ムシ 類 の 発生 加害 を 認め な か っ た 。 
マメ シン クイ ガ の 幼虫 の 加害 と 大 豆 の 被害 状態 に は 種 
種 な 場合 が 観察 され た 。 こ れ ら の うち , MBSR TY 
傷害 を 与え だ た とこ と が 確認 まさ し た も の の うち に は 7 PaltO Be 
ADOBE SS 

(1) SBDEEL, 種子 が 成長 し た 場合 
(2) 幼 忠 が 生存 し , 種子 が 不 維 に な っ た 場合 
(3) 幼 虫 が 死亡 し , 種子 が 成長 し た 場合 
(4) 幼 虫 が 死亡 し , 種子 が 不 稔 に な っ た 場合 | 
以上 の うち , (1) の 場合 は 種子 が 普通 の 被害 料 と な る 
が , と これ は (3) の 場合 と と も に は な は だ まれ で あぁ っ て 本 
各 品 種 と も 数 粒 を 発見 し た だ け で ある 。 (2) OY AIL 
稔 に な っ た 種子 が は な は だ し く 食 害さ れる た め に , FON 
被害 料 は 普通 の 被害 粒 の 形 を な さ ず , ほとん どく ず に 辺 
い 状 態 で 虫 ふん と と も に 発見 され る 。 こ の よう に 激 し VT 
to aah aE 
か どう か が 正確 に 判断 で き な い と と が 多く , RICHES 
調査 が 必要 で ある 。 し た が っ て , AWICHW THE (AYE 
の 場合 。 すなわち 「 幼 虫 が 珠 柄 部 に 傷害 を 与え た と と 
確認 きれ , その 幼虫 は 甘 室 に 潜入 後 そ の 種子 の 実質 を 億 
害 せ ず に 死亡 し , か つ そ の 種 が 不 稔 粒 に と な っ て いる 場合 恒 用 
(以下 A ERTS COM TRASCLETS. OH 
A の 実数 は block 間 に 有 意 な 差異 を 認め な か っ た 
で , その 総数 を 第 2 表 に 示し た 。 

第 2 表 に よれ ば , A の 実数 は 品種 間 に 明 ら か な 差異 軟 
認め られ る 。 相 害 粒 の 総数 (正常 の 被害 粒 の ほか に 前 軸 間 
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年 次 | 1956 1958 
Se Sal 区 ee pt Bo A \pte ti 
=) =e A BEALE RUT HS ANF, KE BUT MF 8 BB BUIT 不 稔 粒 総 数 に 対 
種 ee a) する 人 A の 百分比 する A の 百分比 A する A の 百分比 tZADOBSE © 
+ iB 長 # 120 10.44 10.26 118 9.53 11455 
FD #2 GB 41 3.85 9.71 48 4.98 10.84 
FA He 裸 47 4.29 5.04 36 4.56 OD 
長 葉 裸 1 = 94 16.50 OSS (3 14.72 9.58 


BRIS! Ciswc 約 15%, [BEE] に お いて 約 
10% に 達する や ゃ 高い 値 を 示し て いる が , 他 の 2 品種 
で は 低 率 で ある 。 東 に 不 稔 粒 の 総数 に 対す る A の 百分率 
に お いて も 品種 間 の 差 異 が 認め られ る 。 すなわち , 本 種 
| の 功 中 に よっ て 珠 柄 部 が 傷害 を 受け た 種子 の うち で 不 稚 
| 欄 だ な っ た も の の 実数 は , 品種 に よっ て 異な り , KICK 
| 業 系 統 の 大 豆 に 多い と いう こと と が で きる 。 

上 述 の ご と き 品 種 間 差異 は , BACAR OSC KO 
で 生じ た も の で ある うか 。 ま た , CHE LI LOK 
| 二 数 と の 関係 は どう で ある うか 。 こ れ ら の 問題 に 関す る 
調査 結果 は 第 3 ZITA Lo 

— RIRICM SPIRE <, 潜入 こん 総数 は 産卵 数 が 多 
衣 多毛 じ EH) 品種 に 多く , 裸 品種 で は は る か に 少な い 。 
| 浴 こん の 総数 と 茨 数 と の 間 に は 相関 関係 が 認め られ な 
Mo Les CT 1B AR de) OMA ARICA 
差異 が ある 。 し か し , 1 ROMER BMC ko CHL 
WS D-H AGE 2s k OF REM 1 号 」 で は 3 へ ~4 eH, BE 
DD 2 the Clk 2 REORBASVOAIL, 4RENITH 
AS LOGFOGES MELT SBS CIs, FOE 
D&ULAREME TMT SUERSS. CHICTS 
調査 結果 は , REL ERAT ARE OFTICHBIBIR 
BEWCERRULTWSo1BACA SE) OMEM, 
『 中 生 光 黒 」 , | 十勝 長 工 」,「 長 葉 裸 1 号 」 お よび 「 中 生 裸 ] の 
順に 多く な り , それ ぞ れ 約 2.4, 3.5, 6~7, 78 H 
堆 に 1 個 の 割合 で 潜入 こん が ある と いう 結果 を 得 た 。 し 
た が っ て , 幼虫 に よる 珠 柄 部 の 傷害 と 不 稔 粒 の 発生 と 
2, 単なる 機械 的 な 問題 で あっ て 各 品 種 と も 同じ 割合 で 
起こ る と 仮定 すれ ば , A の 数 値 も また 上 記 の よう な 順位 
BTR STITUTE SEV oO LM SICA DBAS, LOL 
G22) に お いて も , 洪 入 こ ん の 総数 に 対す る その 百 分 
HE (第 3 表 ) に お いて る も, 明らか に 長 工 系 統 の 品種 に 高 
性 ご と を 示し て いる 。 こ と これら の 結果 か ら 幼 虫 の 恭 内 へ の 
藻 火 場所 が 問題 に な る で あろ う 。 た と えば 「 長 葉 裸 1 号 」 
座 お いて , 洪 入 こ ん 数 が 最も 少なく, それ が 6 ~ 7 RBI 


1959 年 9 月 西島 : マメ シン クイ ガ に よる 大 豆 の 不 稔 185 
} B 
& 第 3 表 潜入 と ん 数 と 甘 数 , KREME LOALOME 
年 次 1956 i < 
—— [x pies ‘ > | 
5 - LAC 1BAC MATAR 。 LAC 1 溢 入 と MACAB 
| Ree ん あたり ん あたり 数 に 対す る | MAE ん あたり ん あたり 数 に 対す る 
種 a WE Fh BE BBL ADBAH +n BEB RER 。 A の 百分比 
+ 勝 長 工 1162 1.52 3.56 10.33 | 1101 1.47 3.58 10.72 
me 光 m 940 07 2.44 4.26 | 9884 1.26 2.48 5.43 
FA 生 ee 625 4.08 7.76 7.52 556 4.37 8.56 6.47 
& em 1 553 2.01 5.88 7.00" \m #19 2.53 A 17.42 


1 個 く らい し か 認め られ な い に も か か わら ず , A の 数 値 
が 最も 高い の は , 幼虫 が 甘 内 に 潜 大 する 前 後に お いて , 特 
に 珠 柄 部 を 選択 的 に 加害 する の で は な いか , Ly 5 KER 
が 起こ ご る か ら で あ る 。 し か し 従来 お よび 今回 の 調査 に お 
いて も , 幼 虫 の 潜入 場所 の 品種 間 差 異 は 認め られ な い 。 
幼 虫 の 大 部 分 は , どの 品種 に お いて る , 蒸 の 背 包 線 に 治 
at random に 英 内 に 洪 入 する る の で ある 。 結局, 
長 葉 系 統 の 品種 に A の 発生 が 多い 理由 は , 必ず し も ゃ それ 
ら の 品種 の 黄 数 , RE LOA CARRS EDT 
は な く , また 幼虫 の 次 内 へ の 潜入 場所 が 他 の 品種 と 異な 
る た めで も な いと 結論 で きよ う 。 

し か ら ば こと これ ま で A に つい て 規定 し た 3 つの 条件 ) す 
な わ ち 幼虫 が 珠 柄 部 に 傷害 を 与え た こと こと, FOE 
亡 し た と こと お よび その 種子 が 不 稔 粒 に な っ た と と , OFF 
に な ん ら か の 関係 が な いで あろ うか 。 た と えば 幼虫 が 珠 
柄 部 に 傷害 を 与え た た め に , その 種子 が 不 稔 粒 に な っ た 
と 言え る で あろ うか 。 こ の 点 に 関す る 直接 的 な 証明 は な 
い 。 し か し 1958 年 に お いて , 生理 的 不 稔 粒 と A の 発生 
と に つい て 甘 室 別に 調査 し た 結果 , 若干 の 興味 ある 結果 
を 得 た 。 すなわち 第 1 図 に 明らか な ど と く , 生理 的 不 稔 
We AOA LURES Lo tpn) RhotWS, 
すなわち 生理 的 不 稔 粒 は , BACH DILV MAIC DSB 
1 黄 室 に 発生 率 が 高く , 各 品種 と も その 総数 の 50~609% 
前 後 を 示し , 次 いで [TBR] で は 第 3, 第 2 お よび 
BARS, 残り の 3 品種 で は 第 2, 第 3 RSOMICHSL 
く 低 率 と な っ て いる 。 も し マメ シン クイ ガ の 幼虫 が 生理 
的 不 総 粒 に な る べき , また は な っ て し まっ た 種子 が 着 生 
SF SREICHALKAOL METH, A の 発生 率 は 上 
述 の ご とき 生理 的 不 稔 粒 の 鞭 室 別 の 発生 順位 に 従う は ず 
で あろ う 。 し か る に A の 発生 率 は 第 茨 室 より も むし ろ 
BLRSICS<, 第 3 蒸 室 に だ お いで も か な り 高 い 比率 を 
占め て いる 。 こ の 事実 は 上 述 の 仮説 が 必ず し も 成立 し な 
いこ と , 換言 すれ ば , 健全 粒 に な る べき 種子 の 珠 柄 部 が 
幼虫 の 加害 を 受け た た め に , その 種子 が 不 稔 粒 に な る 場 
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横 軸 の 数 字 は 茨 室 番号 を 示 


合 が 相当 ある と と を 示す も の で あろ る う 。 し た が っ て , 長 
業 系 統 の 品種 に 多く 認め られ る 珠 柄 部 に 傷 こ ん が ある 不 
HE, マメ シン クイ ガ の 幼虫 に よっ て ひき 起こ され る 


場合 が 少な く な い と 結論 ES 


V. 4 祭 


前 報 に お いて 著者 (1954) は マメ シン クイ ガ の 卵 の 接 
種実 険 を 行なっ た 結果 , 接種 卵 数 の 増加 に 伴っ て 大 豆 の 
各 品 種 の 不 稔 粒 数 も また 著しく 増加 する こと を 認め , こ 
の 事実 か ら , oN Bie GOs te 
Bee COS LVESMOMAIC 
oy ee eee een 
業 系 統 の 品種 に と お いて 総 被害 料 数 の お よそ 10~15% に 
達 才 る こと が 判明 し た 。 こ と れ は 種子 の 珠 柄 部 に 幼 忠 の 傷 
と ん が 認め られ た も の だ け の 比率 で ある か ら , FOE 


きれ る 場合 ある と 


を 確認 で き な か っ た もの, すなわち 不 稔 に な っ た 種子 が 
幼 昨 の 激しい 加害 に る 9N 浴 眉 な っ た 多数 の も の を 
ir en ot et 


の 比率 に は 明らか な 品種 間 差異 が ある の で , 本 種 の 幼虫 
に よる 不 松 粒 の 発生 は , 大 豆 の 耐 虫 性 お よび 被害 量 を 検 
無視 で き な い 間 題 で あろ う 。 し か し この 問 
題 に つい て は 別に 論議 する こと と し , AMIR TH 
種 の 幼虫 に よる 不 稔 粒 が どう し て 起こ る か と いう 点 に < 
いで 若干 の 考察 を 進め る とこ と と する 。 

害虫 に よる 作物 の 不 稔 は, 吸収 性 昆虫 に よる 場合 に つ 
いで 多く ぐ の 報告 が ある 。 を し ゃ さく 性 尼 虫 で よる 場合 ! 


a に つ 


定 す る 場合 に 
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SRL 


室 別 の 生理 的 不 稔 (AR) お よび A CRE) の 発生 率 


策 3 券 第 3 号 


Bt 


いて も , 果樹 に お ける 早期 落果 , 奇形 ある 
い は 各種 の 子 実 の 種子 その も の が 食害 され 
た 場合 を も 一 種 の 不 稔 と みな せ ば , COM 
生 は すご ぷる 多い We。 LP LARITHBW TH 
DMoKCE<, CLPSHERCLOT 
種子 自体 は ほとん ど 加 害さ れ な い に も か か 
わら ず , その 種子 が 不 維 に な る 場合 は は な 
weENECHAD. COLI な 不 稔 粒 
ONE EE TR が BA bIV 
o すなわち , 

(1) AzeMWBORA 


よる 刺激 また は 


その 物質 に OR 
反応 の 結果 

(2) 組織 の 破壊 に ょ る 単純 な 機械 的 障 
EO faa 


ae 
内 に だ 液 せ ん か ら の 分 泌 物 を 排出 する 
は , す で に 疑い な い 事 実 で ある 。 た と Pe. 
く Situ (1926) yt 10 MOEL BOTA HLORB AEC 
つい て 詳細 に 比較 し , TNSDOTCAMORRS Ril Es 
DEORE EMO EO ICH SIV TW) O A> @ HARI 
図示 し た 。 STorEY (1939) も また Cicadulina mubia の た 
液 は , 刺 針 が 運動 中 に の み 排 出さ れ , 吸 害 し た 部 分 に た おい 
て gel (CST Ew MAUR, Fremion eft al. (1952) 
に よれ は , Lygus oblineatus aoe 20~108 4HOEE 
期 | 間 中 に 灯 豆 の 組織 中 に 排出 する ‘‘oral secretion’? の 
ai 0.05~0. 25 ラテ ぶ タ で ある SE RR 

) ん し 目 幼 虫 の だ 液 排出 器 管 な , 形態 学 的 に 
rium7 が 高度 に 発達 し た silk press Licey, 


VERA IC tite hae 


{ein 


こ は saliva- 
だ 液 線 か 
= され る (Snoperass, 1935), 
Me Bs Sc bla, Fos 
% Hel Cd B ev Divo LAL, CU eae eran 
に お いて は 一 般 に 中 腸 の 内 容 物 , すなわち 消化 液 も し く 
SEAVER LER EDOIEG WOIULM DAD ONS O 
と は 周知 の 事実 で ある 。 こ と の ら と は , lL ecuerAw 
こよ る 植物 ウィ ルス の 伝 ば 機構 に お いて よく 証明 さ れる 
(Date, 1953; Markuam & Smitu, 1949: 
1952) OCH T, 
が "きい 

上 述 の だ 液 せ ん 分 泌 物 また は 中 腸 か ら の 吐出 物 が 植物 
体 に 注入 きれ た 場合 , 植物 体 は 種々 な 害 徴 を 示す 。 被 害 
TOMMORA Cll, それ ら の 物質 が 真 に 植物 考 的 な 
ee ee と えば 糖類 , タジン ジ パ ク 質 の 

導 減 ) また は 機能 障害 (た と 半ば 栄養 分 の 欠 有 芝 』 BAS 


WALTERS, 


REOMRICHW COBETFSTE 


f 
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店 を 生 ぜ し め ゐる だ け の も の か を 決定 で き な い と する 報 


42% 5 (Warvie & Simpson 1927; Roperts, 1940; 
Fiemion ef al. 1954)。 こ れ に 対し て , eo TSS 8 
WL ORNs LOLOL kt. 反応 な 


| の 理由 で は 説明 で き な い ほど 広範 ら わ た る 場合 が 少な 
な い の で , 注入 され た 物質 は 有 姓 で あぁ る と 考え る 研究 
者 が 多い (Baker et al.1946; Dienr & CHATTERS, 


1956; ELMOoRE, 1955; Jounson, 1937; PAINTER, 1928; 
SANDERSON, 1947; Tanapa & Hoipaway, 1954), fc 
と えば Smiru (1926) は Aspidiotus + よび Dactylopius 
BHONANHFAYORUKS, 細胞 壁 を 溶解 する 性 質 が あ 
放 と 老 え て いる 。 一 方 , 注入 され た 物質 が 組織 に 対し て 


eA, Bi ORIN BL WIEST LEARN SBS wD 


TESTE) HAW OR MICBS SH (LAI Ken- 
DALL, 1930; Fert, 1936), HSV Vshit-O Ri 7 HEHE 


| や 発 根 現象 GH, 1937; 石倉 ら , 1955; 小山 , 1955) 


[は 上 述 の 点 に 多く の 示唆 を 与え る の で ある 。 結局 多く の 
BAB, 注入 され た 物質 に は , Nuorreva (1956) 
が 指摘 し た よう に , 植物 毒 的 な 面 と 発育 促進 的 な 面 と が 


DST UMM SD CHS 5.LMLT, 一般 に 前 者 に お い 


TT ALAM O)A FF iC do 7: SHREDS, GER CAE OM 
LUV MME ISRUBWEEN SOCKS, 本 種 の 幼虫 
Wi, すでに 著者 (1954a) が 報じ た ご と く , ROR AM 
Ta, AGE, 繊維 組織 層 の 会 合 部 お よび 内 果皮 組織 層 
を 綱 通 し て 甘 室 内 に 洪 入 する 。 こ れ ら の 組織 は , 幼虫 が 
夢 過 し た 部 分 に お いて ほぼ 完全 に 破壊 され か つ 淡 褐色 に 
BETS. LPL, この 部 分 の 周囲 の 組織 に お いて は , 
特に AR oe EMS SW is 異常 が 認め られ な い の で あ 
Bo LBC, 幼虫 に よる 大 豆 の 不 稔 粒 の 発生 が 有 
夫 物 質 に よる 刺激 また は 反応 の 結果 で ある と 考え る こと 
は 困難 で ある 。 

し か ら ば 幼虫 に よる 大 豆 の 不 稔 は , 組織 の 破壊 に よる 
洪 純 な 機械 的 障害 の 結果 で あぁ ろう か 。 品 器 に よる わずか 
應 機械 的 障害 は , と き に は 大 き な 被 害 を 与え る 場合 が あ 
Bo Situ & Poos (1931) に よれ ば , Empoasca fabae 
還る 赤 ク ロバ ー の 被害 箇所 に は 毒物 は 認め られ ず , © 
DREAMS ICE CL (hii) MOMS, ある い は 才 
筐 が ぶさ が れ た と き に 生ずる 物質 の 移行 障害 の 結果 で あ 
BtEW5. 古谷 (1952) は “シロ イチ モン ジマ ダラ メイ ガ 
の ごと とく 粒 を 食害 する 害虫 に 起因 する 不 稔 や 落 菩 の 発生 
欄 自 身 を 食い つく され れ ば も ちろ る ん, そう で な く と も 
考 ま か に 若い 粒 の 表面 を ひと か じ り し た 時 に , Hct 
BA <M ONS” と 述べ て いる 。 こ の よう に 第 害 
縮 そ の る の を る も 一 種 の 不 稔 と みな す な ら ば と も か く , 本 
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種 の 場合 は 若 令 幼 虫 が 種子 の 実質 に 少し ば か り 食 い 入 っ 
た ぐら いで は , UF L&E OMFARTT LIES Lx 
限ら ない 。 種子 に 若 令 幼 虫 の 食 こ ん (西島 , 1954a の 図 
版 参照 ) が ある に も か か わら ず , 幼虫 が 死亡 したため 
に , 普通 に 発育 する 種子 が し ば し ば 認め られ る か ら で あ 
る 。 こ の こと は 種子 自体 に 人 為 的 な 刺傷 を 与え た 石倉 ら 
(1955) の 実験 結果 か ら る 推察 され よう 。 

し か し な が ら , 種子 が 着 生 する 珠 柄 部 に 刺傷 を 与え た 
本 実験 の 場合 に は , 大 部 分 の 種子 が 不 稔 粒 に な る こと を "・ 
示し た 。 こ と の よう な 人 為 的 な 傷害 と マメ シン クイ ガ の 幼 
虫 に よる 珠 柄 部 の 傷害 と が 同質 な も の か どう か は , な お 
論議 の 余地 が ある か も し れ な い 。- じ か し 観 窪 し だ 限り で 
は , 両者 の 間 に 著 し い 差 異 を 認め る こと が で き な い 。 珠 
TARDVSASHA LO AP ALMRICIA > TC Hitty DFE Ze BF ic He 
給 す る きわ め て 重要 な 部 分 で ある 。 し た が っ て ,: こ と の 部 
分 の 機械 的 な 障害 は , 種子 へ の 栄養 分 の 円 滑 な 供給 を 妨 
げ , その 結果 と し て 不 稔 粒 が 生ずる も の と 考え られ る 。 
そし て この よう な 不 稔 粒 が 特に 長 葉 系 統 の 品種 に 多い と 
と は , それ ら の 品種 に お ける 幼虫 の 死亡 率 が 高い と いう 
知見 に 徴 し て すこ ぶる 興味 ある 事実 で ある と 思わ れる 。 

本 文 を 終え る に あたり , 日 ご ろ ど 指導 を 有 則 わ っ た 北大 
EMA, 渡辺 両 教 授 な ら び に 不 稔 に つい て 助言 を 与 
えら れ た 高橋 助教 授 , 北海 道 農業 試験 場 作 物 第 3 研究 室 
長尾 崎 技官 に 対し , 厚く お 礼 を 申し 上 げ る 。 


V. 摘 要 


本 報告 は "1955j 1956 お よび 1958 年 に お いで 7 マメ 
シン クイ ガ に まる 大 豆 の 不 稔 粒 が ほ場 に お いて 生 性 てい 
る か どう か を 検討 し た 結果 を 述べ た も の で ある 。 天 豆 の 
被害 禁 と し て は 普通 の 虫食い 粒 お よび くず 粒 の ほか に , 
珠 柄 部 に 傷害 を 受け た 不 稔 粒 が 認め られ た 。 こ の よう な 
ASML, 特に 長 工 系 統 の 品種 に 多く , 被害 粒 の 総数 の 
約 10~15% を 占め る る と と が わか っ た 。 こ の な よう な 不 徐 
粒 の 発生 数 は , 蒸 数 , 甘 室 数 お よび 洪 入 こん 数 と は 必ず し 
る 比例 し な い 。 EK, か か る 不 稔 粒 が S< ACI RE 
は , 生 理 的 不 和 総 粒 が 多く 生じ た 蒸 室 と 一 致し な い 。 し た が 
っ て , この よう な 不 稔 粒 が 本 種 の 加害 に よっ て 生ずる と 
いう 見 解 は , 再び 確認 され た 。 

上 述 の ご と き 不 稔 粒 の 発生 は , HADREICHATS 
前 後に お いて , 珠 柄 部 に 傷害 を 与え た 場合 に 限ら れる 。 
蒸 の 伸長 期 か ら 種 子 の 肥大 初期 に お いて , 珠 柄 部 に 人 次 
的 な 刺傷 を 与え た 場合 多く の 種子 は な 不 稔 粒 と な る 。 こ 
れ ら の 事実 か ら , その 成因 に つい て 若干 の 考察 を 試み , 
結局 この よう な 不 稔 粒 は , マメ シン クイ ガ の 幼虫 に よる 
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Sl he 説明 
A~D: HOW 
E: GARI BHOS BROWS 
F: BORE 


h: @42hi, s: -EBRANAReh, d: #2, k: < 
TH, m: 珠 柄 部 に 傷害 の あぁ る 不 稔 粒 , e: BATA, 
p: 珠 柄 部 の 傷 こ ん 


| lla Matsumura, under the field conditions. 


and died before feeding the seed. 


| independently of the variation 
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Summary 


The Occurrence of Embryoless Seeds in Soybean Varieties 
in Relation to the Feeding of the Soybean Pod Borer, 


Grapholitha glycinivorella Matsumura 


By Yutaka Nisuiyjima 


Entomological Institute, Hokkaido University, Sapporo 


In view of the previous experiment showing 


| that the embryoless seeds in soybean varieties 
| are increased with the number of the borer eggs 
| deposited artificially (NisHiJiMA, 1954), an inves- 
| tigation is undertaken to ascertain whether the 
| soybean sterility occurs or not by the feeding 


| of the soybean pod borer, Grapholitha glycinivore- 


The 


| results are summarized as follows. 


In the funicular part of a seed, a small feeding 


| trace of the borer, like a pinhole, is often observed 


‘when the first instar larva entered into the pod 


In such a case, 


it is found that the seed becomes an ‘‘embryoless 


| seed’’ which is considered here. 


It is shown that the embryoless seed occurs 


in the numbers 


| of pod, seed-room and the entrance hole of the 


borer found along the sutural part of the pod. 
The percentage of the embryoless seeds to the 
total number of injured seeds differs significantly 
with the varieties tested, showing higher percen- 
tage in a strain of ‘“‘Nagaha-Daizu’’ than others. 

The embryoless seed is mostly found in the 
second seed-room, while that having no symptom 
in the funicle is in the first one. This indicates 
that in the majority of cases the embryoless seeds 
are caused by the pinhole injury of the borer. 
An experiment giving an artificial pinhole in the 
funicle shows that the seed stops its growth if 
the treatment is given in young stage of the seed. 
Some possible factors causing the embryoless 
seed are discussed. It is suggested that the 
embryoless seed is the result of mechanical 


injury in the funicle. 


ca 


ATNICBFSTUEY VERHEOBE 
Asepi, Z. H. (1958) Inheritance of aldrin re- 


| sistance in the Indian house fly, Musca domestica 
| nebulo F. Bull. Ent. Res. 49 (4) : 637~642. 


28°C ChB Liz 7 VEY) vikbtet N= (R) の 


| 薬剤 抵抗 性 を , 油性 の アル ドリ ン を 胸部 に 局所 施用 し て 


調べ た と ころ , WR 0.01% で 諾 で は 52%, 雄 で は 67 
% の 死亡 率 を 示し た 。 非 抵抗 性 (N) の も の は 雌雄 と る 
100 % 死亡 し た 。 


kE5TERXEN, PNxXx8R の 組み 合わ せ で 交雑 を 


pa 


BK 


行ない , 抵抗 性 の 遣 師 を 調べ た 。 そ の 結果 , 上 記 の 組み 合 
わせ の いずれ で る も 抵抗 性 の 遣 伝 は 著しい 違い が な く , 性 
と 抵抗 性 と の 関係 は な いとこ と が わか っ た 。?R と SN,? 
N と 8R を 集団 で 交雑 させ た 場合 る 同様 な 結果 を 得 た 。 
また F, 個体 の 抵抗 竹 は 両親 の うち の 抵抗 性 系 統 の そ 
YE DRL, Fs か らち は 抵抗 性 が 若干 弱 まっ て いる 。 
し た が っ て こと の アァ ルド リン 抵抗 性 は , 性 因子 と の リン ケ 
ー ジ を 持た ず , multiple-gene factor に よっ て 支配 さ 
れれ で いる も の と 


RA 3 
fiat され る 。 


( 農 技 研 宮下 和 喜 ) 


TN uy) Sep a Js Lf 


ee PY tes 
静岡 大 学 農 学部 応用 昆虫 学研 究 室 


緒 言 

ハリ ガ ネ ム シ 類 の 経過 は 長期 に わた りか つう つ 環境 条件 に 
より 相当 変 化す る こと は 周知 の と お り で ある 。 著者 は 生 
育 に 及ぼ す 環 境 の 影響 を 明らか に する た ふ め 環境 因子 を 分 
AL, 温度 , ek, bh, 食物 な ど に つい て 調査 
を 進め て きた が , 更に 体内 細菌 と の 関係 を と りあ げた 。 
吉田 (1951) は ハリ が ガ ネム シ 類 が 静岡 県 に お いて , & 
期 と 夏期 に 各 1 回 耕 土 の 下層 に 生息 する 時 期 と , 春期 と 
秋期 に 各 1 回 耕 土 の 上 層 で 生息 する 時 期 が あぁ あり, HHO 
上 層 で 生島 す る 時 期 は 摂 食 活動 期 , 耕 王 の 下層 に 生息 す 
る 時 期 は 非 摂 食 期 で あり , この すみ 換え は 温度 に よっ て 
起きる で と を 報告 し た 9 ご の 授 食 活動 期 の へ ハリガネ ムシ 
を 絶食 状態 に し た まま 20°C の 適温 の も と に 数 ヵ月 間 放 
He Ch, 外観 的 に は 異常 は 認め られ ず , それ か ら の ち 
食物 を 与え れ ば 順調 に 生育 を と げ る も の で あり , MAW 
PHC ISIS = AVE ICO CORE EL Ko 

また 三輪 ・ 柳 原 (1929) は 人 台湾 産 カン ショ コメ ツキ 
Melanotus tamusyensis は 論 植 物 の 多い 場所 で は , そ 
れ ら を 好 ん で 食べ る た め に サト ウキ ビ へ の 視 害 は 少な い 
が , 腐植 物 の 少な い 所 で は 被害 が 大 きい こと を 報告 し て 
いる 。 し た が っ て ハリ ガ ネ ム シ は 土壌 中 の 有機 物 や 微 生 
物 に 栄 維 を 求め る る の で は な か ろう か , また は 飼育 環境 と 
し じ て 木 材 粉 を 使用 する 場合 は 木材 粉 を 食べ る の で は な か 
Adm, TEORMBECKKINES, 7 まだ 結 諭 は 得 
RS 

こん 虫 と 微生物 と の 共生 に つい て は , 近年 多く の 研究 
が 進め られ て いる 。 すなわち Rvgicki (1952) は wax 
moth (Galleria) の 幼 忠 に お ける ワッ クス の 消化 に は 
強力 な 細菌 の 力 が 必要 で ある こと と を 人 述べ て いる 。 また 
FPoRKIiN (1952) は ショ ロア リ に お ける セル ロー ス の 利用 
Vd, MH E OPAC LS TLRS, 一 般 に 消化 し に く 
WIID7A, セル ロー ス , キチ ン な どの 消化 は 強力 な 役 
年 物 の 作用 まる だ と を 暗示 じ て い る 。 

Brooks (1954~1957) は チャ バネ ゴキ ブリ の 体内 に あ 


(1959 年 5 月 12 日 受領) 
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io BR goo eee 
第 14 報 マル クビ クシ コメ ツキ 幼虫 の 体内 細菌 


井 HE 


る bacteroid を 抗 性 物質 や 熱 な どの 処理 た より 除去 
て 実 険 を 行ない , bacteroid の 作用 に つい て 興味 深い 報 唱 
人生 を 行なっ て いる j。 

壮 者 な は ハリガネ ムシ の 体内 に 生息 する 微生物 に つい で 
の 知識 を うる た め , 野外 で 採集 し た も の や 室内 で 飼育 
た も の の 体内 か ら 細 菌 を 分 離し , 種類 と その 消長 な ら び 
に 細菌 学 的 譜 性 質 に つい て 調査 し た 。 

本 女 に は いる に 先 だ ち , 足 重 な 文献 を 貸与 され た 信州 
大 学 繊維 学部 小泉 清明 教授 な ら び に ご 助言 を 賜 あ わっ た 其 
岡 大 学 農 学部 岡部 徳夫 教授 , 後藤 正夫 氏 に 厚く お 礼 を 皿 
LEW So 

実験 材料 な ら び に 実験 方 法 

実験 に 使用 し た ハリ ガ ネ ム シ は 静岡 県 浜名 閣 浜 北町 新 
原 の 実験 ほ場 で 採集 し た マル クビ クシ ョ コメ ツキ の 幼 忠 で 
OS REMAKE TT vay, 昇 と う 水 の 順 漢 
潰し て 殺菌 し, 殺菌 水 で 数 回 洗浄 し て 考 物 を 除い た の 
10 cc の 殺菌 水 を 入れ た 試験 管内 で つぶ し 乳状 の 原液 
L, これ か ら 100, 1,000, 10,000 倍 の 希釈 液 を 作り 5 
と これら の 液 の 各 1 cc ずつ を 肉汁 寒天 培地 な ら び に 馬 鏡 
し ょ 寒天 培地 に 選 平 培養 し , 25°C で 24~48 IRATE 
させ た の ち 細 菌 の 集落 を 調査 し た 。 T 

WI ORMEIC STO Cit, MHI LORE HAL CM 
形状 , fiRic EORRS LBbNSLOLaMRETEAE 
L, LES LOU CHA SHEA HABAO Ree 
行なっ 8 q 

AVE HEND CHRME L EAM OME GL & ECE 
地 で 採集 し た それ と は , 全く 同様 で ある あっ た の で COB 
の 実験 は 肉汁 寒天 培地 の み を 使用 し た 。 


実験 結果 な ら び に 考察 


体内 細菌 の 属 名 の 同定 
分 誤 さ れ た 細菌 は S1S4 S6, S8, S9, 510,9 
S11 お よび S13 © 8 種 で , Bergy’s Manual of 
Determinative Bacteriology (第 6 版 ) に 従い , if 


re 
See 


~ mae 


] の で 真正 細菌 目 (Eubacteriales) 


有利 用 し , グラ ム 陰 性 反応 を 
| 通 培地 に よく 発育 し , 好 気 


AE LD, 
| mobacteriaccae の Flavobacterium 属 に 属す る も の と 
計ら 4 し る 


0 Sl, 


1959 年 9 月 吉田 ・ 吉 井 : 
学 的 性 質 を 調べ 属 名 の 同定 を 行なっ た 。 

分 離さ れ た 8 種 の 細菌 の 形態 は いずれ る も 両端 鈍 円 の ベ 
AREOLA GACH 0, 光合成 色素 を 持た な い 
(Ciel, 菌 体 に い お 
う を 持た な い の で 真 正 細菌 亜 目 (Eubacteriineae) に 属 
する 。 夏 正 細菌 亜 目 は 内 生 胞 子 を 形成 する も の と し な い 
も の が ある が , S13 は 内 生 胞 子 を 形成 する Bacillaceae 
に 属し 好 気 性 で ある の で , Bacillus 属 に 属す る も の と 
思わ れる 。 

他 の 細菌 は いずれ も 内 生 胞 子 を 形成 せ ず 無機 態 培 地 で 
は 発育 し な い 。 し た が っ て 有機 態 容 素 お よび 炭水化物 を 
を 示す 。 また ペ プ ト ン を 含む 普 
性 また は 通 性 嫌気 性 で , 糖類 
を 分 解 し て 酸 を 出す 性 質 を 持っ て いる 。 

Bic S6 お よび S10 は 黄色 色素 を 出し て 培地 を 着 
リト マス ミル ク で 酸 を 紅 さ な い の で , Achro- 


S1, S4, S9, BEUS]] は いずれ る 近似 し た 性 質 


| を 持っ 細菌 で , 属 種 名 の 決定 は 更に 詳細 な 実験 を 重ね る 


必要 が ある の で 


, 一 応 Bacteriaceae の Bacterium 属 


語 に 入れ て 報告 し , 採 集 さ れ た 細菌 も 通し 番号 で 仮称 し た 。 


分 離さ れ た 細菌 の 分 類 学 的 位置 を 第 1 表 に 示す 。 


第 1 表 ハリ が ガ が ネム シ の 体内 か ら 分 離さ きれ た 


細菌 の 分 類 学 的 位置 
Eubacteriales 
Eubacteriineae 
1. Bacillaceae 


EAN eee sc 
2. Achromobacteriaceae 

Flavobacterium ..................56, S10 
3. Enterobacteriaceae 

Escherichieae 

DES CILCTIGNUA Gas ats cate TE SG 
4. Bacteriaceae 

BGGtertt.vvvo.es SE s48) Sk Sab! 


野外 に お ける ハリ ガ ネ ム シ の 体内 細菌 の 種類 と 消長 
昭和 32 年 6 月 か ら 12 月 に わた り , 自然 環境 下 に あ 
る ハリ ネム シ の 体内 細菌 を 分 離し て 第 2 表 に 示し た 。 
集落 数 は いずれ る も 10-4 倍 の 希釈 液 に た よる も の で , 2 
~ 3 区 の 平均 で ある 。 

分 離さ れ た 細菌 は S11 を 除く S1, S4, S6, SB, 
$9, S10 お よび S13 の 7 種 で , カビ 類 は 分 離さ れ な 
S4 お よび S6 は ハリ が ガ ネム シ の 採集 時 
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第 2 表 野外 で 採集 され た ハリ ガ ネ ム シ の 体内 


ih thc % D 5} Me 
ハリ ガ ネ | ae ee 
ム ダネ 細 re の 種 類 
(ED 8) S1 S4 S6 S8 S9 S10 S11 S13 
GT 42 = Ht 人 
4 38 + + + 
faz + Ww + + 
7 | 40 + + + 4+ 
23.) 24 + + + + 
23 39 + 4+ 4+ + 
23 | 28 + + + 
7 10] 21 + + + =. 
20 26 ++ + 
Sir esd +. + 
Ae Ope | eS te Ne 
2) 24) A + + A 
4} 27} + +H A 
i) = ae 49 ya 
A: 5 未満 , +: 50 未満 
期 と 場所 を 問わ ず , いずれ の 個体 に も 必ず 見 られ , 分 郊 


数 も 比較 的 多かっ た 。 他 の 細菌 は 環境 や 採集 時 期 の 相 異 
に より , 必ず 分 離さ れる も の と は 限ら ず , また 集落 数 も 
fi>CHot, thbbd $1, S45 RS 
は , 春期 の 摂 食 活動 期 の 終り に あたる 6 A 7 日 に は , 
S8 お よび S10 の 2 種 が , 夏期 の 非 摂 食 期 で ある 6 月 
23 A~7 月 31 日 に は S9 が , 人 灸 期 の 非 摂 食 期 で ある 
12 月 2 ~4 日 に は S13 の み が そ れ ぞ れ 分 離さ れ た 。 
し た が っ て Sl, S4 お よび S6 は 摂 食 期 非 摂 食 期 を 
HDT ANISH SM CH YO, 他 の 細菌 は 突発 的 に 食物 
な ど と と も に 消化 管内 に 侵入 し て くる も の と 思わ れる 5s 
また S4 の 分 離 数 は S1 お よび S6 の それ に 比較 し 
CRANK 多かっ た 

ハリ ガ ネ ム シ の 倉 育 と 体内 細菌 の 消長 

飼育 条件 に よる 体内 細菌 の 種類 と その 分 離 炒 の 変化 を 
知 ろ うと し て , 昭和 32 年 5 月 10. 朋 に 採集 し た ハリ ガ が ガ 
ネム シ を 土壌 中 に 入れ , 地下 室 の 20°C 前 後 の 温 度 で ユ 

SSH 採集 後 土壌 で 1 ヵ月 間 飼 育 し た ハリ ガ ネ ム 

シ の 体内 に お け a age 


細菌 を 分 離 体 重 細 菌 の 種 # 
し た 月 日 | ss 
(月 A) | (mg) | $1 S4 S6 S9 S11 $13 
6 iG | 29 | ae ーー = -- 
7. OMe da et et ae ee 
7 | 40 | og TR ee 
7 10 a ee ee ae ee 
10 S05 aT VAN 
8 10 23 Le HS ee 
10 Pn at ae eee A 


記号 は 第 2 表 参 照 。 
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カ月 間 飼 育 し て 体内 細菌 を 分 離し , 第 3 表 に 示し た 。 こ 
0 の > ら は S10 $4, $6, S9, REO S11 D5 Bap 
離さ れ た が , S1, S4 お よび S6 が 普遍 的 に S4 が 
最も 多数 分 離さ れ た 。 

次 に 飼育 環境 を 均一 に する 目的 で , AMHe AV 7 fal 
育 容 器 を 殺菌 し て , 体 表 面 を 殺菌 水 で 洗浄 し た ハリ ガ ネ 
ァ シ を 放ち , 室温 の も の で 飼育 し , 10 日 目 ご と に 体内 細 
菌 を 分 離し た 。 無 菌 飼育 容器 で 飼育 きれ た ハリ ガ ネ ム シ 
の 体内 細菌 の 消長 は 第 4 表 に 示し た と お り で ある 。 TA 
10 Hh FSKYO RY 出し た と き の ハ リガ ネム シン の 体内 
細菌 は S1,S4,S6 お よび S9 の 4 種 で あっ た が , fl 
B#IOHBKYD S1,S4BiO S6O3MI, EK 
BEIAABC4ALY S40 Fas ARicMMLKS 


第 4 表 MAMA CMALCN ITALY O 


体内 に お ける 細菌 の 消長 
細菌 を 分 離 体 宣 M HO ja 
baie Jet (8 - 
(DOM) (iS le iS4.S6--S9 SS 
7 10 BBO | ce se dE 
20 34.5 eS 
31 28.0) + +t 
8 10 28.5 | nN 
20 SOO) se wR SE 
31 Syn || je Ne 


号 号 は 第 2 表 参 照 。 


ハリ ガ ネ ム シ の 体内 に お ける 細菌 の 分 布 

環境 の いか ん を 問わ ず , ハリ ガ ネ ム シ の 体内 に は S1, 
S4 お よび S6 の 細菌 が 存在 する こと が 明らか に な っ た 
が , 体内 の いずれ の 部 分 に 存在 する の で あろ うか と いう 
氏 問 を 生じ た 。 よ っ て 比較 的 容易 に 取り 出せ る 体液 , 脂 
肪 組織 お よび 虫 体 全 部 の 区 分 を 設け て 細菌 の 培養 分 離 を 
AFI AS, Dykes 

体液 の 場合 は 体 表面 を 殺菌 , 洗浄 し て 表皮 に 小穴 を あ 
け , 表皮 上 に 出る 般 明 な 体液 を その まま 培地 に 取り 分 離 

策 5 表 


ハリ ガ ネ ム シ の 体内 に お ける 細菌 の 分 布 


邊 本 応用 動物 量 虫 学会 誌 


細菌 を | 実 験 | 細 HO 種類 

分 離し た | | 

場 所 & ie Si Sze SE Se Sint Sie 

HK | 3 | = 

脂肪 組織 | 3 | Jo oie ae 
1 the Be 

て eA mi sok, (Ce 


記号 は 第 2 表 参 照 。 
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し た 。 了 脂肪 組織 の 場合 は 体 表 面 を 殺菌 洗浄 も た の ちち 表皮 
を 除き , 殺菌 し た 針 の 先 で 脂肪 組織 の 上 部 を 薄く 取り 培 
養分 離し た 。 作 業 は いずれ る も 無菌 箱 の 中 で 行ない 雑菌 の 
侵入 を 防い だ 。 か ハリ ガ ネ ム シ の 体内 に お ける 細菌 の 分 布 
RASHICMUC. MAEM CIE S1, S4, S6, SY, 
S11 お よび S13 の 6 種 が 分 離さ れ た が , 体液 で は い ず 
れる も 分離 で きず , 脂肪 組織 で は S4 お よび S6 O28 
が 分 離 き れ た 。 

S4 細菌 の 細菌 学 的 性 質 

S4 細菌 は ハリ ガ ネ ム シ の 脂肪 組織 か ら 分 離さ れ , こ 
の 虫 の 生理 に 密接 な 関係 が ある の で は な か ろう か と 准 察 
され る の で , 特に 細菌 学 的 庄 性 質 に つい て 調査 じ た 。 
A. 形態 WMORVBRAB, ベ ん 所 を 有 せ ず すず 
ラム 陰性 7 石 談 酸 フ ラク ジジ で まぐ 染色 才 る 8 

B. 培養 的 性 質 肉汁 寒天 : 平面 培養 の 集落 は 発育 束 
く 』24 時 間 以 肉 で 肉 眠 で 認め うる 程度 の 大 き さ と な る 
白色 円 形 で 湿 光 を 有 し , REPECHS. MMHES % 
育 良 好 で あり , 点 て つ ( 綴 ) 状 を 時 し 湿 光 を 有する 8「 馬 釣 
L&R: 肉汁 寒 天 と 同様 の RAZR. リド マス ミ 
ルク 反応: 48 時 間 後 下部 より 腕 色 , リト マス を 居 元 , 


AeA Vee, 乳 精 を 分 離す る 。 4 日 目 で 約 1/3 OF & 


化 を 受け る 。 


C. 生理 的 性 質 ESE, 硝酸 塩 本 元 性 は ちず か に 認 


め ら れ , アン モニ = ニヤ 産生 は 陽性 。 M.R. お よび VP. 
反応 : リン 酸 ブ ドウ ゥ 糖 ペ プ ト ン 水 の 48 REET | 


‘ R 
oA FAS SHES HAGA RE: NHsNO3, KsHPO4 を 
HER CULKRAREMCS, 77 b-ALY BEM 


られ な い が , グル コー ス よ り 培 養 4 AB CAPDRAB I 


好 と な り , か すか に 酸 の 産出 湊 あ る 。 

D. ETHIC S RS 
離さ れる の で , 脂肪 を 分 解す る の で は な か ろう か と の 予 
MO Lic, Star 培地 の 変 法 に まり 綿 実 油 に 対す る 所 
ISZ BN. HMO MINS bY 10g, 肉 デ キス 5g 
食塩 5g, 25% #8527 emulsion 25cc (0.5g の アラ 
ビ ャ ゴム を 20cc OAR KICAML, Chit 5g の 綿 実 


S4 細 苗 は 脂肪 組織 ょ り 分 7 


油 を 加え て で て 十分 に か ぐ は ん じ emulsion と する ), 0.4% | 


BTB 4cc, 蒸溜 水 1 で, この 境地 に S4 細菌 を 塗布 
し , 25°C の 温度 の も と に 放置 じ て , 24 時 間 後 に 人 お ける 


反応 を 調べ た 。 明 ら か に BTB を 鞭 色 に 変え , Mee Ft 
グリ セリ ン と 脂肪 酸 眉 分 解す る で と が 認め られ た だ た 
が っ て S4 細 菌 は ハリ ガ ネ ム シ の 脂肪 を 分 解す る 細菌 と 7 


思わ れ る ie} 
E. 温度 と の 関係 培養 後 24 FTIR AER SH 


より 1 自 金陵 量 を 寒天 斜面 培地 に 移し 』 に れ を 各 温 度 の 7 


1959 年 9 月 HE He: 
UM ASIC Ad 48 時 間 後に お ける 発育 状態 を 観察 し た 。 
$4 細菌 の 発育 は 10°C まで は 全く 認め られ ず , 15°C 
選 お いて か すか に 認め られ た 。 し た が っ て S4 和 細菌 の 発 
益 の 低温 限界 は 10°C と 15°C の 間 で あろ る め 。 

茶山 (1951) は 北海 道 で は Agriotes fuscicollis Miwa 
幼虫 が 活動 を 開始 する の は , 地温 が 11~12°C に な っ 
とき で あり , 地温 が 15°C" 以 上 と に な れ ば 地表 下 3 cm 
琴 内 の 地 中 の 浅い 所 で 活動 する こと を 報告 し て いる 。 吉 
PL (1951) る 短期 間 に 作 用 する 温度 は Melanotus caudex 
Lewis の 幼虫 に 対し て 大 き な 影 郷 を 及ぼ さき な いと と を 丸 
さら に こと の 躍 が 春期 未 士 の 下層 か ら 上 層 に 移行 する 
3 月 下旬 より 4 月 上 旬 の 地 中 5 cm の 平均 温度 は 11 へ 
I3.5°C で ある こと を 報告 し た が , これ ら の 温度 は S4 
細菌 の 発育 低温 限界 と お お むね 一 致し た 。S4 細菌 の 発 
卒 適 温 は 30~40°C で あろ る う 。 

TP. 帳 薬 で 殺し た ハリ が ガ ネム シ の 体内 に お ける S4 細 
OTHERS, ae remit an tn 
3 た 。 

te 摘 Ba 


i 


VD ANVHAARY (RAZ EZYAXY eM) VSB 
MICAS SIRPUED S DOCH CES, 絶食 期間 に お 
凍る その エネ ルギー 源 に つい て 笑 問 を 持っ た の で , 自然 
FERED % と に 生息 し て いる 個体 と 飼育 し た 個体 の 体内 に 
店 け る 細菌 を 分 離し て , 種類 と その 消長 な ら び に その 細 
CMe WAL Ko 

2) ハリ ガ ネ ム シ の 体内 か ら 
28 種 の 細菌 が 分 離さ れ た が , 
細菌 は 環境 の いか ん を 問わ ず , いずれ の 個体 に も 必ず 存 
奏し た 。 他 の 細菌 は 分 離 数 る も 少なく,。 ハ リガ ネム シ の 非 
拭 食 期 に 少な く 援 食 期 に 多少 多く な る 傾向 か ら , 食物 な 
殿中 と も に 体内 に は いる も の と 思わ れる 。 S4 細菌 は 


真正 細菌 亜 目 に 属す る 4 
SI, S4Bi0 S6O 


> Wee 
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S1 お ょ よび S6 細菌 に 比較 し て きわ め て 多数 分 離さ れ 
Tec 

3) ハリ ガ ネ ム シ を 無菌 飼育 装置 で 室温 の も と に 飼育 
Pom 6h GBF, DICER Lee Abas 

お よび S6 細菌 の み と な っ た 。 飼 育 期間 は 夏期 で あっ た 
が , S4 細 男 は 人 育 後 1 ヵ月 目 よ り 急 激 に 増加 し た が , 
Sl # お よび S6 細菌 は 大 き な 変 化 は 見 られ な か っ た 。 

4) 体内 に お ける 細菌 の 分 布 は , 体液 中 で は 分 離 で き 
ず ,- 脂肪 組織 か ら S4 お よび S6 細菌 が 分 離さ れ た 。 
S4 細菌 の 数 は S6 細菌 に 比較 し て 著しく 多かっ た 。 

5) S4 細菌 の 発育 低温 限界 は 10°C と 15°C の 間 で 
あっ た 。 こ の 温度 は 春期 ハリ ガ ネ ム シ が 耕 士 の 下層 か ら 
上 層 に 移行 する 3 月 下旬 ~ 4 AED 平均 地温 の 11~ 
13.5°C と お お むね 一 致し た 。 S4 細菌 の 発育 適温 は 
30°G と 40°C の 間 と 思考 さ れる 。 

6) Srar 培地 の 変 法 に よる 培地 に 塗布 し た S4 細菌 
は BTB を 黄色 に 変え , 明らか に 綿 実 油 を 脂肪 酸 と グリ 
セリ ン に 分 解す る こと が 認め られ た の で , S4 細菌 は ハ 
リガ ネム シ の 脂肪 を 分 解す る 細菌 と 思わ れる 。 

7) 農薬 で 殺し た ハリ ガ ネ ム シ の 体内 に お ける S4 細 
菌 の 分 離 数 は , 正常 な 個体 と それ に 比較 し て 閉じ し ぐ 多 か 
Nien 

5| 用 3c mm 
Breep, R. S. (1948) Bergy’s Manual of Determina- 
tive Bacteriology & 6 fiz. 
Frorxin, M. (1952) Ann. Rey. Biochem. 21: 459 
~472. 
Zl) 覚 1951) 農業 及 園 芸 26: 145~149. 


三輪 勇 四郎 ・ 柳 原 政 之 (1929) 熱 農 誌 1: 275~289. 
吉田 正義 (1951) 静岡 大 農 研 究 報 告 1: 28~46. 
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Summary 


Researches on the Wireworm, Melanotus caudex Lewis 
XIV. On the Bacteria Living in the Body of Wireworm 


By Masayoshi Yossipa and Masahiro Yosuti 


Laboratory of Applied Entomology, Faculty of Agriculture, 


Shizuoka University, Iwata, Shizuoka Pref. 


1. Here, the bacterial flora in the body of 
wireworms was studied. 

2. Body surface of the worm, sterilized with 
alcohol and corrosive sublimate solution, was 
washed with sterile water for several times. 
The body, crushed and emulsified in a test tube 
containing 10cc of sterile water, was diluted 
to concentrations of 10-2, 10-% and 10-4, lcc of 
which was taken and was cultured with beef 
extract agar and potato agar at 25°C. Colonies 
on the plate culture were examined 24~48 hr 
after the treatment. 

3. Eight organisms (four genera) belonging 
to Eubacteriineae were isolated. The organisms 
Sl, S4 and S6, were always isolated from wire- 
worm, regardless of the collecting dates and 
places. S4 was isolated “more in number than 
$6 and Sl at any time. The other organisms 
were found very few in the worm’s body at any 
time, but they increased to some extent at their 
active (feeding) period. Therefore it seems 
probable that those organisms were taken into 
the body together with worm’s food. 

4. When the wireworm was bred in the steri- 


lized breeding bottle in laboratory, Sl, S4 and 


S6 were found while the others isolated disappear_ || 
ed about 10 days after breeding. S4 increased 
in number rapidly at the 30th day after breeding, 
while Sl and S6 did not increase. 

5. S4 and S6, though not isolated from body 
fluid of wireworm, were much isolated from fat 
body. 


6. In S4, the minimum temperature for growth 


S4 was always more in number than S6. 


was between 10°C and 15°C;this almost coincides 
with the average soil temperature (11~13.5°C) 
at 5cm under soil surface during the period from 
the last ten days of March to the first ten days 
of April, when the wireworm begins to migrate 


near to the soil surface. It seems that the 


optimum temperature for growth lies between |] 


30°C and 40°C, 

7. Using the modified Srar’s medium, the 
response of S4 to cotton seed oil was examined. 
BTB turned to yellow. This shows that S4 
resolved the cotton seed oil into fatty acid and 
glycerin. It may therefore be assumed that S4 
resolves the body fat of worm. 

8. S4 found in the worm killed with insecti- 
cides was greater in number than that of the 


normal individual. 


i Ie Dna 
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| さき に 著者 ら (1953, 1954, 1955, 1956) は ャ ママ ュ ユ 
訪 お よび サク サン ガ が ガ の 生殖 器 の 形態 , 交尾 に 対す る 外部 
生殖 器 付 属 器官 の 作用 と その 重要 度 , 変 尾 に 関す る 生態 
な ど に つい て 報告 し , また 別に りん し ( 鱗 超 ) 目 と ん 虫 の 
| 性 的 動作 と 神経 作用 に 関し て は 発情 お よび 交尾 が 第 1 神 
経 節 に よっ て , 射精 が 第 9 神経 節 に よっ て それ ぞ れ 支配 
Sh, し か も その 支配 力 は 第 9 神経 節 か ら 派 出し て 生 難 
RORWICH SE COMBRE URLS CL RISHEL 
fe (ili, 1954, 1957), 
有 | そこ で 雄 ガ が UR) の 生殖 器 付 属 喘 官 を 運動 させ る 筋肉 
| よび 第 9 神経 節 か ら 派 出す る 神経 糸 の 分 布 状 態 特 に こ 
用: ら の 筋肉 と の 関連 を 追究 する こと は , VALE RMO 
| 性 的 動作 と 神経 作用 と の 関係 を 知る 上 に 重要 な 事 が ら と 
ex, サク サン ガ が ガ を 材料 と し て と の 研究 を 行なう た 。 ま 
た 各 神 経糸 が 変態 中 に どの 神経 節 か ら 分 化す る も の で あ 
「 る か を 知る 実験 も あわせ て 実施 し た 。 
な お ぉ 本 研究 を 行なう に あたり ど ご 援助 を 賜 わ っ た 長野 県 
諸 業 試験 場 上 田 支場 石田 靖 場 長 , 終始 実験 に ご 協力 いた 
診 い た 岩崎 律子 奏 業 手 , サク サン さなぎ を ご ど 恵 与 下さ っ 
た 同 松本 支場 井沢 豆 三 場 長 な ら び に ご 校 関 を 賜 わ っ た 信 
川 大 学 教授 和信 木 誠 政 博士 ・ 長 果 県 奏 業 試験 場 長山 崎 寿 博 
LOBRICHL ROD SRM L ES. 
材料 お よび 方 法 

実験 に た は 1958 年 春 飼 養 し た 1 化 性 系 統 の サク サン が 
革 を 用 いた 。 生 殖 器 付属 器官 の 筋肉 お よび 第 9 神経 節 か ら 
陸 出 する 神経 糸数 と 分 布 に 関す る 実験 は 越冬 中 の 雄 さ 
[| なぎ を 2 月 16 日 以後 必要 に 応じ て 10 頭 ず つ 22~25°C 
に 保温 し て 羽化 させ , その が を 背面 , 腹面 また は 側面 か 
MAL Cx FLY BLA (1932) の ロン ガリ ッ ト 白 
LIE VAAL CHE Like 9 神経 節 の 部 
WHR & HHREAR L OBA % dl S GR THE S 7 SE OHH 
11 神経 節 摘出 ) 第 12,13 神経 節 摘 出 お よび 第 12 神経 


(1959 年 6 月 6 日 受領 ) 


サク サン ガ が ガ 雄 の 生殖 器 付 属 器 官 の 筋肉 と 
第 9 神経 節 か ら 派 出す る 神経 の 分 布 


oe 


Ea VA AR HE AR | FH BY 


節 摘 出 の 3 区 を 設け , 3 月 12 日 に それ ぞ れ 20 He pe 
用 し , 手術 後 25~28°C に 保温 し 羽化 し た が に つい て 前 
の 場合 と 同様 な 方 法 で 神経 糸 の 状態 を 観察 し た 。 


実験 結果 な らち びに た に 考察 


1. 雄 ガ の 生殖 器 付 属 器 官 の 筋肉 

サク サン ガ 雄 の 生殖器 の 付属 器官 は カイ コガ の それ 
(Snoperass, 1935) と 有 多少 趣 を 異 に し て いる (GH, 
1954), | し た が っ て その 筋肉 も カイ コガ の それ と 異な る 
わけ で ある 。 サ クサ ン ガ 雄 の 尾 端 内 面 は saccus の キチ 
ン に 囲ま れ , その 内 部 は 変 尾 こ ん ( 梶 ) と 直腸 の 貫通 部 を 
除い で て すべ て 筋肉 に よっ て 充て ん され て いる の で , HE 
を 適 確 に する た め に は saccus の V 字 形 キ チン の 接着 部 
を 切り 離し で 左右 因 広 げ な けれ ば な ら な い 。 こ と の よう に 
し て 観察 し た 結果 を 第 1 図 に 示し た 。 付属 器官 の 筋肉 と 
じ ピ て いずれ る ゃ 大 型 な 毛 そ う ( 業 突起 筋肉 ・ こ う 門 板 筋肉 
毛 そ う キ チン 筋肉 ・ か ぎ (GH) KF UBA- WEA 
肉 の 存在 する ほか に , 第 10 背 板 キキ チン の 内 面 と saccus 
の 裏面 と に も 大 型 の 筋 上 向 が ある 。 和 所 そう キチ ン 筋 肉 と か 
ぎ 状 キチ ン 筋 肉 と は 密着 し て 1 塊 を な し 分 離 が 困難 で あ 
っ た 。 次 に 交尾 こん の 運動 を 直接 つか さ ど る 筋肉 の 数 は 
カイ コ だ が ガ の それ (梅谷 , 1950) と 同じ く 3 対 存 在 す る が , 
付着 する 位置 が 多少 異な っ て いる 。 そ を の 状態 を 第 2 Mic 
示し た 。 最も 外側 の 筋肉 ( 外 筋 ) は 交尾 こん の 末端 と 
saccus © V 字形 キチ ン の 基部 両端 に 付着 し , 最も 長く 
幅 は 他 の 2 筋 の 中 間 で ある 。 外 筋 の 内 側 に ある 筋肉 (中 
ij) VE saccus の 先端 と 交尾 こん の うち 射精 管 が これ に 
侵入 する 部 分 と に 固着 し , 外 筋 に 次 ぐ 長 さ で 最も 幅 が 狭 
Wo また 最も 内側 の 筋肉 (内 筋 ) は saccus OFM EAE 
尾 こ ん の うち 膜 状 を な す 交 尾 こ ん 包皮 の 付着 する 部 分 と 
に 固着 し て お り , 3 者 中 最も 太く て 短い 筋 向 で ある 。 
2. 雄 ガ の 第 9 神経 節 か ら 派 出す る 神経 糸 の 数 と 分 布 
雄 ガ の 第 9 神経 節 か ら 洲 出 する 神経 糸 は 全部 で 9 対 あ 
0, 左右 相称 で 合計 18 本 ある 。 こ の うぅ うち 交感 神経 に 相 
当 す る も の が 2 対 合 まれ て いる 。 最 る も 内側 か ら 邊 側 に 向 
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第 1 図 


ab 


a: AB, b: 


FIZ+ FY, m: saccus, 


①~⑨ は 第 9 神経 節 か ら 派 | 
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クタ サン ガ 雄 の 生殖 器 付 属 器 官 の 筋肉 と 
第 9 神経 節 か ら 派 出す る 神経 糸 の 分 布 


こう 3 う 門 板 筋肉 ,) c: Be 5 2D, 
ViiA, ©: 交尾 こん 外 筋 , fF: 
裏面 筋肉 i: 第 10 Rte BA, j 


oe 
AP FE 
DC FS 


Ch FA, 


g: 
BS) Gay, 


Nn: 64 


Oe 2 
Hs BHR O BBR RT 5 


Dr Sh Sa, 


d: BEA FU PSREF 


CK CAM, bh: saccus 
k: Wk, 1: saccus V 


Di ae 2 


第 3 巻 第 3 号 


か っ て 順次 ① 神 経糸 ~⑧⑨ 神 
HR EMBTSTEEL, 
その 分 布 状態 を 第 1 図 に 示 
LS 

① 神 経糸 は 第 9 神経 節 の 
後 端 中 央 か ら 派 出す る 細い 
神経 で , 長く 走っ て 直腸 膨 
大 部 全域 に 分 布 し て いる 5 
⑨② 神経 終 は 最も 太く ① 神経 
ROTMPSIEL, OF 
経糸 と 平行 し て 最も 内側 を 
走り , 途中 で 太い 2 本 と ど 細 
い 2 本 と の 4 本 に 分 枝 志 で 
いる 。 最も 太い 1 本 は 途中 
で 毛 束 状 の 神経 を 交尾 ご が 
! 筋 と 交尾 こん 内 筋 Chal 
じ 部 位 か ら 送 り , =the 
KE DTI DS PRA Io 
AHL TW So {hOAVW 1 AS 
は 前 者 と ほぼ 同様 な 位置 か 
ら 毛 束 状 の 神経 を 交尾 き 刀 
外 筋 と 射精 管 と に 送り se 
軸 は 毛 そ うぅ 突起 筋 和 内 に は 
っ で いる 5 次 に 細い 24D 
うち 最初 に 分 岐 し た 1 奈 締 
直腸 の 基部 に , 太い 神経 の 
分 岐 点 付近 か ら 分 か れ た の 
ちの 1 本 は 毛 そ う キ チン 徹 
Al, か ぎ 状 キチ ン 筋 肉 だ に 分 
布 し て いる 。⑧ 神 経糸 放 第 
9 神経 節 の 後 側面 上 方 か ら 
URHL, ⑨② 神経 余 に 深 の で 
Ks, FIRS ST LRA 
1LOGR+ FV OKB MAB 
LOC PLO I 
和 肉 に 分 布 し て いる 。 @PiRe 
TRUS ES 9 神経 節 の 側面 下方 
か ら 派 出 じ , 分 岐 す る a 
な く saccus BM ORAS 
LOT OPE OG Ee 
ACSA LTS. OF 
VLD HEAR OD BI a> 5B UK 
出し , 腹面 縦走 筋肉 の 下 で 
細い 分 枝 を 出し , 更に 伸び 


1959 年 9 月 


第 2 図 サク サジ シ ガ 雄 の 交尾 こん 筋肉 と 
HIRES DO 18 


a: 第 9 神経 第, b: @pReA, c: AB 10 背 板 
Weer, d: i, e: 交尾 こん 外 筋 , f: 交尾 と 
AM, gf: 交尾 こん 内 筋 , bh: 交尾 に こん 包皮 , 
Hi: 3 10 GRAF YUBA, i: 交尾 で ん k: H 
| pee Ls 


saccus'V 学 形 キ チン ジン, m: saccus, 
EO E02 大 玉 9D i 3 
突起 


| て 末端 環 節 付近 の 体 皮 組織 に 終わ っ て いる 。⑧ 神 経糸 は 
| 第 9 神経 節 の 前 部 上 方 か ら 派出 し て , 背面 皮膚 に 接近 す 
| 2 筋肉 お よび 体 皮 組織 に 分 布 し て いる 。⑦ 神 経糸 は 第 9 
| RR OFS 先端 部 に 近い と ころ か ら 派 出し , わずか に 
伸び て 側面 の 環 節 筋肉 お よび 背面 皮膚 筋肉 に 分 布 し て い 
| Do OMAK IIA MRICS SLOT, 第 9 神経 節 
| の 後部 背面 中 央 か ら 派 出し , きち わ め て 細く , 腹面 皮膚 筋 
| 内 に 終わ る 。⑨ 神 経糸 も 交感 神経 に 相当 する も の で ⑧ 神 
| 経糸 の 前 方 か ら 泊 出 し, きち わ め て 細く , 背面 縦走 筋肉 の 
ER CHAICFIRL, 背面 皮膚 筋肉 に 終わ ちっ て いる 。・! 
3. 雄 ガ の 第 9 神経 節 の 部 分 的 摘除 と 神経 糸 


雄 ガ の 第 9 RENTS k 5 CD HOB 11, 12 お よび 13 
| 神経 節 が 変態 中 に 合体 し て で きた も の で ある 。 そ こ で 前 


| BICSE<H 9 WORE GIRO TiO HEI 
| 座 化 し た も の で ある か を 知る た め に Cc, よう 期 に 神経 節 を 
摘出 する 実 険 を 行なっ て , 羽化 し た 雄 ガ が の 神経 糸 を 調べ 
| だ 結果 を 第 3 図 に 示し た 。 第 11 神経 節 を 摘出 し た 場合 
| ls, 12 と 第 13 神経 節 と が 合体 し て 手術 に よる 傷 


| 跡 付 近 に 付着 し , この 神経 節 か ら ひ の ・⑨・⑧・@・⑨- 
1®- OMe HL, ⑧・⑦ 神 経 終 を 欠い て いた 。 第 


| 12-13 神経 節 を 摘出 し た 場合 は 第 11 神経 節 の み が 単 独 
| で 午 術 に よる 傷跡 より 若干 前 方 に 存在 し , この 神経 節 か 
156 - ⑰⑦ 神 経糸 を 派出 し て お り , その 他 の 7 HOMRA 
| 2. NL た 
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Dg Do 


第 3 図 神経 節 を 摘出 し た サク サン ガ が さなぎ か ら 
46 to HE D BAKER 

第 11 神経 節 摘 出 区 

第 12, 13 神経 節 摘 出 区 

第 12 神経 節 摘 出 区 

第 11 神経 節 , B: 

: 第 13 神経 節 

@~@! ま 神 経糸 の 名 称 を 示す 。 


第 12 神経 第 


O Pwr 


第 11 神経 節 が 傷跡 より 少し く 前 方 に , 第 13 神経 節 が 
saccus の 裏面 基部 に 付着 し , 互 に 分 離し て 存在 し , 前 
者 か ら は ⑱⑥・⑰⑦ 神 経糸 を , ep ら は ①・⑨・⑧ 神 経糸 
お よび ⑧ 神 経糸 を 派出 し , ④⑨・⑧・⑨ 神 経糸 を 欠い て い 
た 。 こ と これら の 結果 か ら , 第 11 神経 節 か ら は ⑥・⑦ 神経 
He, 第 12 神経 節 か ら は ④ EE 
当 す る ⑨ 神 経糸 を , 第 13 神経 節 か ふら は ①・⑨-・- ra xs 
pen i te ae NEF SS 
CHET EMBRACE CE So 

以上 述べ た 実験 結果 か ら , サク サン ガ 雄 の 交尾 に 関連 
を 有する 生殖 器 付 属 器 官 に は それ ぞ れ よく 発達 し た 筋肉 
が 存在 し , し か も ぞ の 筋肉 に は いずれ も よう 期 の 第 13- 
TEA oan ON tea 
器官 の 切除 実験 結果 (山崎 らち, 1953) d= 5% 
て 特に 重要 な 役割 を 演じ て i 
LOG 10 背 板 キチ ン に は 7 その 筋肉 に 
が 直接 分 布 し て いる こと , 更に 射精 作用 と aes 
する と 認め られ る 交尾 こん 筋肉 と 射精 管 と に は 毛 束 状 を 
な し た 多数 の 神経 が 分 布 し て いる 点 な ど が 特に 注目 に 値 
する 。 RICK im AOR MEOBA (山崎 ら ,1956; 
西村 ら , 1959) ase で な る ” ae 11 お よび 第 12 


神経 節 か ら 分 


> 2 

I . APO & RAE ORBICS 
じ て 分 化 分 布 を 異 に し て いる こと が わか る 。 し か し な が 
BEA Oe FE PE FA IC xt する 第 1 神経 節 , 射精 作用 に 対す 


る 第 9 神経 節 の 支配 力 と よう 期 の 第 13 神経 節 に 相当 


198 HAS Hw BRS Se a 


る 部 分 , お よび それ か ら 分 化す る 神経 糸 と の 関係 ( 山 
崎 ら , 1957) は 雌 ガ の 産卵 作用 に 対す る 第 1 神経 節 の 壇 
配 力 と それ ら と の 関係 (山崎 ら , 1957; HAS, 1958, 
1959) と きわ め て よく 似 て いる も の で あっ て , とこ の こと 
は りん し 目 こ ん 虫 の 性 的 動作 に 対す る 神経 作用 を 究明 す 
る 上 に 興味 ある 事 が らち で ある 。 


Ed と め 
POPU HMOATIA NIB BORA, os 9 神経 節 か 
DUR DRO EAA, 第 9 神経 節 の 部 分 的 摘除 
LAR DIM EIZOW TERE ATION, 次 の 結 諭 を 得 た 。 
1) サク サン ガ 雄 の 生殖 器 付 属 器 官 の 筋肉 は 毛 そ う 突 


邊 筋肉 ・ こ と こう 門 板 筋肉 ・ 穫 そう キチ ン 筋 向 ・ か ぎ 状 キチ 
第 1 表 
CN RE eats 
⑪ 神経 糸 直 腸 
と う 問 板 筋肉 EBC AM 
HB 基部 交尾 こん 中 筋 
Ce 弄 そ う 突起 征 肉 RRC AMM 
| B24 ン 。 
pepper BA 射精 OF 
第 10 GisrF UGA 
OBA) pwenemnn 
Saccus 裏面 筋肉 
£ 
ee FELON TH EZ MH PS 
腹面 皮膚 筋肉 
" 7 *” 
OP ie ed BG BZ HH OS 
On eA HheemA 
⑰⑦ 神経 糸 背面 お よび 側面 皮膚 筋肉 
© 
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第 3 巻 B83 


VASA $5 10 背 板 キチ ン 筋 和 内 で あり , その ほか 交尾 
ん に は 3 つの 筋肉 ( 外 筋 ・ 中 筋 ・ 内 筋 ) が 存在 する 
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Previously the author reported with others on 


(he relation of the sexual behaviour and the role 


The present study reports upon the muscular 
system in appendages of the genital organ and 
upon the distribution of nerve fibres from the 
Nth ganglion in the male moth, which will 
contribute to the fundamental knowledge on the 
above-mentioned studies. 

1. The muscular system consists of the muscles 
of tubercle, supra-anal plate, chitinous tubercle, 
Bicate chitin, the 10th tergum, and penis at 
vhich three kinds of muscles (exo-, meso- and 
endo-muscle) distribute. 

2. The nerve fibres from the 9th ganglion are 
composed of 9 pairs. 

3. The distributions of the above-mentioned 
fibres are shown in Table 1. 

| ' 4. It is observed by removing the ganglion of 
the pupa that the nerve (6) and @ are originated 
Pa the llth ganglion, the nerve @, @ and @Q) 
(sympathetic nerve) in the 12th one, the nerve 
@, Q), @ and (sympathetic nerve) in the 13th 


Fone. 
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Studies on the Muscles of Appendages of the Genital Organ and the 
Distribution of Nerve Fibres from the 9th Ganglion in the Male 
Moth of the Chinese Tussah Silkworm, Antheraea pernyi GUERIN 


Table 1 
Name 
of nerve fibres Organs distributed 
(Fig. 1) 

Nerve @ Rectum 
| Mus. of supra-anal plate, mus. 
at the basal part of rectum, 
mus. of tubercle, mus. of chitin- 

9 > 

Nerve @ ous tubercle and uncate chitin, 
exO-mus., meso-mus. and endo- 
mus. of penis, ejaculatory duct 
Mus. of 10th tergum, mus. of 

Nerve @) dorsocaudal integument 
Ventral mus. of saccus, mus. of 

Nerve @ ventrocaudal integument 

; Mus. of ventral integument, 

Nerve ©) mus. of caudal integument 

Nerve ©) | Mus. of dorsal integument 
Mus. of dorsal and _ lateral 

Nerve @ integuments 

Nerve | 

(Sympathetic) | Mus. of ventral integument 

nerve BM 

Nerve 9) 

Ce Mus. of dorsal integument 

nerve 


Studies on the Diapause in the Planthoppers and Leafhoppers 
Ill. Sensitivity of various larval stages to photoperiod and the 
forms of ensuing adults in the green rice leafhopper, 
Nephotettix cincticeps UHLER' 


By Ryoiti KisiMoTO° 
Entomological Laboratory, Kyoto University, Kyoto 


INTRODUCTION 


The present author reported that the 
green rice leafhopper, Nephotettix cincticeps 
Unter, showed the elongated 4th and 5th 
larvalstages under a short day photoperiod 
of 8hr at an adequate low temperature, 
and the elongation of developmental period 
was considered to be due to the diapause 
(KisimoTo, 1959). In the same paper it was 
also shown that the larvae at the arrested 
state of development retained the sensi- 
tivity to a long day photoperiod, i.e., the 
larvae restored the development whenever 
they were put under a long day photo- 
period even at the same temperature. 

The adults reared under a short day 
photoperiod grow up to the spring form 
and those under a long day the summer 
form (KistmoTto, 1958), the two forms differ- 
ing from each other in the pigmentation, 
size, etc. (Esaxi & Hasurmoro, 1937; Kist- 
MOTO, 1958). Recently, MUrrLgr (1954, 1957) 
found that the seasonal polymorphism 
was determined by photoperiod during the 
middle instars, the spring form being 
induced under a short day and the summer 
form under a long day, in Euscelis plebejus 
and E. lineoratus (Homoptera, Auchenor- 
rhyncha). 

In the present paper the sensitivity to 
photoperiod of each larval stage is studied 
from the view-point of the induction and 
the maintenance of diapause and the 
determination of ensuing adult form. 
Prof. Dr. Syunro Uripa of this labora- 


tory is sincerely acknowledged for his | 
encouragement and criticism for this | 
study. Colleagues of this laboratory are | 
also acknowledged. 


METHODS OF REARING 


Details of the rearing technique have | 
already been shown in the previous papers © 
(Kistmoto, 1959a, b). The larvae attained 


to a given stage were put within 24hr of |] 


moulting under the opposite photoperiod 
from that to which the larvae were jj 
hitherto subjected. The rearing was | 
carried out at 20°C under artificial illumi- 
nation by an electric luminescent tube, 
illumination being given for 16hr in the 
case of a long day photoperiod and 8hr 
in a short day. 


RESULTS 


1. Developmental periods of the 3rd, 4th 
and 5th larval stages. — Average durations 
of the 3rd, 4th and 5th larval stages of 
each treatment are shown in Fig. 1. The 
emergence and the 4th moulting curves 
are shown in detail in Fig. 2. The 4th and 
the 5th larval stages show the longest 
duration under the short day photoperiod 
treated throughout the larval development 
and shortest under the long day. In the 
former case individual variation is also 
greatest of all; the larvae having shorter 
period show the near duration compared 
with that of non-diapausing larvae. 


Followings can be seen in Fig. 1. For 


the induction of diapause for all larvae it 
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Fig.1. Average duration of the 3rd, 4th and 
5th larval stages under various 
treatments of photoperiod. Black 
quadrats mean the short day photo- 
period (8hr) during the stage, white 


quadrats the long day (16hr). 


is necessary for the larvae to be subjected 
ito the short day photoperiod from the lst 
llarval stage. When the short day treat- 
iment was commenced at the 2nd _ stage 
)considerable elongation could be observed 
lin some larvae but the most retained the 
inon-diapausing development. The former 
larvae were considered as diapausing 


Hlarvae from the view-points of size and 
too, as 


ipigmentation of ensuing adult, 


る 40 50 


60 
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will be mentioned below. 

The larval period which attains its 
largest value under the treatment of the 
short day throughout the larval develop- 
ment is reduced by the treatment of the 
long day photoperiod, whenever may it be 
commenced. In the lst and the 2nd larval 
stages no clear difference is found out 
between the developmental periods of the 
larvae treated in the two ways. Concern- 
ing the 3rd, 4th and 5th larval stages, the 
developmental speed never attains to the 
non-diapausing level from the stage the 
treatment is commenced. It is attained 
when the treatment is commenced at the 
preceding stage, i.e., the 5th larval stage 
attains the non-diapausing level when the 
larvae are transferred from the short day 
to the long day at the beginning of 4th 
larval stage. This trend is similar in 
both 4th and 5th larval stages, though a 
little low degree in the 3rd stage. An 
inverse relation between the 5th and the 
Ath larval period is, therefore, observed, 
namely, the 5th larval period becomes 
shorter than the 4th larval period when 
the transferring to the long day is made 
at the 3rd or 4th moulting, and this 
relation can also be found between the 
3rd and the 4th larval periods. Little 
effect of short day photoperiod given at 
the Ist and the 2nd larval stages is brought 
to the 4th and 5th stages unless the short 
day treatment is continued, but well 
clearly shown in the 3rd larval stage. 


F 


70 80 90 


Larval developmental period in days 


Accumulated 4th and 5th (emergency) moulting curves in various treatments, the 


signs, A, B,C, ....:. corrsponding to those in Fig. 1. 
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2. Size of adults obtained in the preceding 
experiment.-Width of head,length of tegmen, 
length of tibia and femur of the hind leg 
were measured with an ocular micrometer. 


5.00- 


< 
で 


Total period of larval development 


. 
w 
< 


Length in mm 


2 ED itp. 2° 430 shown that the length of tegmen reduces 
eee ON, with elongation of the larval period in | 
Te yoo ty gO curvi-linear proportion. This relation is 

OA aoe OO . . 

a tg 1: ras Wal oly found also among the members in a given 
AmBuCMONE TF (Guy Ah CDE OT tes treatment, the longer the developmental 

| ‘ period the smaller are the ensuing adults, 

Fig.3. Average measurements of various ‘ : 4 s 

tenes oat ested case Sere in both sexes. Reduction of size is clearly 
treatments OF photoperiod’ We head shown in the treatments in which the 
Wid thet Merten SG short day exerts its effect elongating the 
hind leg, TL: length of tibia, T: larval period a little over that of non- 
length of tegmen, LDp: larval de- diapausing larvae, such as in D, E, H, l 
velopmental period. and J. 3 
° 
oo 
oo 
oM@ o ABC 
5.0 oe A DE 
poe e FG 
3 TOO x ae 
ERO eX x see! 
Ss DA aoe e298 
を AAAXx @ @ 
ミ wea A vee Aue 
3 5 A Ne A we e 
き © e ® e e 
x ooo AA 2 © e ee e e 
S re ST 
さき  】 e 
&* a 
; = 
e 
ee 6 Be nd e e 
e e 
e ® e eee 
° r) 
1 as eee } 
$0 70 80 90 


Japanese Journal of Applied Entomology and Zoology 


Vola3y; Noms: 


Averages of measurements for each treat- | 
ment are shown in Fig. 3. ; 

Considerable reduction of size is observed | 
in the adults treated with the short day |} 
photoperiod throughout the larval develop- | 
ment compared with those treated with 
the long day one, 13.8% reduction in the | 
length of tegmen in the male and 13.1% 
in the female. Reduction in various parts 
measured shows a parallel trend for each 
other, most conspicuous in the length of 
tegmen and least in the width of head. | 
In the other treatments measurements 
show intermediate values between the two 
extremes. 

The relation between the length om 
tegmen and the developmental period is 
shown by individual in Fig. 4. It is clearly 


Larval developmental period in days 


Fig. 4. Relatlon between the larval developmental period and the length of tegmen of the 
ensuing adults. Upper : female, lower : male. 
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3. Coloration and shape of the genital 3 
organ. 
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As already reported prelimi- BE 
nary (Kisimoro, 1958), male adults <4} 4 082 
emerged from diapausing larvae pre- a) Ps a A | oF 
’ sent lighter coloration than those & fot ; 7 de oe 
from non-diapausing larvae. Black 2) on 
[| pigmentation densely deposited on _ 
the tip of tegmen and on almost whole os Riot Se acs Tor ie a ae 
lateral side of body and small spotted A TOE i alg 
| pigmentation on the legs in the latter Fig.6. Ratio of the length of tegmen to the length 
| of femur of the hind leg plotted against the 
| adults are much reduced or almost larval developmental period. Ratio is calcu- 
| absent in adults emerged from dia- lated from averages of the two measurements 
| pausing larvae. Details are shown for each treatment. Black circles: female, 
} in Fig. 5. Intermediate forms are white: male. 
easily produced in various treatments. 
No clear difference was found in the examined but no clear difference was 


| female except a little dense brown colora- 
tion on the lateral side of body in non- 
diapaused adults. 

Shape of the penis and the stylus was 


the 
summer form (right) and the spring 


Fig.5. Photographs showing typical 


form (left). Upper: dorsal view of 
the female, middle: dorsal view of the 
male, lower: lateral view of the male. 


found. The size of the two parts is larger 
in larger adults in proportion. 

4. Relative growth of the tegmen and the 
leg. — To study the relative growth a ratio 
length of tegmen 
length of femur of hind leg 
which was commonly used in the study 
of the phase of locusts. The ratio is shown 
against the developmental period in Fig. 6. 
Ratios were calculated from the average 
length of tegmen and femur for each 
treatment. The ratio decreases with 
developmental period in the similar trend 
with that in the length of tegmen itself. 
Similar trend is shown in ratio of the 
length of tegmen to the width of head. 
These facts mean that those adults which 
have shorter larval periods show relatively 
larger tegmen for their general body size. 
In other words the length of tegmen is 
most sensitive to the effect of the treat- 

ment reducing the size. 


was. taken, 


DISCUSSION 


A long day photoperiod given at the lst 
to 2nd larval stages has almost complete 
effect in preventing the induction of dia- 
pause. Even the long day treatment 
during only the lst stage causes about 60 
~70 per cent of larvae to become non- 
diapause type, the discrimination from 
the diapausing larvae being tentatively 
made by the time corresponding to the 


completion of the 4th or 5th moulting 
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under the long day photoperiod. It was 
already reported that the larvae in the 
diapausing state induced by a short day 
photoperiod could restore the development 
whenever they were put under a long day 
even at the same temperature (KisiMoToO, 
1959). The diapause of the green rice 
leafhopper has thus strict condition for 
the induction and is always open to the 
restoration of development. But in detail, 
the restoration of development takes an 
elapse of appropriate time to attain to the 
non-diapausing level. In the present study 
the critical period when the larvae attained 
to the non-diapausing level was not de- 
termined in the intra-instar development 
but at least after an elapse of one larval 
etaveliu attained stomthesievel) «Lhe  de- 
velopmental reaction to the long day 
treatment is similar in both 4th and 5th 
larval stages; the fact means that both 
instar larvae are in the diapausing state 
as far as the developmental speed is con- 
cerned. The elapse of time seems to be 
due to the time necessary for some 
hormonal processes intervening in the 
development attain to the non-diapausing 
state. It may be a parallel phenomenon 
to the diapause development in the sense 
of ANDREWARTHA (ANDREWARTHA, 1952). 

The aduit forms in respect of the size 
and pigmentation are, as shown in the 
present experiment, not discrete for each 
other, the extremes differing from each 
other as defined as the spring form (small 
and light pigmented) and the summer 
form (large and dark) (Esaxi & Hasuimoro, 
1937). Indeed, some intermediate forms 
are found between field collected adults 
of the overwintered and the lst generation 
of the year (unpublished data). These 
facts seem to be due largely to the unstable 
nature of diapause of this species. But 
it is certain that the diapause has an 
important relation to the determination of 
adult forms probably with the elongation 
of the developmental period. 

Mitter (1954, 1957) stated that the 
seasonal polymorphism in Euscelis plebejus 
Fatt. (Homoptera, Auchenorrhyncha) was 


Wolk, & No. 


determined by photoperiod during the 
middle stages of larval development (2nd 
to 4th), the summer form being produced 
under a long day and the spring form 
under a short day, and the effect of 
temperature on the determination of the 
forms was almost excluded. In this study 
MULLgr found that E. incisus Ks. which 
had been considered as a distinct species 
was the spring form of the former species. 
In these papers he discussed the important 
role of photoperiod on the determination 
of the seasonal forms, not confining the 
discussion to the leafhopper mentioned, 
and criticised the prevailing view that the 
diapause played an important role in it. 
E. plebejus has no diapause during the 
larval development and the larvae reared 
under different photoperiods show the 
same larval duration. Moreover, difference 
in the shape of penis between the two 
seasonal forms is in such a degree that 
the two forms had been considered as 
distinct species. In the present case no 
clear discrimination was possible between 
the effect of photoperiod and diapause. A 
little elongation of the average 
period induced by the short day photo- 
period, as in the cases of D and E, is 
accompanied by a considerable reduction 
of the adult size. This trend is also 
appreciable among the members in one 


treatment having an average develop- Ws 


mental period a little longer than that of 
non-diapausing larvae, such as D, E, H, Tl 
and J. 
developmental period can be seen from 
the non-diapausing larvae, while the re 
duction of size is induced. 
least in this case, the reduction seems to 
be considered as accompained by an 
elongation approaching to zero. 

In an allied species, Nephotettix apicalis 
Motscuutsky, also the effect of short day 
inducing a little reduction of the adult 
size was found (KisimoTo, 1959). This 
Species has no true diapause but a slight 
elongation of the larval period is induced 
under a short day photoperiod. 

In the small brown  planthopper, 


larval 7} 


In extreme, no difference in the | 


But at 7 | 
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Delphacodes striatella FALLEN, which has a 
liapause in the 4th larval stage, the brachy- 
»terous male is predominantly produced 
om the larvae diapaused (Kisimoro, 1956). 
this case percentage production of the 
)rachypterous form increases with dura- 
tion of short day treatment the larvae 
ire subjected, as in the cases of J, I, H, 
x and F in the present experiment, and 
jaturally the developmental period elon- 
ates with elongation of the short day 
reatment. And it was concluded that 
he diapause during the larval period 
rovided a condition favourable for the 
jcoduction of the brachypterous male. 
(he seasonal polymorphism in the leafhop- 
ts and the macropterous and brachy- 
erous polymorphism in the planthoppers 
annot be always considered as comparable, 
jut the relation between the induction of 
jiapause and the production of the spring 
prm or the brachypterous form is mutually 
‘iggestive. 

|| Elongation of the developmental period 
low temperatures has no parallel effect 
m the adult forms to that of the short 
ay photoperiod. Fig. 7 is drawn using 
ne data on the relation between the 
Irval period and the length of the tegmen 
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Larval developmental period in days 

Relations between the larval duration 
and the T/F ratio (upper) or the 
length of tegmen (lower) in adults 
reared at various temperatures under 
a long day photoperiod (redrawn 
from Kisimoto, 1959b). Black circles: 
female, white: male. 
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long day photoperiod reported in the 


previous paper (Kisimoro, 1959). The 
length of tegmen and the ratio, ラー , 
femur 


increase with developmental period except 
the case of the length of tegmen in the 
female in which a little decrease is found. 
This fact means that the reduction of 
adult size is not indiscriminately related 
to the elongation of developmental period 
but to that owing to diapause. 

Jory (1954) and Jory (1956) showed that 
by implantation of the corpora allata into 
gregarious nymphs of Locusta migratoria 
L. it was possible to obtain individuals 
which more or less resembled solitaria 
in the morphological characters and the 
pigmentation. He assumed that the gre- 
garious phase introduced a hypoactivation 
of the corpora allata, which is more or 
less responsible for the development of 
the morphological characters. Fukaya & 
Mirsunasui (1957, 1958) found that the 
larval diapause in the rice stem borer, 
Chilo suppressalis WaLKER, was characteriz- 
ed in the temporary failure in the acti- 
vities of brain-prothoracic glands system 
accompanied with the high activity of the 
corpora allata. In the larval diapause of 
the green rice leafhopper it is also supposed 
that the hormone secreted from _ the 
corpora allata plays an important role. 
These two findings lead us to assume 
that the induction of diapause and the 
reduction of adult size are phenomena 
connecting for each other, at least in this 
case the two phenomena have some con- 
nection to the corpora allata as a common 
centre of action, though may not be 
ultimate one, which is precursory reactive 
to environmental factors, such as photo- 
period, etc. The weight which of the two 
reactions, the induction of diapause or 
the reduction of size, are to be pronounced 
may be species-specific. 


SUMMARY 


Some rearing experiments were carried 
out to determine the stages sensitive to 
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photoperiod inducing or completing the 
diapause in the green rice leafhopper, 
Nephotettix cincticeps UHLER. Rearings 
were carried out in a room of constant 
temperature of 20°C. 16 hr illumination 
was given in the long day photoperiod 
and 8hr in the short day. 

1. For the induction of diapause in all 
larvae subjected the short day treatment 
is required since the lst larval stage. 
Even the long day during the Ist stage 
causes 60 to 70 per cent of the larvae to 
become non-diapause type. 

2. The larvae of all stages which are 
reared under the short day photoperiod 
retain the sensitivity to the long day 
photoperiod, the sensitivity being shown 
in the acceleration of development there- 
after. 

35° The 4th and the Sth stage) larvae 
which present the most clear elongation 
of development under the short day 
photoperiod react to the long day treatment 
in the similar way for each other, namely, 
the development is not accelerated in such 
a degree that the non-diapausing level is 
attained in that stage the treatment is 
commenced, but attains to the level pro- 
vided the treatment is commenced in the 
preceding stage. It is difficult to determine 
which is the true diapausing stage the 
4th or the 5th stage from the reaction 
to photoperiod. 

The 3rd stage also reacts in the similar 
way but in a lesser degree. 

4. The adults obtained from the various 
treatments mentioned above were measured 
in the length of the tegmen, the tibia and 
femur of the hind leg, and the head width. 
The typical summer form is obtained 
under the long day photoperiod throughout 
the development and the typical spring 
form under the short day. In the other 
treatments intermediate forms in the size 
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and pigmentation are obtained, the longer 
the developmental period the more appr 
oaching to the spring form are the 
ensuing adults. A hyperbolic relation 
is found between the two variables, the 
length of tegmen or other body parts and 
the developmental period. | 
A ratio, length of tegmen/length of 
femur of the hind leg, was taken to study 
the relative growth of body parts. The | 
ratio presents a similar trend with that | 
of the length of tegmen itself with elon- | 
gation of the developmental period. This” 
fact means that the length of tegmen is } 
most sensitive to the effect of photoperiod. | 
5. Elongation of the larval period due} 
to low temperature shows no such a} 
relation to the size of ensuing adult as in} 
the former case due to the diapause. 
6. Corpora allata are assumed as 4a 
common proximate centre of action im 
ducing the diapause and the reduction off) 
adult size. 
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September, 1959 


d 摘 


| rovers WIC, 長 日 か ら 短 日 , ある い は 短 
PDDEAICHA, 休眠 誘起 お よび 発育 促進 の 様子 を 
! へ た 。 FAVS 16 WEMARH, 短 日 は 8 時間 照明 で , 全 
BAMA 20°C で 飼育 し た 。 

DD) 全 個体 が 休眠 に は いる た め に は , 
Be Rm TSC LAME, 1 令 だ け 長 日 と し た だ け で 
60~702%% の 個体 は 非 休眠 と な る (第 し 2 図 )。 

| 2) BPMARE CS 4 SL 5 SASPMRIRGE HED BA 
か に 示す が , 長 日 に お く と 発育 の 促進 が 見 られ る 。 し 
*L, 長 日 に 移し レ し た その 令 か ら 直 ち に 非 休眠 個体 と 同じ 
層 度 の 発育 速度 に は な ら ず , その 前 の 令 か ら 長 日 条件 に 

導 た 場合 こそ の 速度 に 達する 。 こ の 傾向 は 4 令 と 5 令 
Clk2 きり し た 区 別 は な く , 3 令 幼 虫 る も 低い 程度 な が 
同じ 傾向 を 示す 。1~ 2 令 で は 休眠 と は いる も の と 非 


1 令 か ら 短 日 処 
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要 


2 AKROK Ri Bt 2H R 
WH. ツマ グロ ョ コバ イ 幼虫 各 令 の 日 長 作用 に 対す る 感受 性 と 
それ か ら 羽 化し た 成虫 の 型 に つろ い て 
岸 本 gp 
京都 大 学 農学 部 昆 虫 学研 究 室 


休眠 の る の と で 発育 に 差 が 見 られ な い (第 1 図 )。 
3) この 和 飼 育 で 得 ら れ た 成虫 の 頭 幅 , 前 ば ね 長 , 後肢 


た い 節 長 , けい 節 長 を 測っ た 。 全 令 長 日 条件 下 で で 夏 型 , 
全 令 短 日 条件 下 で 春 型 が 得 ら れる が , その 他 の 条件 下 で 
は 中 間 型 が 容易 に 得 ち れる 。 体 の 大 き さと 発育 日 数 と の 


間 に は 双曲線 的 関係 が 見 られ た (第 4 図 )。 
av (前 ば ね 長 / 後 脚 た い 節 長 ) る , 前 ば ね 長 だ け の 場 


と 同様 発育 日 数 と の 聞 に 双曲線 的 関係 が 見 られ た 。 
abs RMRIT RSM, RK 
対し て は ね が よく 発達 し て いる と いえ る (第 第 6 図 )。 


5) 休眠 の 8 yb こ は 共 通し た 
ホル モン 機構 が ある の で な な いか と 想像 され , アラ タ 体 
の 作用 が 注目 され る 。 


抄 


有機 リン 殺虫 剤 抵抗 性 系 統 の イエ バエ に み ら れ る 
抵抗 様式 

Busvine J. R. (1959) Patterns of insecticide 

ssistance to organo-phosphorus compounds in 


rains of houseflies from various sources. Ent. 
<p. & appl. 2: 58~67. 

AB) > 殺虫 剤 に 抵抗 性 を 示す 4 系 統 の イェ バ ェ に 
! 種 の リン 剤 を 接触 させ て 
To その 結果 著しい 傾向 と し て , パラ チオ ン お よび ダ 
騙 ジ ラノ ン で 選抜 され た 抵抗 性 系 統 は 大 体 同様 の 抵抗 様 
Mem, NIFAY, NFADID, EPN, #47 
2 シン に 強力 に 抵抗 し , マラ チオ ン に は 抵抗 性 を 示さ な 


resistance spectra を 調 


"現在 四国 農業 試験 場 


EK 


Wo CAEN L, マラ チオ ン で 選抜 され た 系 統 は マラ チ 
ォ ン に は 高い 抵抗 性 を る も つが, ーッ 
Y, EPN, FAST 27 Vices Se BL, 

メチ ルポ パラ チオ ン に 対し て は 各 系 統 は パラ チオ ォ オン に 対 

る と ほ ば 同様 の spectra を 示す が , 系 統 間 の 差 は パ 
ラチ オン に 比べ わずか で ある 。 ま た クロ ー ル チオ ォ オン に に 
する 抵抗 性 は いずれ の 系 統 る 著しい 。 

パラ テラ チ オン と ダイ アジ リン と で 抵抗 性 の つい た 系 統 を 
比較 する と , 一 般 に ダイ アジ ノン 抵抗 人 性 の ハ ェ は パラ チ 
A VHEPED NTIS, アル キル オキ シ 基 と し て メト 
キシ を 含む 化合 物 よ り も エト キシ を も つ 化 合 物 に 対し て 
抵抗 性 を 示す と と が 認め られ た 。 (ARG 平野 千里 ) 


A 


短 報 


果実 吸収 性 ヤ ゃ が ガ 類 の 果樹 園 へ の 飛 飛来 移動 に つい て 


KR B-MK AR- SN Be 
香川 大 学 農 学部 応用 昆虫 学研 究 室 


果実 吸収 性 ゃ が CHR) 類 の 生態 に つい て は , 現在 不 
上 明 の 点 が は な は だ 多く , それ は 防除 の 上 に も ゃ 大きな 障害 
SS で 等 者 らら が か 問題 で だ いい の は ざれ 
ら ャ ガ が ガ 類 の 果樹 園 へ の 飛来 , 移動 な ど に 関す る 事項 で あ 
る 。 従来 これ に つい て は , ひと た びあ る 末 樹 園 に 現われ 
CERES GN ELE 
と 同じ 地域 に は 現われ な いと いう 若干 の 報告 記事 が あり 
(鹿児島 農 試 , 1955; 中 島 ・ 清 水 , 1958) , それ は 次 第 に 
常識 化 さ れつ つ ぁ あぁ る よう で ある 。 し か し 筆者 ら は 1958 
ER DP DPRICD UI TO fhe BAS Vind elu FO 
リン ゴ 地 帯 で の 調査 だ お いて で て, この よう な 諸説 が 必ず し 
SRY|YCLEVLEBASNSEBReRAVELEOT, VD 
PMS ITCOW CH PIRA TERE 

1 

(HEF O RADY iba LV 5 OVEIS PIE LU 
の こと こと で ある が , こと こ は か な りな 傾斜 地 を 利用 し た 梨園 
が 谷 の 両側 に 続い て で おり, 長 十 郎 お よび それ より 就 期 の 
By), 新 世 紀 な ど を お る に 栽培 し て いる 。 本 調査 行 
を な っ た 8 月 107 目前 後 は ) いわ ゆる 早生 ナジ の 出荷 期 
に あたっ て いた が , 当時 の 吸収 性 ゃ ヤ が の 飛来 状況 は 第 1 
ae CEK DDS 

NAIR POY vy SH EV 5 OVER LO BE 
RE ろ 
で あり , 現在 早生 デリ シャ ス , fh, 旭 そ の 他 の 数 品種 が 
Hage btu, か な りな 生産 を あげ て いる 。 BROOME 
を 行なっ た 8 月 ~9 月 どろ の ャ ガ の 飛来 状況 は 第 1 図 の 

CS 

BORA Vib CHBLROLSIC, その ころ 圧 
倒 的 に オオ トモ エ Erebus crepuscularis が 多く , ア カエ 


1 


mology and Zoology, Vol. 3, No. S59 
日本 応用 動物 昆虫 学会 誌 第 3 券 第 3 号 1959 
(1959 年 4 月 21 日 受領 ) 

+f J 川 大 学 農 学部 昆虫 学研 究 室 業 績 No.37 


( 208 ) 


第 1 表 徳島 県 早 論 ナシ 地帯 の 吸収 性 ヤ ゃ が 
(鳴門 市 外 中 山 , 1958) 


捕 獲 個 体 数 
10/W 11/W 12/M@ H** % 


On the Flight to Orchard and the Migration of the Fruit-Piercing Moth. By Hiroshi Marsu- [| 
ZAWA, Hidetoshi Okamoto and Keisuke Toyomura, Laboratory of Applied Entomology, Faculty of || | 
Agriculture, Kagawa University, Takamatsu, Kagawa Pref. Japanese Journal of Applied esto 


Ay モニ = 84 106 110 300 52.3% 
ye FM) IS 27 37 67 131 23.20%) 
ia el PX 8 21 27 56 A) 

OD  fth* 19 19 39 77 «314.08 


Zt 138 183 243 


* "その他 中 に は と で メ エグ リバ パ , アジ ンプ トク テバ 
ノコ メ セ ダ カヨ ョ トウ 」 ショ スジ ド ェ ェ エ な こ ど を 念 評 
る 

** 3 人 7 時 間 の 採集 。 


PE 


SLO LG 209525 30 Sy WD 1S 620, 425 a0) 
VT K 


第 1 図 吸収 性 ゃ そ が の リン ゴ に お ける 飛来 消長 
(山口 県 阿 東 町 ) 

た だ し , 第 3 群 を 除き , 1 人 1 時 間 ぁ た り と し て 作料 | 
図 , 〇 は 推定 値 。 な お 第 1・2 群 と いう の は 明らか 証 | 
に 第 1 次 的 加害 を な する の お よび と き に 第 1 次 的 で 症 | 
ある る も る の を さ し , B3IKRLVIOULHE YD BBC 
WA 2 KMS Me FT — 
グリ バ Oraesia excavata, アケビ コノ ハ Adris tyrant 
amurensis が これ に 次 ぎ (た だ し , MAKROB 2 BAGH 
調査 で は , に わか に オオ トモ エ が 減少 し て で アカ ェ グ WM 
DEBS D772) UY Vv TH CLT HET 
バ が 圧倒 的 に 多く , 次 いで アケビ コノ か ハ が 多 か ラ うだ 8 


2 


マー テク D(H 側 i 
うし ろば ね 後 — H5 LBigia DDR, HS LAH 
Wid EU > py Se ak っ ける ll 
放 飼 し て 両 地 方 に 六 け る アカ エグ リバ お よ 


i 


1959 年 9 月 eg 
(な お と ここ とこ に は ふれ な い が , ムク ゲ コ ノ ハ も る も 若干 供 試 
た ) を 対象 に 移動 に つい て の 実験 的 な 調査 を 試み た 。 
最初 の 徳島 県 下 で の 予備 的 な 調査 は , 両 種 と も マー キ 
後に 放 飼 し て 同一 園 へ の 再 飛来 性 ゃ 移動 な ど に つい 
検討 し た が , 一 夜 に 直線 距離 2km る 移動 し た 個体 も 
Saye erga) 
径 は 非常 に 大 きい こ 
と が うか が われ る 
が , (LMSC AME aR 
日 時 の 経過 と と も に 
悪 き な っ た が 138 
間 ぐ らい は か な り の 
回 収束 を 示し た 。 そ を 


第 2 図 マー キン グ に よる 回 
収 再 捕獲 率 の 調査 結果 ( 徳 
| 有島 県 鳴門 市 外 中 山 ) 


e: Fe Ne AOS Rr 
pe a7’, Nz Bees, の 成績 は 第 2 図 の ご 
| と く で ある 。 

COLSEMME PEO, 筆者 ちら は 更に 山口 県 下 で 
『 の よう な 処理 を し て 放 飲 を 行なっ た が , この 場合 は 第 
図 の ご と き 3 地区 間 の ャ が ガ の 交流 (この 付近 に は 図 中 
赤 し た 地域 の ほか に は 全く 果樹 園 は な い ) まで 考慮 し 
詩 画 実施 し た 。 そ の 成績 の 一 部 は 第 4 図 の ご と く で あ 
て , 回 収 捕 獲 率 は 良好 な 場合 に は 両 種 と も に 50% 内 外 
~10 Afi), 悪い 場合 で も 11.12% で あぁ っ た 。 こ と の 
容 3 地 区 間 の 交流 は 10 日 間 で 全く 認め られ な か っ た 
1 Ric 500m 程度 の 移動 は 明らか に 認め る こと が 
きた 。 し か し 同一 園内 に 再 飛 来 す る 個体 は か な り 多 く 


© FN は リン ゴ 園 の 所 在 も 示す 。 


第 3 図 山口 県 リン ゴ 地 帯 に お ける マー キン グ 
実施 地域 の 地形 要 図 
⑧ 印 は リン ゴ 園 の 所 在 を 示す 。 
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( 放 飼 後 の 日 時 の 経 


30 
: 過 と と も に 双曲線 的 
N=28, 58 ae : 
not, vt に MIRTH), 従来 
a”? いわ れ て いる よう な 
as = . 
a? BRIS CIE T ARC X 
a N=22, 18.2% eee... 
#/OL \W=19/, 19.9% 沢 ・ 岡 本 , 1958), 
(%) 0 M= 43, 8% 3 
N= 29, 276% wb sir 琶 
‘ NiD 725% 以上 の よう に , R 
Ss 実 吸収 性 ヤ ガ は ひと 


2 25 30 beau 
WD た びあ ぁ ある 園 に 現われ 
第 4 図 マー キン グ に よる 回 たら 二度と 再び 同一 


収 再 捕獲 率 の 調査 結果 ( 山 の 園 また は その 付近 
ain に 現われ る と と は ほ 
‘ eye YON : 

® NT 


ビ コ ノ ハ , N: Fiche dR, 

%: (IK, A: 両 前 ば ね 先 
端 切除 , B: 両 前 ば ね ラッ カ 
ーー 塗布, C: うし ろば ね 切り 
込み , D: 左前 ば ね 先端 切除 


来 の 考え (鹿児島 農 
試 , 1955; 中 島 ・ 清 
水 , 1956) を 普遍 所 
な も の と し て 受け 入 
れる こと は で き な い よう で , また 従来 推測 され た 盲目 的 
な 無 定 向 移動 も 一 般 習 性 と し て は 認め が た いよ うに 思わ 
れる 。 筆者 ちら の 経験 か ら す れ ば 十分 な 吸収 を 行なっ た ヤ 

ガ は 山林 (果樹 園 か ら あ まり 遠く な い ) に 戻っ た の ち は あ 
まり 現われ ず に 山林 中 で 交尾 産卵 な ど を 行ない , 吸収 不 
十分 な 個体 や , 再度 生理 的 要 氷 の 起こ っ た 個体 は 再び 付 
近 の 園 に 現われ る の で は な か ろう か と 考え る 。 い うま で 
も な く こ の 場合 地形 的 な 要素 や 条 樹 の 種類 , 量 な ど は , 
大 き な 因 子 に な る と 考え られ る 。 以 上 を 要約 する と 一 概 
に は 言え な い が , Die < & OHEROMBICOWTHFO 
修正 を 要する こと は 確か で あろ う 。 な お 今回 の 調査 で は 
2 回 目 の マ ー ク の つい た も の の 回 収 は ほとん と ど 不 可能 で 
あぁ あっ た の で と ど さ ざ に 付 記し で お ぐ 。 

本 稿 を 終わ る に あたり , 本 調査 に 多大 の ご 援助 を いた 
だ いた 徳島 県 鳴門 市 外 中 山地 区 の 渦潮 梨 果 研究 会 の 諸 
Fe, 山口 県 阿 東町 当局 お よび 友 清 隆生 氏 夫妻 , 藤井 利 
KE, 堀 栄 介 , FARCE, 木村 直 態 ら の 諸氏 , 本 学 応用 
と ん 中 学 専攻 学生 矢野 庄 治 , PRAIA, 小野 正美 , 植原 
正博 , 小島 俊二 ら の 諸氏 に 深く 感謝 の 意 を 表す る 。 

引 用 3c oi 
鹿児島 県 冊 試 垂水 相 橘 分 場 (1955) 信州 くだ も の = ュー 
ス No.240. 


松沢 B- MABE 1958) 香川 大 虐 応 昆 研究 室 臨 時報 
#1: 1~24. 
中 島 茂 ・ 清 水 薫 (1956) HSE 12: 30~34. 
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SR MURAIOMLHIC LS 温室 内 空気 s 染 に つい て 


野村 供 一 ・ 奥 井 誠 一 ・ 内 山 3+ AID 
千葉 大 学園 芸 学部 ・ 東 京 大 学 薬学 部 

る ドッ クス ) が 花 類 ( カ 
SD Ea 
っ た 。 花 の 場合 と は , BREN ORB LORE 
の お それ は な い が , そ を の 反面 温室 や ビニ ー ル ハウ ス で の 
散布 は 衛生 的 見 地 か ら 多 少 の 懸念 が あり , 特に 空気 中 に 
お ける 残留 毒 量 は 一 応 検討 され る べき 問題 と いえ よう 。 
筑 者 ら は 別 の 目的 か ら 上 記 メ チル ジ メ ト ン お よび シュ 
ラー ダン を 温室 内 に 散布 し , その 宰 中 残存 量 を 調査 し た 
こと が ある が 前 記 の よう に > チル ジ メ > ン の 温室 ある 
いい は ビニ ー ル ハウ ッ ウス へ の 散布 は 今後 相当 占 ぱん に 行なわ 
れる こと が 予想 され る の で , ここ 


に その 結果 を 要 述 し て 

関係 各位 の ご 参考 に 供し た い 。 

末 実 険 に お いて 散布 信 よ び 温 室 管理 な ど は 野村 が 行 な 
い , 残留 量 測定 は 奥井 ・ 内 山 ・ 入 江 が 担当 し た 。 ま た 和孝 
華 大 学園 芸 学部 花き Gt) 研究 室積 坂 教授 ・ 浅 山 助教 授 
: 渡辺 重吉 郎 氏 より 多大 の ど ご 支援 を 得 た 。 こ こ に 深謝 の 
意 を 表す る 。 
it R= 

供 試 温室 は 千葉 大 学園 芸 学部 (松戸 市 戸 定 ) に ある ガ が 
ラス 室 で (写真 参照 )) それ を 2 部 分 に 仕 急 り 実 験 に 供し 
た 。 各部 屋 の 容積 は 109 m3 (HA 5.3m, ayy 7.5m, 


= 


HAG Hm ® BRS & ab 3% B35 


Ea 


供 試 tm 


m2 (その 中 の 約 1/3 は 通路 ) で , 2 ORAL © TA 
(5 月 下旬 ) の 気候 条件 下 に お ける 慣行 に 従っ て KOE 
うに 処理 し た 。 

#454 (1958 年 5 月 20 A, 小雨 ): 10.30 a.m. 
側 窓 人 お よび 天窓 を 少し 開く ( 側 窓 が 柱 と な す 角 は 約 15 
3.30p.m. 全部 団 


2 
し Oo 


“it (af): 8.30 a.m. 開 , 4.30p.m. 閉 。 DOH 
方 の 程度 は 上 に 同じ 。 [ 


wil A (EE): 8.00a.m. 開 , 4.30p.m. filo 
け 方 の 程度 は 上 に 同じ 。 

2. 薬剤 散布 (1958 年 5 月 20 日) 
護 試 薬剤 お よび 淫 布 条件 は 第 1 ROLY CHS. TMM 
有 は 例 自 動 噴霧器 に より , SUF Love BCA 
oie, ACHRONMECAREO IER, 21> IERIE 
な か る た が , ゴム 手袋 お よび マス ク は 使用 じ だ た s "| 
= OWHTICIgW"C, VEER ACIETEA B RHASIE DD 2 Pe 


a IL Ve Se 散 ace 
散 布 量 散 布 & 件 | 
Al BRECSU KER Im | meao BL Be me © | 
る 総 散 布 早 あたり 散布 量 | 圧 (SAS) mening ne 

a 

AHYAbDYDA, BB 3.6 0.09 40~ 59~11. 
(as sae a ) 0~50 10.59~11.08 6.30 | ae 
eS) seep ay 18.7~ 

ペスト ウッ クズ 3, ARIE 3.6 8 ~ ~ 2 
e sly Aon ic: x) 0.09 40~50 11.35~11.48 6.30 |! 19.0°C 

| 


1 Air Pollution in Greenhouses Caused by Spraying Methyl Demeton and Schradan. By Ken’ichi 
Nomura, Seiichi Oxur’, Mitsuru Ucuiyvama® and Masachika Iris, Faculty of Horticulture, Chiba |} 
University, Matsudo, Chiba Pref., and Faculty of Pharmaceutical Science, University of Tokyo. 
Japanese Journal of Applied Entomology and Zoology, Vol. 3, No. 3, 1959. 
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3. 空気 中 の 残留 毒 量 

| 上 記 温 室 に お いて 空気 中 の 残留 量 を 時 間 別 ・ 高 さ 別 
計測 定 じ た 。 試 料 の 採取 は 小型 イン ピン ジャ ー (偏心 式 
回転 ポン プ 使 用 ) に と よっ た 。 ま た 分 本 法 は 次 の と お り で 
ある 0 チル ジス メド トン に つい て は , 血清 コリ ン ェ ステ ラ 
ーー ご 活性 の 阻害 を Hesrerin (1949) の 方 法 に より 比 色 
PRL. HRY a F- HK VITO TIS, Hart ら (1951) 
DRC Loe. その 結果 を 第 2 表 に 示す 。 


第 2 表 空気 中 に お ける 有効 成分 残留 量 (mg/m3) 
bs Pa メチ ル ジ メ トン 
| : ペスト ックス 
— 空気 採 Bh: 1000 fea) 


Minsa ssc 2) 
ne A 1000 倍 液 
間 へ 所 地上 fl 同 地上 fal 司 
(時 ) _ 2.5m lm 30cm 2.5m lm 30cm 


ンジ フー タン 


0 41.0 31.0 23.0 | 31.8 28.0 19.0 
3 = 6.2 94.15) — —10.0; 3.8 
6 = 552-41 | Sale 3.8 
ae 24 = Colo at ul) ge 1S 2.5 
ピ 48 = 0 きき 0.0 に の = ORO aa O20 


ibe ppm で 表わす と それ ぞ れ 約 1/10 の 値 と な 
る 。 な ね お メタ シス トッ クス 区 で は 散布 の 翌日 まで や 
& や ゃ 臭気 を 感じ た 。 


5 第 2 表 に よれ ば , 両 薬 剤 と も 時 間 の 経過 に 伴う 有効 成 
PREWRI Yh ORECHED, これ は お そら く 天 
BLO BOL SICAL UB) より 散 
PELEL OCHS 50 LPL CAMRIREORE Di 
に 初め の 数 時 間 は 上 方 ほど 濃く , この 点 か ら み て 天窓 よ 
9 の 散逸 の ほう が 大 きい も の と 推察 する 。 散 布 に あたり 
天窓 を あぁ あけ て お く こ と と は , 衛生 的 観点 か らき わ め て 望ま 
レ い 処置 と 考え る 。 

要する に 本 実験 の 結果 に よれ ば , 両 薬剤 と も 予想 以上 
店 速 消失 する も ので, 半日 な いし 1 日 を 経過 し た の もち 
els, 当該 温室 に は いり 短 時 間 の 作業 を 行なう と こと は さ 
つか えな いと 判断 され る 。 

UPL, これ を 野外 の 場合 に 比較 する と , 温室 の ほう 
が か な り 残 留 性 が 高い 。 メ タ シ ス トッ クス 1000 HR 
散布 し た ナシ 園 に お ける 同 薬 剤 有効 成分 の 空中 濃度 ( 秋 
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> 野村 ・ 奥 井 , 1956) と , 上 記 温 室 の それ と を 対照 す 
SL, 起点 時 に お ける 渡 度 は 大 差 な い に も か か わら ず , 
ORR BE CR Rd 
Db, ナシ 園 に お ける 散布 後 30~90 分 の 残存 量 が 温室 
の 6 時 間 後 の それ に ほぼ 匹敵 し , また ナシ 園 の 2 時 間 後 
より 温室 *24 時 間 後 の ほう が や や ゃ 残存 量 が 多い 。 供 試 温 
室 で は , 日 中 は 少し 窓 が 開か れ て いた の で ある が , それ 
で も 野外 に 比較 すれ ば 消失 速度 は か な り ゆ る や か で ある 
CED DAS 

4. 付記 (ビニ ー ル ハウ ス で の 実績 ) 

静岡 県 賀茂 郡 河津 町 花き (Ft) 研究 会 の 有志 約 30 名 
DOMES, 野村 の 実験 に 協力 され , 1957 年 以来 カー ネ 
ーション 応対 し メタ シス トッ クス (多く は 1000 Hm, 
散布 量 は 0.13 7/m? を 標準 と する ) の 散布 を 実施 され , 
秋 か ら 初夏 に か け て は ビニ ー ル ハウ ス 内 で の 散布 を 30 
~50 日 間隔 で 反 覆 され て 来 た 。 これ ら の ビニ ー ル パ ハウ 
Alt, 上 記 供 試 温室 より は 天井 も 低く , また 窓 の 開閉 も 
行なわ れず ほとん ど 密 閉 に 近い 条件 下 に あり , 散布 に よ 
る 空気 汚染 と いう 点 で は 温室 以上 に 懸念 され る も の で あ 
So しかし, 上 上述 し た 多数 の 人 々 の , し か る も 数 回 た わた 
る 散布 を 通じ て 事故 は 1 回 も 生じ て いな い 。 し か る も この 
実地 試 険 に お いて は , 上 記 温 室 実 験 の 場合 より 単位 面積 
あたり の 散布 量 が 多い の で ある が , それ に も か か わら ず 
無事 故に 終始 し た こと は 注目 され て よ か ろ う 。 


筆者 あら は 上 述 し た 温室 に お ける 散布 実験 , お よび 静岡 
県 河津 町 に お ける ビニ ー ル ハウ ス 内 の 散布 実績 か ら 見 
て , メチ ル ジ メ トン お よび シュ ラー ダン を 普通 の 使用 基 
Mic ko CRT SIRO, それ に 染 は 当初 懸 
念 さ れ た ほど 革 し いも の で は な て く 。 半日 な いし 生日 そ た 
て ば ほとん ど 危 険 性 は な いも の と 結論 する 。 


よる 空気 汚 
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ウン カカ 類 の 長 ・ 短 し 型 の 呼吸 量 


A Be Bis 


BABA BSF OD Be Bat FE 


1 

Fe1mv ジ シカ Nilaparvataiilugens, 訂 で セ ジ マロ コウ ンカ 
Sogata furcifera, ヒメ トビ ウン シンカ Delphacodes stria- 
tella な ど イ ネ の 重要 害虫 で ある ウン カ ヵ カ 類 に は 短 し ( 贅 ) 
と 長 し GH) の 2 型 が あぁ っ て , それ は は ね の 夫 き さ を 初 
め / い る いろ の 形態 上 の 違い を 示 才 だ け で な く , 生理 的 
の 性 質 に も 大 き な 想 達 が 見 られ る (津本 , 1957) 。 こ れ ら 
の 相 眉 を いる ろ る ろ い ろ の 性 質 に つい て 明らか に する こと は , 
ウッ ンカ 類 の も つ 複 雑 な 生活 史 を 解明 する 上 に 非常 に 役 だ 
2WCHA5LMONSD, HCCOLI“GARBEOR 
低 で よっ て ひき 起こ され る 2 型 の も つ 一 般 的 の 性 質 を バ 
SSI SW) NS kara al Wey uae gira el Vale Grea 
SECOMELEBZSIVS. 

COCALO 3 種 の ウン カカ に つい て 呼吸 量 を 測定 し 
C, M@LERLORMBOMERMAD LMA. . 

2 
いた 3 種 の ウン カカ は 9 月 か ら 10 月 に わた っ て 通常 
の 室内 で 試験 管 飼育 し た も の で , 羽化 直後 の 成 下 , FA 
党 総 過 人 し た も の な ど に つい て 実験 を 行なっ た 。 

Pe OWENS Krocr の 微量 呼吸 計 に よっ て 酸素 消 
Beeilots (ck AEN (1938) te LICPEL < BUBB 
SIVTWS) 9 Re HEMER IC 5 頭 ず つ ガ ラス びん に 
MVC 義直 内 に お き , 5 分間 お き に 酸素 消費 量 を 測っ 
Zo Bile 30°C の 室内 で , それ ぞ れ に つい て 1 時間 な 
いし 2 時 間 行なっ た 。 初 め の 数 分 間 は 入れ た 躍 が 落ち っ 
か な いた め に 結果 が 乱れ る お それ が ある し HE DER 
間 に わ た る と 装置 内 の 酸素 含有 量 が 下がっ て 呼吸 率 も 変 
2 CK SOTCEBPHENS. TN CHHANTH520 
分 か ら 50 分 まで の 30 分 間 の 結果 を と っ た 。 体重 は 呼 
吸 量 の 測定 後 5 頭 ご と 計っ た 。 

3 
測定 の 結果 は 第 1 表 と し て それ ぞ れ の 種類 の 雌雄 と 短 


a 
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第 1 表 3 種 の ウン カ の 長 し ・ 短 し 型 の 酸素 消費 量 


(体重 1mg, 5 分 間 あ ぁ あたり) 
羽化 後 の 経 過 目 数 

羽化 当日 5 目 目 10 日 目 158g 
R076 0 603080 
9 #L| 0.415 - 0.579 0.500 0.774 
a0 L.| 12217 1.037 0,708) 

2 > Bee eyo eae 
ER 0 wae as 
se bor * 0.634 ad 
ve Gee | pL 5 OF 8G) = 2 
eae ee お 
= ee 


L + ELMICOW CHIC LK, MFA lmg 
た り の 5 分間 に 換算 し た 平均 の 酸素 消費 量 で ある 。 
どの 種類 に つい て も る も, 性 , 長 ・ 短 じ の 区 別に か か わり 
ie, WEEOBRKIC E> CHRMBILUSFLS—-ELT 
WIEWo TLS KS < Ail UCWS EW oes Fas 
Wo 羽化 当 目 の 呼吸 量 は その 後 の 値 よ さり る 大 きい 値 を 基 
す 場 合 が 多 る, 小 き い 場 合 で ちあ っ て も だ いだい 等 層 い @ 
BATEEWS BWCHS (FE4 BER YVUOWERL 
を @LUOWER LORS). kE4 BicoOW CE AME 
15 目 目 の 測定 が ある が , COVA ABO 
LFULUTWHSTC LER TAS CLLR SNS. BITE 
OD EAVES LICTBW T#LV 
短 し と 長 し の 値 を 比較 し て みる と , EOMMBICOWT 
も , また 経過 目 数 を 間 わ な いで ヒメ トビ ウン カ の 羽化 後 
を 除い た どの 場合 に も 雌 短 し が 長 し より も 高い 呼吸 量 を 
5 月 目 示 し た 。 多 く の 場 合 , 体重 も また 短 し が 長 し より 
も 重い 傾向 が ある の で , 呼吸 量 の 1 個体 あたり の 絶対 量 
を と れ ば 短 し が 長 し ょ り 替 は る か に 高い 値 を 示し た 8 
4 

ッ ウン ヵ 類 の 雌 の 短 し と 長 し の 2 型 は 幼虫 期 の 生息 密度 
の 高低 に よっ て 生じ る も の で (SHE, 1951; HA, 
1956), 移 佳 性 バッ タ 類 に み ら れ る 相 (phase) 変異 や 
ァ プ ラム シ 類 に 見 られ る 有 し 型 ) HL BOM bis LH 
べら れる べき ) 現象 と 老 ら れる 。? Wy SMCS 
(phase gregaria) の 呼吸 系 は よく 発達 し て お り / ぞ の 


Difference in the Rate of Respiration between Macropterous and Brachypterous Forms of the 


Planthoppers (Araeopidae, Homoptera). B 
Agriculture, Kyoto University, Kyoto. 
Vol. 3, No. 3, 1959. 

BDA ES a Be ae ot oe 第 330 過 
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y Syunro Utipa, Entomological Laboratory, College of 
Japanese Journal of Applied Entomology and Zoology, 


y 


| Coccinella 


1959 年 9 月 短 


呼吸 晶 も ダイ ミ ョ ウ バ ッ タ Locusta migratoria C\sHh 
独 相 (phase solitaria) に 比較 すれ ば 著しく 高く , 活動 
性 が 盛ん で 物質 代謝 量 も 大 きい と いわ れる (Butter & 
Innes, 1936), LC ADD ンカ 類 の 長 し 型 は 生息 密度 の 
高い と き に 生じ , バッ タ の 群集 相 に 相当 する と 考え られ 
る か ら (アプ ラム シ 類 の 有 し 型 は や は り バ ッ タ の 辞 集 相 
に あたる と Kennepy (1956) は 考え て いる ), 呼吸 量 る も 
長 し 型 が 高い こと が 期待 され る の に , これ と は 全く 逆 に 
な っ て 短 し 型 の ほう が 高い 呼吸 量 を 示し た 。 と の よう な 
こと と は 体重 に つい も 見 られ る こと で , バッ タ で は 和 群集 相 
が 孤独 相 よ り る 重い の に (Duarte, 1938), ウン カ で は 
バッ タ の 了 状 独 相 に あたる 短 し 型 の ほう が 体重 が や や 重い 
(岸本 , 1957), 。 し た が っ て , バッ タタ の 相 の 違い と ウン カ 
の 長短 し 型 の 違い と の 間 に は 何 か 生 理 的 に は 全く 逆 の 関 
係 が ある の で な いか と いう こと と が 想像 され る 。 
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終わ り に あたっ て , 実験 材料 を 快く 提供 し て 下さ っ た 
岸本 良一 氏 に , また 実験 装置 に つい て いろ いろ 教示 し て 
下さ うた 河野 達郎 氏 に 厚く お 礼 を 申し 上 げた い 。 

引 用 ik 
Butter, C. G. & J. M. Innes (1936) Proc. Roy. 
Soc. London B 119: 296~304. 
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晩 春の ナタ ネ は ほ場 に お ける ナナ ホシ テン トウ 
お よび ナミ テン トウ 個体 衝 に 関す る 調査 


tic A eR 
香川 大 学 農 学部 応用 昆虫 学研 究 室 


当地 (香川 県 木田 郡 三木 町 ) で は , ナナ ホシ テン トウ 
septempuntata beds run ae a ae) 
Harmonia axyridis は 成虫 態 で 越冬 し , 早春 に た ジュ ウジ 
NFR CEM, 特に ナタ ネ ほ 場 に 現われ て 摂 食 ・ 産 

卵 を 開始 する 。 そ し て ナタ ネ で 発生 し た 第 1 He ABE 
議 は ナタ ネ の 収穫 後 ま も な く 近 く の ム ギ , 果樹 (BITE 
=, DX) その 他 に 分 散 , 移動 する 。 こ の よう な 分 散 , 
移動 の 様相 を 明らか に する に は , あぁ あらかじめ 分 散 , 移動 
の 源 と な る 収穫 直前 の ナタ ネ で 最終 的 に 形成 され る 両 種 
個体 群 を 密度 お よび ステ ー ジ 構成 の 面 か が から ほ場 ご ど と に は 
SC LTH CEBBEEL BX, 1958 年 5 月 だ その 


タタ b 


実 品 調 査 を 行なっ た 。 そ の 結果 を を 報告 する 。 


bruckit 


青川 大 学 農学 部 応用 昆虫 学研 究 室 業 績 第 34 号 
日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 第 3 巻 第 3 号 1959 
(1959 年 6 月 12 日 受領 ) 


調査 は 農学 部 北 2km の 範囲 に ある 13 ヵ所 の ナタ ネ 
ほ場 (第 1 図 ) で 行ない , ほ場 ご ど と に テン トウ ムシ の 幼 
虫 , さなぎ , 成虫 を 発見 次 第 すべ て 捕獲 し , その 種類 , 
ステ ー ジ 別に 個体 数 を 数 えた 。 な お この 時 期 の ナナ ホシ 
テン トウ ムシ 成虫 は さや ば ね ( 婦 輔 ) の 色彩 で 越冬 成虫 と 
新 成 虫 の 区 別 光 で きる の で , 区 分 し て 記録 し た 。 卵 の 調 
査 は 途中 で 手違い を 生じ た た め , 種 の 区 別 と 卵 数 の 調査 
を や ゃ や め , 卵 の 存 各 だ け を 調べ た 。 ま た , SWC LICH 
食 者 の タマ ナコ フキ アブ ラ Brevicoryne brassicae OFF 
BP と ナタ ネ の 植 栽 株 数 と を あぁ わせ て 調査 し た 。 

Ll. FHFRYFYEVEF SFY bEVEORREEE 
な ら び に ステ ー ジ 構成 の 比較 

FPRUFYEVGRBELOFASLEY Wepaiteae 
ナナ , ナミ と 略記 ) OFLBAECMALRMRTBILR 
に 示す 。 卵 は どの ほ場 と も 非常 に 少な か っ た 。 BIRT 
示し た と お り , 全体 的 に 両 種 を 比較 する と ナナ は ナ き の 
約 1277 倍 に も ゃ 達し, 著しく ぐ 密 庶 が 高い 。 ス テー ジ ご と 各 
紀 較 も, SEED, EOAF—-—VLS, FIO 
ほう が 高い 。 ま た ほ場 ご と に 比較 し て も ほとん どの 場合 


A Survey on the Late Spring Population of Predatory Lady-Birds of Aphids, Coccinella 
septempunctata bruckii and Harmonia axyridis, in Rape-Fields. By Hidetoshi OkamoTo, Laboratory 
of Applied Entomology, Faculty of Agriculture, Kagawa University, Kagawa Pref. Japanese - 
Journal of Applied Entomology and Zoology, Vol. 3, No. 3, 1959. 


2 テア ブラ ムシ 密度 は 短 時 日 で 精査 する と と が 不可 能 で あぁ つた の で , MEL ADHMAORKE ) MCHRORE 
ぁゃ 推定 する と こと に し て , 大 部 分 の 株 に ココ ロ ニー が 分 布 す る 
それ ら の 中 間 を 並 密 麻 の ほ 場 と みな し て 3 段階 の 区 分 を 行 な つ た 。 


合 ゃ 高密 度 , 周辺 の 一 部 の み の 場 合 を 低 密 許 , 
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第 1 表 ナナ ホシ テン トウ お よび ナミ テン トウ (か っ こと 内 ) 個体 医 の ナタ ネ は ほ場 に お ける 生息 密度 と 
ステ ー ジ 構成 な ら び に 調査 ほ場 の アブ ラム シン 密度 
(1958 年 5 月 20~22 A, 香川 県 木田 郡 三 木町 に て 調査 


ee Aree ona ステ ー ジ 構成 (株 あたり の 幼虫 = 
$ A ネ 全 fe al FB FEA ae ee (株 あたり 生息 個体 数 ) 数 る 00 Sk め た 指数 ) 
| に EC: y 
株 数 | 個体 数 | | き な き | hw | ae em ks A 
| wee RF | | | sa ty Bp ees 
enim s00 #8) £98 0.008 0.016 0.024 | 0.003, 0.218 | 0.245) 3.60 7.20 11.01 1.20) 
(19) (0.026)|(0) |(0.024)| (0.050) (111.11)] (0) ae 
Bee! 236 0 0.008 0.008 | 0.008 0.903 | 0.918 | 0 0.86 0.86 0.86 | a 
(15) (0) (0)  ((0.058)| (0.058) (0) (0) 
C 50 | 104 0.040 0.020 0.060 | 0.020! 2.000 | 2.080 | 2.00 1.00 3.00] 1.00) 闘 
te) (0.020)|(0) | (0.020)|(0.040) (100) (0) 
pe; 38 |) 169 0.009 0.006 0.016 | 0.022) 0.494] 0.581) 1.92 1.24 3.16 | 4.48) a 
(6) (0) (0) |(0.019)|(0.019) (0) (0) 
ex | 165 183 0.012 0.018 0.030 0.073] 1.006 | 1.109 1.20 1.80 3.00] 7.23) + 
(5) (0.012) (0) —|(0.018)/ (0.030) (66.67) (0) 
ee} 122 120 0.015 0.015 0.030 | 0.008) 0.871 | 0.909 1.74 1.74 3.48) 0.87 | a 
(2) (0.008)|(0) | (0.008) | (0.016) (100) (0) 
ee base ie 0 0 0 —_|-0.011| 0.310 | 0.321 | 0 0 0; = othe 
) | ® |@ |OL|@ | CC igs 
y_ | 1006 1156 0.002 0, 0.002 | 0.017] 1.130-| 1.149] 0.16 0 0.16 | 1.36 | 
(25) (0) (0)  |(0.025)|(0.025) OP TX) 
a | 550 15) KO 0 0 |0 | 0.027 | 0.027 | 0 0 0 0 a 
| Or (0) |(0) |@) One (=>), aa) 
j* 160 56 0.013 0 0.013 0 0.337 | 0.350 | 3.70 0 3.70 | 0 
3) | (0)  |(0) |(0.019)|(0.019)| s (0) (0) = 
reiweit 3 0 0 0 0 0.007 | 0.007 | 0 0 0 0 
(1) (0) (0) 1(0.002)|(0.002) (0) (0) a 
L | 870 10 0 0.002 0.002 | 0.002) 0.014 | 0.018 | 0 12.50 12.50 | 12.50 
(oye (0) 0) |) (|) | 披 
um | 371 | 14 0.005 0.024 0.028 10 |0.008 | 0.038 | 66.67 300.00 366.67 0 
| (2) (0) |0) | (0.005)/ (0.005) (0) | ©) | 並 
we a4 | 4957 |2209 | 0.104. 0.109 0.213 | 0.164) 7.325 | 7.702 | 80.99 326.34 407.33 | 32.95 
| | 0) | (0.066) (0) —|(0.198)|(0. 264) (377.78) (0) 
yi xy | 350-538} 169.923 | 0.004 0.006 0.010 | 0.010 0.468 | 0.485 | 6.23 25.10 31.33! 2.53 
(6.154) (0.003) (0) (0.014) (0.018) (29.06)| (0) 
* >> > Ss. = 
AILS RY FY RVHSWILF FY hYOWSFMPICMT 4NOMEL BY IIBRRT 


FRAY bO RRA CRN ZS LS RM HICK , TN THUMM CH SLBA SNS, THY 


テン トッ の 場合 と 違 つ て 形態 的 に 越 年 , 新 成虫 の 別 を 区 別 で き な か つた か ら , 本 表 で は 越 年 ) 新 成 上 虫 の い ず 
れ の 欄 に も 記入 する と と を 避け , 合計 欄 に 示し た 。 


同様 で ある 。 す な わ ち ナタ ネ で の 両 種 の 密度 が 最高 に 達 。 きれ る 両 個体 疾 は この 時 期 以 前 に 他 へ 人 分散 , 移動 する こと 
し た と 考え られ る 時 期 の テン トウ ムシ 個 休 閣 で は , ナナ と は ほとん ど な い か ら , ナナ の 優 占 は ナタ ネ の 栽培 全 稀 
S5EA4 ITH We A と いい ハ を 5 > > シン * i 7 

WREATHS WALGER, ナタ ネ で 形成 聞 を 通じ て 保 た れ て いる も の と 考え られ る 。 幼虫 数 に 対 


1959 年 9 月 Pe 


第 1 図 調査 ほ場 (A~M) の 位置 お よび 
周辺 部 地形 略図 


1. Univ. camp. は 香川 大 学 農 学部 構内 を 示す 。 
2. = 調査 ほ場 以外 の 水田 は ほとん ご ど 裏 作 の ムギ が 栽 
PUG VDT 


する さなぎ , 成虫 数 (いずれ も 株 あぁ た り ) の 割合 は 表 に に 
掲げ ば た と お り で , ナミ で は 成 和 中 の 右 め る 割合 が 比較 的 大 
B<, SHbTCSRELKS ABT EBRD So ナ 
さ * の 成虫 は 越 年 の いか ん が 不明 で あぁ っ た が , 筆者 は ナタ 
RCF BAT SAX CHE gn た 
成虫 , 幼虫 を 問わ ず 密 度 が 非常 に 低い こと な どか ら 推 し 
て で て, この 時 期 に は 新 成虫 は まだ 現われ て お ら ず , ほとん 
と が 越 年 成虫 で あっ た と 考え る べき で あら う 。 し た が っ 
て 個体 群 の 発達 度 は ナナ が ナミ より も 一 歩 進 ん で いる も 
0 

2 ポジ デン お よび ナチ ナミ テン 
お よび ステ ー ジ 構成 の ほ場 差 


トウ 個体 群 密度 
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ナナ , ナ ミ 個体 辞 密度 お よび ステ ー ジ 構成 の ほ場 差 は な , 
個体 群 の 形成 開始 時 期 か ら の 継続 調査 と ほ場 環境 の 分 本 
を 行なわ な いか ぎり , 十分 な 解明 は 困難 で ある が , ここ と で 
少し だ け 検 討 し て みる 。 株 あたり 密度 ( 全 ス テー ジ の 谷 
at) の 平均 値 は ナナ 0.485, ナミ 0.018 で (第 1 表 ), 
平均 値 以上 の 密度 を 示す ほ場 を 密度 の 順 に ラン クタ する 
EE OE BD. oo RC EA 
C, EH, J, D tho, アナ と チミ その ラ a 
i ine 平均 値 以 下 の 低 密 度 の 場合 も 

ま ょ ば ぼ 同様 な こと が 認め られ る 。 こ の よう な 相関 は 両 種 の 
ta る 要因 が お お むね 同質 の も の で ある とこ 

と を 物語 る も の か も し れ な い 。 BHO MRIS % CH 
RR TT 
され る の で あろ う が , 調査 ほ場 の 位置 ある い は 周辺 部 地 
NS REA Sembee GP ha Uoeeee 
HEDIS NLAM aD MAM CASAS IINOPROMH NIC 
SOW VSP <, 加 う る に 温度 , 日 照 条件 
に 恵まれ た 位置 に ある さと は 偶然 の 結果 で は な さそ ぞう で 

。- 食 物 と 心 で の デブ ラペ ジ の 密度 を テン ラド ウム ジン の 
i a eee 
ブラ ムシ 自体 も 気象 条件 に 恵まれ た 位置 
EMMVED, EROMREHIT TS LL ORE 度 を 通 
じ て 間 接 的 な 影響 を も 及ぼ す に 違い な い 。 AAEED FEE 
程度 の ほ場 差 は , ナナ の 場合 幼虫 ・ さ な ぎょ より も 新 成 虫 
が 多い M, 若干 の 新 成 虫 を 有する L- A, 新 成 虫 な ど 
く 少 数 し か いな い B~F, 新 成虫 を 全く 欠き , さなぎ を 

GATSG-H, その いずれ を も 欠く 7 エン K LESH 
に 分 けら れる 。 M, L, A, B~F, な か で る M HSV 
は LL, A で の 発達 が 他 よ り 進 ん で いる の は 位置 選 よ っ で 
決定 され る ほ場 の 気象 条件 の 差異 ある い は 越冬 地 か ら の - 
距離 の いか ん が 母 虫 定着 量 あ る い は 産卵 開始 時 期 の 早 
晩 , ON, 幼虫 , さなぎ な どの 発育 速度 な ど に 変動 を 与 
TEE CLIP EBASS Fz OBAVUEREDE 
と る さ 』 ae 新 成 虫 を 欠き ナナ ほど の 差 は 認め られ な い 
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the results obtained in the larvae bred on 


Positive Correlation between the Body the mulberry leaves of different water 
Weight and the Percentage of Body contents. Mulberry leaves 1, 2 pag = 
1 な N 

i i selected had the following water content: 

Water in the Silkworm Larvae oie ihe ae saan 
By Yasuo TakaHASHI larvae were dried at 100~105°C after 


weighing. Each value was represented 


Nagano Sericultural Experiment Station, with the average of many independent 


Okada, Nagano Pref. 


trials. 

The positive correlation between the 88 e 。 
body weight and the percentage of body | へ e ae a 
water may be held in the silkworm larvae e Cec? 
reared at the conditions of different 387 ee ” 
humidities or with the mulberry leaves ミ © 208 
of different water contents. Experiments . 
were undertaken from many batches ws 
which were reared either under the con- 3 
dition of different air humidities or on : 
the food of different water contents, and $ 


from a single batch which was reared 85 
under the normal constant condition. The 
animal was reared by a careful attention 
under each condition given with Chrysler a e ss an faa 
air temperature packaged air conditioner. Body weight in milligrams 
Table 1 summarises the relation between 

the body weight and the percentage of 
body water in the larvae which are grown 
at different air humidities. Table 2 shows 


Fig.1. Relation between the original weight 
of larvae in the vigorous feeding 
stage of 4th instar and the percentage 

ヾ of body water in them. 
N 

Table 1. Body weight, water and dry matter of 3rd-day-old larvae of 4th instar 

reared under different air humidities 


R. H. (%) | Body weight (mg) Water (mg) 


Dry matter (mg) Percentage of water 
95: 2 | 989.5 856.0 335 86.5 
80+3 | 970.7 838.7 1322.0 86.4 
64+4 | 834.8 lak 123.6 85.2 


Values for single individual. 


Table 2. Body weight, water and dry matter of 3rd-dry-old larvae of 4th instar 


reared with the mulberry leaves of different water contents 


Body weight (mg) Water (mg) Dry matter (mg) 


Mulberry leaf Percentage of water 


1 (76~78%) 


939.5 818.3 121.2 87.1 
4 ee 908.5 784.5 124.0 86.4 
(71~72%) 811.0 690.2 120.8 185.1 


Lettering as in Table 1. 


「 家 奏 幼虫 に お ける 体重 と 体 水分 率 と の 相互 関係 高橋 保雄 ERR 
Japanese Journal of Applied Entomology and Zoology, Vol. 3, No. 3, 1959. 
(Received for publication, March 9, 1959) 


September, 1959 


Weighing many larvae taken from the 
same suitable culture, the relation was 
| shown in the spot diagram (Fig.’1). From 
this, the correlation coefficient between 
the body weight and the water content is 
found to be+0. 564-40. 083. 

It may be clear from the data that the 
percentage of body water is closely related 
to the body weight. The result will tell a 
cause of long experience that the rearing 
of silkworm larvae is apt to be unsuc- 
cessful if they are reared under highly 
| humid air or with soft succulent food. It 
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may be desirable to make the results of 
the studies on water relation available 
for the practical sericulture. But little is 
yet known about the actual state between 
the uptake and the loss of water when 
the larvae are reared at the condition 
of different moistures or with the food 
of different water contents. 

The writer is indebted to Prof. K. 
Koipsumi for invaluable advice and to Dr. 
M. Ono for critical reading of the manu- 
script. 


yy 
RAtTRA(CBIFS spruce budworm 
I Ota EE DHE 
} Morris, R. F., C. A., Murer D. O. GREENBANK 
| and D. G. Morr (1958) The population dynamics 
of the spruce budworm in eastern Canada. Proc. 
Xth Int. Congr. Ent. 4: 137~149. 

1947 <F#2> 5 1954 年 に が か が け て 。 Rar FitwW T 
‘spruce budworm の 大 発生 が あつ た 。 こ の 報告 は , ヵ 
FFOCARE AED, この 虫 の 大 発生 の 前 後 10 年 間 に 
| わた っ つて 徹底 的 に 行なっ た 生態 学 的 調査 の 要約 で ある 。 
| 本 種 の 発生 量 に 関与 する 要因 は , 森林 の 条件 (A), 気 候 
1 (B) ぉ よび 天敵 (C) CHS. 生存 曲線 を みる と , ふ 

化 直 後 の 分 散 期 , BARODHBis EOBGAMDRD SS 
訟 さと にかけて の 3 COBMICHRIOVBWOD, A, B 
は 前 2 ic, C は 最後 の 時 期 に 主として 作用 する 。 本 種 
| だ 大 発生 する た め に は , 針 葉 量 が 多く , 特に 好適 な 花 が 
| 多く 咲く mature forest が 大 面積 と わた つて 存在 する 
に と が 必 要 で ぁ ぁ 。 ま た, MAM RMU TO STL EX 
| 発生 を 誘起 する 原因 と に な る 。 ところが, OE K RRB 
| 紅 て いて も 大 発生 が 起こ ら な いと と も ある し , HIE 
| 花 の 量 % 十分 条件 で は な い 。 寄生 バ チ の 活動 は , 立地 ・ 
| 拓 侯 の 条件 が 悪い と き に は , CHICMA CHKROMR 


二 補 制限 する 役割 を 果たし て いる と みな られ る が , 好適 な 地 
筐 で いつ た ん 大 発生 が 始ま る と , 天敵 は と れ に 道 い つけ 


EW, こう いう 場合 に は 林木 枯死 に よる 食物 の 不足 が 大 
発生 を 終わ らし め る 。 一 方 , 点 在 する 小森 林 で は , が や 
効 虫 の 分 散 に よる 死亡 が 大 きい の で , 害虫 の 増殖 率 は ま 
境 な くく 天 敵 の それ に 追い と され , 後者 に よ つ て 発生 量 が 
抑制 され る と と が 明らか で ある 。 と こう し て , 著者 5 ら は , 

| QUE % 生物 的 要因 る それ の み で は 個体 衝 の 動態 を 決定 し 
| 2 卒 な いと いう Sotomon の 和 包括 学説 の 立場 を 支持 し て い 
る 。 (Et 伊藤 嘉昭 ) 


録 
ダニ の 一 種 Pookhilus decolorabus (KocH) の 
殺虫 剤 抵抗 性 

WHITEHEAD, G. B. (1958) Acaricide resistance in 
the blue tick, B. decaloratus (Kocu). Part 1. 
Bull. Ent. Res. 49 (4) : 661~673. 

ヒ素 剤 に 対す る 抵抗 性 系 統 (Ferndale お よび All- 
ょ よう り 採集 ) と 非 抵抗 性 系 統 (Frankenwald より 
採集 ) の 抵抗 性 の 相違 を LD50 その 他 で 比較 し て みる 
と , 抵抗 性 系 統 は 非 抵抗 人 性 の 3~4 倍 強 い 。 
および Allandale より 採集 し た る の は BHC に Ks 抵抗 


andale 


Ferndale 


竹 を ゃ 示す と 同時 に , トク サフ ェ ン , ク ロー ルデン , デ ィ ル 
ドリ ン お よび アル ドリ ン に 対し て る 強い 。Allandale よ 


採集 し た も る の は , 上 記 有 殺虫 剤 に 抵抗 葉 を 示す と 同時 に 
DDT に も きわめ て 上 竣 い 抵抗 性 を 示し , CODDT HE 
性 の 強い る の は , ダイ ラン に 対し て も & 強 い 。 抵 抗 性 系 統 
eR i LIER A FR ン に は 抵抗 性 が な か っ 

。 ま た イェ エ ェ バエ に お ける よう に DDT 脱 塩酸 酵素 の 存 

在 が 確か め あら れ ない の で , と れ と は 別 の 因子 に ょ つて 拓 
抗 性 が 発現 する も る の の よう で ある 。 

抵抗 性 系 統 の 南ア フリ カ で の 分 布 を 見 る と , RELO 
結び つき が ある よう で あぁ る 。 すなわち , 東部 海 岩 は 冬 に 
籍 が お りな い 。 し た が つて ダニ は 多数 の 世代 を 休み な く 
繰り 返し うる の で , ひん ば ん な 駆除 を 必要 と し (夏期 1 

週間 お き , 冬期 2 Wes). その 結果 , すみ や か に 各 
種 殺虫 剤 に 対す る 抵抗 性 が 出現 する よう に な る る も の と 思 
われ る 。 

BHC 抵 抗 性 系 統 が , Rie Cis, B 了 HC 使用 後 18 
カ ヵ月 で 出現 し た の に 対し, 内 陸地 (Transvaal) で は 

6 年 た つて 初め て 現われ た 事実 が これ を 裏書 き し て いる ろ る 
し , 長期 間 殺 虫 剤 処理 が 繰り 返さ れれ ば 抵抗 性 系 統 が つ 
い に は 出現 する と と も 示し て いる 。( 農 技研 宮下 和 喜 ) 
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Manual of Insect Morphology E. M. DuPorTE 
#2 (1959), A5 判 , 240 ペー ジ , 2000 円 , Reinhold 
Publishing Corporation (New York) 発行 

著者 PE. Melville DuPorte 博士 は カナ ダ の Macdo- 
nald College, McGill University こん 虫 学 教授 で , 
特に 永年 こん 虫 形態 学 の 研究 に 従事 , その 関係 の 論 著 も 
少な く な い 著 名 な 学者 で あぁ る 。 表記 の 著書 は , Ka 40 
年 に わた つて 学生 実験 用 に 使用 し て きた テキ スト に , & 
終 的 な 改訂 を 加え て 出版 され た も る もの で ある 。 こ の 本 の 構 
成 に あ た つ て は , 使用 者 に こん 忠 形 態 に つい て の バラ ン 
ス の と れ た 知識 を 与え , し か る 指導 教 宮 の 助力 を 極力 少 
な くし て 学生 に 十分 な 効果 を あぁ あげ さ せ る よう に 揮 力 され 
WB 

本 文 は 19 章 か ら な り , 各 章 と も 実に 要領 よく し か る も 
簡明 と 記述 され て お り , と これ な ら ば 初心 者 る も さほど の 困 
難 る な くし か る も 上 興味 深く こん 虫 体 の 構造 を 調べ て ゆ ⑦ く こと 
と が で きる に 相違 な い 。 各 章 各 項 目 ど と に 概説 に 始ま 
り , その 項目 を 調べ る の に 最 る 都合 の よい こん 躍 を いく 
つか 選ん で それ ぞ れ に つい て で 形態 を 調べ て ゆ ⑦ け る よう 
に じじ く ん で ある 。 し た が つて 本 書 中 に 選ば れ た こん 忠 は 
種類 数 に も 富み , し か も 成虫 あり 幼虫 あり で , KHOR 
WICPIEDTW Bo 

表題 に 示し た 本 と し て , 従来 の われ われ の 常識 か ら は 
さぞ か し さ し ( 挿 ) 図 が 豊富 で あぁ ろう と 想像 する で あろ 
Do と ところが, 前 代 未 聞 の と と で あり し か る 異色 ある こ 
tld, 実に わずか 14 個 の さ し 図 し か な い 。 し か る も さき し 
図 は 全部 が 模式 図 で ある 。 そ れ ら が また 実に 要領 の よい 
図 で , 簡明 な 記述 と 相 ま つ て こと れ 以 上 さ し 図 の 必要 性 を 
MOMWEWAZAEI, WKF HSC, MIPSh, SSW 
(GS SANP SD, BL OMSRAZTCLORRE 
書 は 避け て いる 。 て これ こそ, 本 書 に よ つ て , 研究 者 や 学 
生 が , 多く の 図 に 頼る こと な く , みず か ら の 頭 で み ず か 
ら の 手 で , 各種 の 昆虫 に つい て の むら の な い 形 熊 的 知識 
を 会 得 で きる 効果 100% の 方 法 で ある か ら で あ る 。 

こん 虫 の 形態 に 興味 を も つ 研 究 者 や 学 評 の 手引 き と し 
て 推奨 に 価 す る 本 で あぁ る と 思う ぅ 。 (安松 京王 ) 

Mites, or the Acari T. E. Hucues ay (L959) 
Boh, 225 ペー ジ , 53 図版 , 2100 円 , University of 
London, The Athlone Press (London) 発行 

ダニ = 学 (acarology) の 成 書 は 外国 で は 従来 か な り 多 
数 出版 され て いる が , その 多く は ドイ ッ で 出版 され で お 


り , また その 大 部 分 は 分 類 に 関す る る ので, Mal, HE, 
生態 な ど を 主体 に 取り 扱 つ た もの は は な は だ 少な か つ 
た 。 米国 の E. W. Baxer と G. W. WHARTON (1952) 
の 共著 An Introduction to Acarology は 戦後 出版 
され た ダ = 学 の 好 著 の 一 つ で あぁ る が , や は り 分類 の 記述 
に 大 部 分 の ペー ジ カ が さか れれ て いる 6 

と と に 紹介 する Hucurs の 近著 は 解剖 」 生態 を 主体 
LURK SReOFA ART y7 CH), RRB CEP 
れ た 最初 の ダ = 学 の 総論 的 著作 と る いえ よう 。 

著者 は =m ンド ン 大 学 の 動物 学 の 講師 で , ダ = 解 剖 研究 
の 世界 的 権威 で あり , また 生理 分 野 に も 造 調 が 深い 。 


本 書 の 内 容 は , 1) 自由 生活 の ダニ =, (2) ダニ = と 他 動 
物 と の 関係 , (3) 外部 寄生 ダニ =, (4) 内 部 寄生 ダコ 
(5) 植物 寄 廊 ダ =, (6) 病原 尋 介 ダニ =, (7) HR, (8) 


外 骨 格 と 体 の 節 片 の 配列 , (9) 感覚 器 と 中 枢 神経 系 , 
(10) 2< GA) 体 部 と 付属 し ( 肢 ), 11) 消化 器 , (12) 
生殖 器 , (13) 発生 (embryology), (14) 呼吸 器 , (15) 


分 類 の 15 章 か ら な つて いる 。 こ と この よう に 本 書 は 生態 関 | 


bs 


| 


| 
| 
| 
| 
| 
| 


| 


係 6 章 解剖 関係 7 章 , FESR IEE, SRA GR Late 0 


な つて お り , 特に 解剖 に つい て 詳し い の は 二 書 の 特色 と 


} 


いえ よう 。 現在 ダ = の 生理 学 的 研究 は きわ ゎ め て 不 十 分 で 


ある た め , 生理 学 の 章 は 特に 設け SN TOROS, BE 


し た 生理 学 的 研究 は 随所 に 紹介 され て いる 。 


お おびただしい 数 の 文献 に 目 を と 社 し , と れ ら を 手 ぎ | 
よく 取り まとめ た 手腕 は 敬服 の ほか は な い 。 ま た 著者 や 


夫人 の 手 に な る 53 葉 の 図版 は 本 文 の 理解 ゃ 助け て いる 3 
本 書 に 引用 され た 文献 は 各 章 ご と に 取り まとめ て 出典 を 
上 明らか に し て いる の は は な は だ 便利 で あり , 邦 書 まこ の | 
KM RMSRBOTELWY4 OCH Se 
BRERCHLERELUTOFS HARRI AIC, & 


類 の ほか 解剖 , 生理 , 生態 な どの 研究 が 大 切 で ある で て 


を 思え ば , 本 書 は ダニ = 学 の 専門 家 の み な ら ず 応用 こみ 和己 
学者 に と つて で も 得 が た い 好 指針 と な る で あろ 3 

待望 久 し か つた 良書 が と と に 出版 され た と と を 喜ぶ 
と も に , 著者 の 労 に 対し 深く 謝意 と 敬意 ゃ 表す る る の で 
bBo . 

DDT Vol. II P. Mixier 編 (1959), A5 判 , 570 
ペー ジ , 6500 円 , Birkhauser Verlag (Basel, Swiss) 
発行 

と の DDTT 双 書 の 編者 は ど 細 
年 度 ノー ベル 医学 賞 受 賞 の 栄 


PIHDIZ AA AD Paull 


bbe ms 


(江原 昭三 | 


介する まで も な く , 194810 


i 


U 


| 1959 年 9 月 a 


「 MULLER で ある 。 彼 が H. Martin, ‘P. Laucer ら と と 
5 に DDT が 卓越 し た 殺虫 剤 で ある と と を 確認 し た の は 
1934 年 で ある が , そ を その後 十 数 年 間 に 世界 各国 で DDT 
っ つい て 行なわ れ た 研究 は 膨大 な 数 に 上 つた 。 そ を そこで 坊 
| 者 は 各 分 野 に お ける 研究 の 総説 を 広く 紹介 し , BRO 
| の 資 に 供し ょ うと DD 双 著 の 刊行 を 企 て た 。 そ し で て そ 
「 札 ぞ れ の 専門 家 に 分 担 載 筆 を 依頼 し , その 第 1 巻 は す で 


[H), これ に 引き 続き こと の ほど 第 2 券 が 出版 され た 。 

| AHORA MIS, 米国 伝 研 技術 部 長 で あぁ 5 WHO 
| の 殺虫 剤 専門 委員 で ある S. M. Simmons が あ た つ て お 
り 9, ARAM RGGI W. J. Haves (米国 伝 研 所 員 ), 
IE. F. KrrrrLinc (米国 農務 省 中 央 農業 研究 所 こん 虫 部 
暇 ) な どこ と の 道 の エ キス パー ト が それ ぞ れ 分 担 し て いる 。 
[内容 は 第 6 章 (第 1 券 か ら の 通し 番号 ) “DDT OX 
| 理学 と 毒物 学 ”, 第 7 章 “人 類 の 伝染 病 媒介 こん 虫 防 除 
剤 とし て の DDT”, B&R “REO RW AMT CAM 
RAE UCODDT” の 3 章 に 分 か れ て いて , 人 類 ゃ 
家畜 の 衛生 害虫 防除 剤 と し て の DDT の 広範 な 研究 や そ 
の 実際 的 使用 法 の 解説 に 意 が 注 が れ て いる 。 

| 策 6 章 で は 高等 動物 に 対す る DDT の 毒性 に 関す る 研 


に 1955 年 に 発行 さく され た が CSA Bee Vol. 12(3) に 紹 
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Fie EK, 薬 量 一 死亡 率 , AMM MO RY ye 
M6, 生理 学 的 影響 に 分 け て 解説 する と と も に , 人 類 に 対 
する 召 性 や ゃ 乳 製 品 そ の 他 食 料 品 中 の DDT 了 残留 問題 な ど 
に つい て も 精細 に 述べ て いる 。 第 7 章 で は 人 類 の 伝 如 病 
媒介 こん 躍 の 防除 を 主体 に カカ 。 ハ エッ ノミ っ シラミ, ダニ, 
ナン キン ジン シ , ゴキ ブリ な ど を 取り 上げ , その 研究 成果 
を 総覧 し て いる が , デン グ 熱 , 
攻 熱 病 な どの 撲滅 の た め の DDT に よる ヵ ゎ の 防除 の 記載 
は , 各国 別に 解説 し 精細 を きわ めで いる 。 ま た こと の 章 で 
は 近年 問題 に と な つて いる る DDT 反復 使 用 に ょ る 抵抗 竹 こ 
ん 虫 の 出現 と いつ た よう な 事項 に つい て , 抵抗 性 の 機構 
や ゃ や これ に 対す る 今後 の 対策 な ど 漏 らち す と こと な く 掲 げ で い 
る 。 第 8 章 は 家畜 害虫 防除 用 と し て の DDT の 実際 的 使 
用 面 に お ける 広範 な 研究 紹介 が , そ の 主体 と な つて いる 。 
各 章 末 に つけ られ た 引用 文献 A b OAH MRIS 1500 
余り に も 達し て いる が , と これ は 編者 が 緒言 の 中 で 利用 価 
値 が 高い と 自負 し て いる だ け あ つて , 関係 者 に と つて は 
確か に 軍 宝 な リスト で ある 。 

本 書 は 応用 こん 虫 学 , BEE ORR, 特に 衛生 害虫 
ゃ 人 畜 朴 性 の 研究 や 業務 に 従事 する 者 に と つて は 是非 備 
え で お きた い 好 著 で あぁ る 。 C Ly sa ft 3) 
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研究 成果 刊行 助成 金 の 交付 

か ね て 本 学会 か ら 方 部 省 に 申請 中 で あぁ つた 了 昭和 34 年 
CMR RTT RA (学術 図書 出版 補助 金 ) は 7 月 31 
MAN C8 HYURA Sic. 


& Review of Applied Entomology 
抄録 用 資料 の 提供 依頼 

議 号 で お 知ら せ し た と お り Review of Applied Ento- 
nology に 掲載 する 英文 抄録 の 編集 は 京 大 農学 部 内 馴 俊 
潤 数 授 の も と で 行なわ れる と と に な つ 7 に が , 第 1 回 分 の 
Gah (SHES 1, 2 巻 に 掲載 され た 論文 の 抄録 ) は , 
EEO [al ERE CS CIMA ANI, tw, 同 大 学 
B20 MHS ICAMS SIMA CU CR ANTW, 
きい 大 学 , 農業 試験 場 , 研究 所 な どの 研究 報告 書類 は , 
BSG LNICTARENRHAZOT, と これら の 報告 を 
少 録 用 資料 と し て 同 大 学 虐 学部 昆虫 学 教室 あて 送ら れる: 
BLOHLARD HOT. 関係 各 位 の ご 協力 や お 願い じ た 
"また 著者 か ら 直 接 別 刷 を 同 教 室 あ て 送ら れ て も さ し 
; | か えな い 。 


学術 会 議会 員 選 挙 に つい て 
日 本 学術 会 議 第 5 期 会 員 選 挙 の 立候補 届 な ら び に 候補 
者 推薦 届 は さる 7 月 25 日 に 締め 切ら れ た が , その 結果 
は 8 月 10 日 当 局 か ら 候 補 者 速報 で 有権者 全員 に 通知 さ 
れ た 。 そ の うち 本 学会 か ら 推 薦 さ きれ た 候補 者 は 次 の と お 
り で ある 。 
a6 CRS) 
専門 別 農 学 
4 BRE 八木 誠 政 
第 6 部 (農学 ) 地方 区 
北海 道 RHC 犬飼 哲夫 
FF 部 BAS 福田 宗 一 
(選挙 行事 予定 表 に よる と , 10 月 下旬 か ら 11 月 上 旬 に 
投票 用 紙 お よ び 選 挙 公報 が 有権者 に 郵送 され , 投票 は 学 
Hi SRA RAE ATER IC 11 月 "20~ 日 まで に 必着 す る 
ょ う 郵 送 す る とこ と に な つて いる 。 投票 用 紙 受領 か ら 投票 
締め 切り まで の 時 日 が 少な い の で , 有権者 各位 は 投票 締 
お 切り まで に また に あ う よう 投票 せら れ た い ®。 


全国 区 
河田 et 
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ib HE AS 

第 10 FSBO PAIR 34 年 6 月 20 APR 2 
時 か ら 農 業 技術 研究 所 で 開催 , 次 の 2 講演 が あつ た 。 参 
会 者 30 名 。 

tr SAO aU 7h 2 a8 
KEP Walon G 
wwe fe CERT) 

CARICSENCTWOSMACT He FVIAIVEUTH 
DRONTCSIEZODM, AMYICPT eX FVAYVYEDIO 
で あぁ ろう か と いう 疑問 が 一 部 に は あぁ つた 。 

私 達 は こん 虫 の 卵 は カエ ェ ル の 直上 腹筋 を 収縮 させ る 物 
質 が あり , と この 物質 を 追 守 し た 結果 , アセ チル コリ ン そ を 
DiODCHZEWITCEBMBSDICUIKo 

すなわち , ペー パー クロ マト グラ ム に よる 人 分離, 薬物 
学 的 な 反応 , 生体 内 の この 物質 の 出現 時 期 と コリ ン ア セ 
チラ ー ゼ の 出現 時 期 と の 一 致 , コリ ン ェ ステ ラー ゼ 出 現 
後 モ エモ ゼ リ ン を 加 を な いで 抽出 を 行なう と 訟 解 が 起こ と る, 
アセ チル コ エ ニン チー ム A デ > ア , セ チッ ルコ リージ の 2 了 段 階 の 友 : 
応 が 行なわ れる と こと な どの 諸点 を 明らか に し た 。 

また ことなん 躍 の 神経 が 本 当 に 機能 を 示す に は , 
AFFZ-CEF HRFVAY YVOMBDBeepDIzkeE xt 
5S, CO2TOMRO HHMI OSL’ Bry, 
コリ ン エ ステ ラー ゼ の 出現 時 期 は 形態 上 の 分 化 か ら 5 想像 
され る より は 大 部 遅れ て いる 。 し た が つて 有機 リン 剤 の 
LDSHAVY LAFF —-CRCRMN eT BOBS 
も %, CORMALE LU COMA BIRT 4 OIE ICIEN 
た ステ ー ジ で ある と いう こと と を 私 達 の 実験 と 外国 の 文献 
WE CH Liles 

と この は ほか, TIV5 O-POMAO D> 5 HERE - 
生化 学 的 に 興味 の あぁ る 部 分 を 紹介 し た 。 

2. アブ ラム シ に よ つ て 媒介 され る 植物 ウィ ルス 病 と 

アブ ラム シ の 生態 と の 関係 
FA FOIE (FBR AB) 

ァ ブ ラム シ に よっ つて 媒介 され る 植物 ウィ ルス 病 は 多数 
に 上 る が , アブ ラム シ の 種類 と の 関係 は 必ず し も 明らか 
に され て は いな い 。 それ は 媒介 時 に 六 け る アブ ラム シ の 
生理 ・ 生 態 学 的 条件 に ょ つて, ある 場合 に は 媒介 し , Bd 
る 場合 に は 媒介 し な いか ら で あ る 。 一 般 と アブラ ムシ の 
有 し (GB) 型 が 発生 する 条件 は 単 一 で な く , いろ いろ な 
条件 が 組み 合わ さ つ て いる と と が 多い 。 ウ ルス 病 を 媒 
介する 場合 は , 主 寄 主 植物 か ら 中 間 寄 主 植 物 に 転 季 す る 
と きよ り る る, 中 間 寄 主 植物 間 に お ける 移動 時 に 問題 が あ 
So 中 間 寄 主 植物 上 に お いて 胎生 雌 態 で 越冬 する アブ ラ 


EE 


‘ZnO A, 夏 作 野菜 類 ・ タ バ コ ・ 花 類 な どの ウゥ ウィ ルス ヌ 病 中 


丸山 Awe 


B38 oe 


パシ は きわ めで 多く , SET ATIF AY, IFFT SE 
DO PAR TD FG Dae BA OF ane | 
ど は いずれ る ウィ ルス 病 媒介 昆虫 と し て 有名 な 種類 で あ 
WU FRALEAN DSA BRS TIT To eee 
ン ッ ツ な どの 野菜 類 )。 タチ ァ テオ え オイ, NER VISEORR | 
な ど で 越 冬 す る 。 そ の 個体 数 の 増減 は , FBO MMIC 
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